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キヤノン製品のお買い上げおりがとうございまず。 

EOS ] 日 D は、優れた機動性を備えた高性能デジタル AF —眼レフカメラです。本機は、有効 
画素数約目3日万•高精細 CMOS センサー搭載、全 EF レンズ群対応、いつでもすぐに撮影で 
さる画期的な機動性、全自動撮影から高度な応用撮影にまで最適対応する豊富な撮影機能、 
カメラダイレクトプ U ント機能など、さまざまな特長を備えています。 

なお、記録媒体には、コンパクトフラッシュカードを使用します。 

ご使用になる前に、カメラを手にとりなびら、この使用説明書をお読みになって理解を深め、 
操作に慣れた上で正しくお使いください。 

* CF カードは、キヤノン製 CF カードのご使用をおすすめします。 

巧害電液自主規制について 

このカメラ（本機）は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準にもとづくク 
ラス B 情報技術装置です。このカメラ（本機）は、家庭環境で使用することを目的としていま 
すび、このカメラ（本機）をラジオやテレビジョン受信機に近接して使用すると、受信障害を 
引き起こすことびあります。使用説明書（本書）に従って正しい取り扱いをしてください。 

試し撮りと撮影内容の補償について 

必ず事前に試し撮りをし、画像び正常に記録されていることを確認してください。 

万一、カメラ（本機）や記録媒体 （ CF カード）の不具合により、撮影画像の記録やコンピュー 
ターへの読み込みびされなかった場合の記録内容の補償については、ご容赦ください。 

著作権について 

あなたびカメラ（本機）で記録した権利者のいる被写体の画像は、個人として楽しむなどのほ 
かは、著作権法上、権利者に無断で使用でさません。なお、実演や興行、展示会などのラち 
には、個人として楽しむなどの目的であっても、撮影を制限している場合びありますのでご 
ミ主意 < ださい。 

参 Canon および EOS は、キヤノン株式会社の商標です。 

• Adobe 、 および Photoshop は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社） 
の商標です。 

参 CompactFlash (コンパクトフラッシュ）は 、 SanDisk Corporation の商標です。 

参 IBM PC / AT シ U — ズは、米国 International Business Machines 社の商標または登録 
商標です。 

♦ Macintosh は、米国および他の国で登録された米国アップル〕ンピュータ社の商標です。 

• DCP は、（社）電子情報技術産業協会の団体商標で、現在、商標登録出願中です。 

参 DCF □ゴマークは、（社)電子情報技術産業協会の 「 Desi 呂 n rule for Camera 円 le System 」 
の規格を表す団体商標です。 

• その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 


* DCF は、主としてデジタルカメラの画像ファイルを関連機器間で簡便に利用し合うことを目的として 
制定された（社）電子情報技術産業協会 （ JEITA ) の規格の 「Design rule for Camera 円 le System 」 の 
略称です。 


* このデジタルカメラは 、 Exif 2.2(愛称 「Exif Print 」） に対応しています 。 Exif Print は、デジタルカメ 
ラとプ U ンターの連携を強化した規格です 。 Exif Print 対応のプ U ンターと連携することで、撮影時の 
カメラ情報を活かし、それを最適化して、よりされいなプ U ント出力結果を得ることびでさます。 
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同お品の確認 

初めてご使用になる前に、1;(下のものびすべてそろっているか確認してください。万一、足 
りないちのびあるとさは、お買い巧めの販売店にご連絡ください。 


□ EOS 10 D / カメラ本体（ボディキャップ付さ、日付/時計機能用 IJ チウム電池内獻 

□アイカップ Eb 

□ バッテリーパック BP -51 1 (保護カバー付さ） 

□ バッテリーチャージャー CB -5 L 
□ バッテリーチャージャー用電源コード 
□ インターフェースケーブル IFC - 300 PCU 
□ ビデオケーブル VC -100 

□ネックストラップ EW -100 DB (アイピースカノく一付き） 


イオスデジタルソ U ューションディスク 

□ EOS DIGITAL Solution Disk 

アドビ フォトショップ エレメンツ ディスク 

□ Adobe Photoshop Elements Disk 


□ EOS 1 OD 使用説明書 (本書） 

□ EOS 1 OD ソフトウエア使用説明書 

ソフトウエアのインス I -ールち法や、 EOS 1日 D で撮影した画像のコンピューターへの取 
り込み、 RAW 画像の現像処理-画像処理のち法について説明しています。 

□バッテリーパック BP -51 1使用説明書 


□ お客様ご相談窓□一覧 
□ 保証書 

□ クイックオペレーションガイド 

□ EOS 1 OD Accessories 

EOS 1 日 D の主要アクセヴ U —を紹介しています。 


《撮影画像を記録する CF カードは同個されていません ので、別途ご購入ください。 
なお、 CF カードはキヤノン製 CF カードのご使用をおすすめします。 


はじめに 
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取 0 扱い上のごを意 

カメラについて 

(I) カメラは精密機器です。落としたり衝撃を与えたりしないでください。 

に）このカメラは防水構造になっていませんので、水中では使用できません。万一水に濡れ 
てしまったとさは、早めに最寄りのキヤノンサービスセンターにご相談ください。また、 
水滴びついたとさは乾いたされいな巧で、潮風にあたったとさは固くしぼったされいな 
巧でよくふきとってください。 

(3) カメラを磁石やモーターなどの強力な磁気を発生させる装置の近くに、絶対に置かない 
でください。また、電波塔などの強い電波び発生しているところで使用したり、放置し 
たりしないでください。電磁波により、カメラび誤動作したり、記録した画像データび 
破壊されることびあります。 

(4) 直射日光下の車の中などは予想上に高温になります。カメラの故障の原因となること 
びありますので、このよラな場所にカメラを放置しないでください。 

(己）カメラには精密な回路び内蔵されていますので、絶対に自分で分解しないでください。 

(6) レンズ、ファインダー、ミラー、フオーカシングスク U —ンなどにゴミびついていると 
きは、市販のブ□アーブラシで吹き飛ばすだけにしてください。カメラボディおよびレ 
ンズは有機溶剤を含むク U —ナーなどでふかないでください。特に巧れびひどいときは、 
最寄りのキヤノンサービスセンターにご相談ください。 

(7) カメラの電気接点は手で触らないでください。腐食の原因となることびあります。腐食 
び生じるとカメラび作動不良を起こすことびあります。 

(8) カメラを寒いところから、急に暑いところに移すと、カメラの外部や内部に結露（水滴） 
び発生することびあります。カメラを寒いところから、急に暑いところに移すときは結 
露の発生をふせぐために、カメラをビニール袋に入れて袋の□を閉じ、周囲の温度にな 
じませてから、袋から取り出してください。 

(9) 結露び発生したときは、故障の原因となりますので、カメラをお使いにならないでくだ 
さい。 CF 力ード、バッテ U - をカメラから取り外し、水滴び消えるまで待ってから、力 
メラをお使いください。 

(1 日）カメラを長期間使用しないときは、カメラからバッテ U —を取り外し、風通しびよく、 
涼しい乾燥した場所に保管してください。保管期間中でち、とさどさシャッターを切る 
よラにして作動することを確認してください。 

(II) カメラの保管場所として実験室などのよラな薬品を扱ラ場所は、さび-腐食などの原因 
になるため避けてください。 

(12) 長期間使用しなかったカメラは、各部を点検してから使用してください。長期間使用し 
なかったあとや海外旅行など大切な撮影の前には、各部の作動を最寄りのキヤノンヴー 
ビスセンター、またはご自身でチェックしてからご使用ください。 

表示パネルと液晶モニターについて 

(1) 液晶モニターは、非常に精密度の高い技術で作られており99.99%!；(上の有効画素びあ 
りますび、日.日]%下の画素欠けや、黒やホの点び現れたままになることびあります。 
これは故障ではありません。また、記録されている画像には影響ありません。 
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取り扱い上のごま意 


に）強く巧さえたり、衝撃を与えたりしないでください。画面にムラび出たり、故障の原因 
になります。 

(3) 巧れたときは、市販のブ□アーブラシで吹き仏ったり、傷び付かないよう、やわらかい 
巧で軽くふいてください。特にミちれびひどいとさは、最寄りのキヤノンサービスセンタ 
一にご相談ください。 

(4) 液晶の特性で低温下での表示反応びやや遅くなったり、高温下で表示び黒くなったりす 
ることびありますび、常温に戻れば正常に表示されます。 

曰付/時計機能用リチウム電池について 

(1) IJ チウム電池はお子様の手の届かないところに置いてください。誤って飲み込むと大変 
危険です。万一お子様び飲み込んだ場合、化学物質による被害を受ける危険性びありま 
す。ただちに医師に相談してください。 

に）金属製のピンセットなどでつかまないでください。ショートするおそれびあり危険です。 

(3) 分解や加熱をしないでください。破裂する危険びあります。 

CF カードについて 

(1) CF カードは精密にでさています。落としたり振動を与えたりしないでください。 CF カー 
ドに記録されている画像び壊れる原因となります。 

に）テレビやスピーカー、磁石などの磁気を帯びたものや静電気の発生しやすい所で保管、 
使用しないでください。 CF カードに記録されている画像データび消えてしまラことびあ 
ります。 

(3) 直射日光のあたる場所や、暖房器具の近くに放置しないでください。 CF カードび変形し 
て使用でさなくなります。 

(4) CF カードに液体をこぼさないでください。 

(已）大切な画像データを守るため、 CF カードは必ずケースなどに入れて保管してください。 

(6) 指定外の CF カードを使用すると、画像の記録•再生びでさないものびあります。このよ 
うな場合は、指定の CF カードをご使用ください。 

(7) 巧げたり、強い力や衝撃を与えないでください。 

(8) 温度の高い所、ほこりや湿気の多い所、静電気や電磁波び発生している所に保管しない 
で < ださい。 

レンズの接点について 

レンズを外したとさは、接点やレンズ面を傷つけないように、取り 

付け面を上にして置き、ダストキヤツプを取り付けてください。 


f f 製品についているこのマークは、 
^ t EC 指令への適合宣言マ-クです。 
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接点 



はじめに 



ずぐ撮影したい方のために 

(- ►* *) の* * 部は参照ぺージを示しています。 

詳しい使用方法につきまし口ま、参照ぺージをご覽ください。 



1 バッテリーを充電ずる 

チャージャーに電源コードを接 
続し、バッテ U —を取り付けま 
す。充電ランプび点滅から点灯 
に変わったら、充電完了です。 
充電時間は約9日分です。 (-18) 
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バッテリーを入れる 

バッテ U —室ふたを開けて、充 
電済みのバッテ U —を□ック位 
置までしっかりと入れます。 

「カチッ」と音びするまでふたを 
閉じます。卜2日） 



5 CF 力ー ドス □ットカバー 
を開ける 

カバーを矢印ち向にずらしてか 
ら、開きます。（一 24) 


6 CF カード（別売）を入れる 

CF カードを入れ、カバーを閉じ 
ます。（一 24) 
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ピントを合わせる 

写したいもの（被写体）に AF フレ 
ームを合わせ、軽くシャツター 
ボタンを押して、ピントを合わ 
せます。い 26) 


if 、 撮影する 

1^/ さらにシャツタ-ボタンを押し 
て撮影します。（一 26) 





































すぐ撮影したい方のために 




3 レンズを取り付ける 

レンズとカメラのホいレンズ取 
り付け指標を合わせ、レンズを 
矢印の方向に「カチッ」と音びす 
るまで回します。（一 23) 


4 レンズのフ オー カスモード 
スイッチを 〈AF〉 にする 

(一 23) 



7 〈综〉スイッチを 〈 ON 〉 に 

する。 （一 26) 


8 モードダイヤルを〈□〉 
(全自動）にずる 

(一 34) 



♦ 今までに撮影した画像を確認したい場合 
は、『撮影画像を見る』（^38)『撮影し 
た画像を再生する』(-104)を参照して 
<ださい。 

• 撮影した画像を消去したい場合は、『撮 
影画像を消去する』 (-113) を参照して 
<ださい。 


イイ 撮影した画像を確認する 

I ■撮影した 画像び約2秒間表示され 
ます。表示する時間を変更する 
ことびできます。卜 39) 




































各部の名茄 


(- ►* *) の* * 部は参照ぺージを示しています。 


〈 AF . WB 〉 AF モード選択/ — 
ホワイトバランス選択ボタン 
(一目 0/46) 


< DRIVE-ISO) 

ドライブモード選択/ 
IS 日感度設定ボタン 
(一72/4己） 


く:を〉 表示パネル照明ボタンい 90) 

- 表示パネ j レ(一1 2) 

ー レンズ取り付け指標い 23) 


内蔵スト□ボト 92) 


〈图•阻〉測光モード選択/ — I 
スト□ボ調光補正ボタン 
(一 70/97) 


〈を〇 メイン電子 
ダイヤル(一 27) 


シヤッターボタン 
(一 26 ) 



ホ目絵和. 

セルフタイ7— 

ランプ 

(一9己/ 73) 


グ U ップ 
(パ'ッテ U- 室) 


DC カプラーコード 
通し部卜 22) 

ミラー(一90、 152) 
接点 (-*^7) 


アクセサリーシュ ー( 一 98) 
モードダイヤル(一 14) 


人 トフツプ 

取り付け部 
卜 17) 


レンズ□ックピン 
レンズマウント 
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各部の名称 


視度調整つまみ(一 32) — 

アイカップ(一 74) 

ファインダー接眼部 

〈 MENU 〉 メニュ 
ボタン(一 28) 

〈 INFO .〉 インフォ/— 

卜 U 三ング枠縦横 
切り換えボタン 
(一己8、10己/ 126) 

〈 JUMP 〉 ジャンプ 
ボタン(一10 8) 

〈<>〉縦横移動 
切り換えボタン 
(一107、 126) 

〈 IZ ]〉 再生 
ボタン 
(-104) 

era 〉 消去 
ボタン(一1 13) 

液晶 モニター(一 31) 

〈综〉メインスイッチト2目） 

三脚ねじ穴 

日付/時計機能用電池室ふた(-151) 


サブ電子ダイヤルスイッチ(一 27) 

〈臣 3〉 アシストボタン(一目目） 

〈关 / H •み〉 AE □ック/ 
FE □ックボタン/インデックス/ 
縮ルボタント88/9目/ 
106/107、12己） 

〈回/み〉 AF フレーム 
選択/拡大ボタン 
(一63/107、12己） 

ストラップ 
取り付け部卜 17) 



バッテリー室ふた卜 20) 
〈〇〉サブ電子ダイヤルト 27) 
〈@〉設定ボタンい 28) 


CF 力ードス□ツ 
カバー内 


CF 力ードス□ッ I 
(Type I ， II 準拠） 
(一 24) 


CF カード取り出しボタン 
(一 24) 
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はじめに 
































































































各部の名称 


表示パネル 


シャツター速度 （ S < 日日日〜3日" buLb ) — 
データ処理中（と uSy ) 

内蔵スト□ボ充電中 （ feu が） 

曰付/時刻機能用電池警告 （[ b [) 

現像パラメーター(1 口巧 - G 〜•口巧-え•口巧-巧） 
IS 日感度（巧 U と〇, I •日日〜あ日日ぶ) 

カメラ起動中 （ fG 5) 


AF フレーム選択 （[-- J --：?) 
CF フル警告 （ fuLL び） 

CF エラー警告（らび） 

CF 未装填警告 （no [ iC ) 

-C フ — ^7J\ ( Err ) 

撮影素子清掃中（ご/■ら q n ) 

—— 絞り数値 （ GG 〜弓〇 


記録画質 - 


LM 

LM 

MM 

MM 

SM 

SM 


ラージ/ファイン 
ラージ/ノーマル 
ミドル/ファイン 
三ドル/ノーマル 
スモール/ファイン 
スモール/ノー7ル 


□ゥ 

ホワイトバランス 
FiViM d 才ート 

ミ^;太陽光 
6 k 曰陰 
<ち0 
g 球 
旨光灯 
、□ボ 
lAi マニュアル 
[3 色温度 


の 


BBBB 



i そ圃風墨墨 


ISO IS 日感度 

- 撮影可能コマ数 

( 333〜日） 

セルフタイマー作動表示 
(ぶ〜 I ' ) 

バルブ露光時間（日〜 333) 


- MJ 7 I 

カスタム機能 


語ボ 峰醉挙導 

マニュアル I _ 


ONE SWT 
Al FOCUS 
SERVOl 


•— ■が電子音 


バッテ u —チェック - 


- AF モード 

ONE SHOT ワンショット AF 
AI FOCUS Al フォーカス AF 
Al SERVO Al ヴーボ AF 

- <§> 赤目緩和 


阻 スト□ボ調光補正 
^ AEB - 


測光モード 

評価測光 
[ c 5] 部分測光 
口 中央部重点平均測光 


露出レベル表示 - 

露出補正量 
AE 目レベル 
スト□ボ調光補正量 
CF カード書さ込み経過 


ドライブモード 
□ 1コマ撮影 
^連続撮影 
&セルフタイマー 


上の図はすべてを表示したものです。実際には状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


ファインター内表示 


こュー レーヴー マツトスク U - ン 




(7 点•スーパーインポーズ表术) 


〈乂〉 AE □ック / FE □ック 
AEB 撮影中 


〈ち〉スト□ボ充電完了 

FE □ック連動範囲外警告 


〈 H 〉 八イスピードシンク □' * 

( FP 発光） 


〈阻〉スト□ボ調光補正 


シャツター速度 （ •イロ日日〜ぷ r ， buLb ) 
FE □ック（巧い 
データ処理中 （ feusy ) 



部分測光範囲 


- AF フレーム 


〈♦〉合焦 マーク 


連続撮影時の最大撮影可能 
コマ数（弓〜日） 

撮影可能コマ数 a 弓]〜岡) 


露出レベル表示 
露出補正量 
スト□ボ調光補正量 
AE 巨レべ J レ 
ホ目緩和ランプ点灯 


CF フル警告 （ FuLL び） 
CF エラー警告（らび） 
CF 未装慎警告 （no [ f ) 


絞り数値 （ GG 〜 SO ' 


はじめに 


上の図はすべてを表示したものです。実際には状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


モー ドタイヤル 

モードダイヤルは 2 つの機能ゾーンに分けられています。 



①簡単撮影ゾーン 

• 基本操作はシャッターボタンを押す 
だけです。 

□ :全自動 （一 34) 

カメラまかせの全自動撮影びでさます。 

イ メー ジゾーン 

被写体別にカメラまかせの全自動撮影び 
でさます。 

巧：ポートレートト 36) 
gi 風景卜 36) 

化：ク□-ズアップ(一 36) 

み^:スポーツ（一 37) 

因：夜景ポートレート（一 37) 

臣3 :スト□ボ発光禁止卜 37 ) 


②クリエイティブな応用撮影ゾーン 

思いどおりのさまざまな撮影びでさま 
す。 

P :プ□グラム AE (一 76) 

Tv :シャッター優先 AE (- ^78) 
AV :絞〇優先 AE (— 80) 

M :マニュアル露出（一 82) 

A-DEP :自動深度優先 AE 卜 84) 


(一**)の**部は参照ぺージを示しています。 
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各部の名称 


八ツテリーチヤーシヤ • 
C 巨-己し 



電源コードソケット（一 18) 
電源コードを差し込みます。 


AC アダプターキッ 



DC カプラーソケット（一 22) 
DC カプラーコードのプラ 
グを差し込みます。 



DC カプ ラープラグ（一 22) 

AC アダプター AC - E 2 の DC 
カプラー ソケットに差し込み 
ます。 



電源コード 
(一 22) 


DC カプラー DR-400 


1已 


はじめに 








本使用説明書上のお断り 



• 本文中の 〈録〉 はメインスイッチを示しています。 

〈综〉 スイッチび 〈 ON 〉 になっていることを前提に、それぞれの操 
作ち法を説明しています。各操作をする前に、まず最初に 〈综〉 
スイッチを 〈 ON 〉 にしてください。 

• 本文中の 〈 iS 〉 はメイン電子ダイヤルを示しています。 


参 本文中の〈〇〉はサブ電子ダイヤルを示しています。 


参 本文中の〈(0〉はサブ電子ダイヤルスイッチを示しています。 
〈〇〉 操作は、 く®〉 スイッチび 〈 ON 〉 になっていることを前提に 
操作方法を説明しています。操作する前に 〈 ON 〉 になっているこ 
とを確認してください。 

♦本文 中の〈@〉は設定ボタンを示しています。メニュー機能、力 
スタム機能の設定などに使用します。 


♦ 本文中の操作ボタンや設定位置の説明には、ボタンやダイヤル、マークなど、カメラに表 
示されている絵文字を使用しています。『各部の名称』（一]日）を参照してください。 

♦ (一**)の**部は参照ぺージを示しています。 

参 本書では、 EF 24-8 己 mm F 3.5-4.5 USM レンズを取り付けた状態で説明しています。 

♦ メニュー機能およびカスタム機能は、初期状態を前提に説明しています。 

♦ (を 4)/( る 6)/( ろ 16) はボタンから指を離しても、その状態びタイマーによりそれぞ 
れ4秒間/6砂間/16砂間保持されることを示しています。 

♦ 作例写真は、原則として3己 mm フィルム使用の一眼レフカメラで撮影したちのを使用し 
ています。 

♦ 本文中の下のマークびついた欄は、それぞれ次のよラな内容になっています。 

撮影に不都合び生じるおそれのあるを意事項び書かれています。 

胃：基本操作に加えて知っておいていたださたい事項び書かれています。 

-：(^；-:カメラ操作上あるいは撮影時のヒントび書かれています。 

aaa :それぞれの機能に関するカスタム機能の簡単なガイドび書かれています。 

詳細については『カスタム機能で変更できる内容』卜142)を参照してください。 
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この章では、撮影に入る前にあらかじめ準備しておくことと、 EOS 1 0 D ® 
操作の基本について説明します。 


使用前の準備と基本操作 



ストラップ（吊りひも）の取り付け方 

ストラップの先をストラップ取り付け部 
の下から通し、さらにストラップについ 
ている止め具の内側を通します。ストラ 
ップを弓 I っ張っても止め具の部分でゆる 
まないことを確認してください。 

•ストラップには アイピースカ 
バーがついています。（一 74) 
































バッテリーを巧電ずる 



電源コードを接続する 

参 電源コードをチャージャーに接続します。 
• プラグをコンセントに差し込みます。 



保護カバーを 外す 

• 外したカバーはなくさないように保管してくださ 
い。 

•バッ テ IJ 一をカメラから取り出したときは、シヨ 
-卜防止のため必ずカバーを取り付けてください。 


〈―〉マーク 



バッテリーを取り付ける 

•〈一〉 マークにバッテ U - の先端をあわせ、押し付 
けなびら、スライドさせて取り付けます。 

♦ 取り外しは逆の手順で行います。 



バッテリー残量 

ホランプ 

〇〜己096 

1回/秒 

点滅 

50-75% 

S 回/秒 

点滅 

7己％上 

3回/秒 

点滅 

ホ雨たマ 

冗巧兀 J 

点好 


巧電する 

時 バッテ U —を取り付けると自動的に充電び始まり、 
ホランプび点滅します。 

時 使い切ったバッテリーの巧電に要する時間は、約 
90分です。 

•ホ ランプの点滅/点好で、バッテ U —の充電具合 
や残量を確認することびでさます。 

時 巧電び完了ずるとホランプび点なします。続けて 
約1時間巧電を続けると、フル巧電にすることが 
でさます。 

•充電び 終わったら、バッテ U —を外し、電源コー 
ドをコンセントから抜いてください。 
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バッテリーを充電する 


41 バッテ|」ーパック BP - 己]]、目 P - 己 121 U 外は充電しないでください。 

バッテ U —をカメラに入れたままにしておくと、カメラを使用しなくても微少の電 
流び流れて過放電になり、寿命短縮の原因となります。 

カメラを使用しないとさは、バッテ U —をカメラから取り出し、ショート防止用の 
保護カバーを取り付けて保管してください。カメラを使用するとさは、必ずバッテ 
U 一を充電してからご使用ください。 


S 充電時間は、周囲の温度やバッテ U —の充電状態によって異なります。 

バッテ U —はび C 〜4日での範囲で使用でさますび、性能を十分に発揮させるために 
は]日む〜3日むの範囲で使用することをおすすめします。スキー場などの低温下で 
はバッテ U -の性能び一時的に低下し、使用時間び短くなる場合びあります。 

規定の充電をしたにもかかわらず、著しく使用でさる時間び低下したときは、寿命 
と考えられます。新しいバッテ IJ 一をお買い巧めください。 


鎮 

Li-ion 


使用後はリサイクルへ 

U チウムイオン電池は、 U サイクル巧能な貴重な資源です。 
リサイクルについては、ご購入販売店にお問い合わせください。 
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J V ツテリーを入れる/取り出ず 

入れ方 

充電したバッテ|」ーパック目 P - 己1 ] をカメラに入れます。 



ふたを開ける 

参 レバーを矢印の方向にスライドさせて、ふたを開 
けます。 



バッテリーを入れる 

参 バッテ U —の向さにミ主意して入れてください。 
♦ □ック位置までしっかりと入れてください。 



ふたを閉じる 

• 「カチッ」と音びするまで、ふたを押します。 


0バッテ U - パック BP - 己12も使用できます。 


バッテリーチェックについて 

バッテ IJ - の残量は、〈為〉スイッチを 〈 ON 〉 にしたとき卜 26) に3段階で表示されます。 



:バッテ U —の容量は十分です。 
C 3 :残量び少なくなっています。 

- t □::バッテ U —を充電してください。 
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バッテリーを入れる/取り出す 


撮影コマ数について 


温度 

撮影条件 

スト□ボ撮影なし 

己日％スト□ボ撮影 

常温 （+2 び C ) 

約6己日コマ 

約己日日コマ 

低温（び C ) 

約己日日コマ 

約4日日コマ 


参 撮影コマ数は、当社試験基準によります。 

(フル充電のバッテ U —、 EF 己日 mm F 1.4 USM 、 撮影画像の確認[入]、撮影画像の確認 
時間 [2 秒]、記録画質 [ Largej ] で撮影-記鑛 

S •実際の 撮影条件との違いにより、撮影コマ数は表記数値よりち少な<なる場合びあ 
ります。 

参 液晶モニターを頻繁に使用すると、撮影コマ数は少なくなります。 

# シャッターボタン半押し状態を長く続けたり、 AF のみ行って撮影しないという操作 
を頻繁に行ラと、撮影コマ数び少なくなります。 

バッテ IJ - グ U ップ目 G - ED 3 側売）使用時の撮影コマ数につい！:は、 BG - ED 3 の使 
用説明書を参照してください。 


取0出し方 






ふたを開ける 


参 レバーを矢印のち向にスライドさせて、ふたを開 
けます。 


バッテリーを取り出ず 

• バッテ U —□ックレバーを矢印ち向にスライドさ 
せて、□ックを外し、バッテ IJ 一を取り出します。 



ふたを閉じる 

参 「カチッ」と音びするまで、ふたを押します。 
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家庭用電源を使用ずる 

AC アダプターキット ACK - E 2( 別売）を使うと、家庭用電源を使用してカメラを使うことびで 
さます。家庭用電源を使用すると、バッテ IJ 一の残量を気にせずに撮影や画像の再生を行うこ 
とびでさます。 



コードを溝にはめ込む 

•コードを 傷つけないように、ていねいにはめ込ん 
で < ださい。 



書 DC カプラーを入れる 

^参 ふたを開け、 DC カプラーコード通し部のカバーを 
押し下げます。 

• DC カプラーを入れ、コードを通し部に入れます。 
• コードび通し部にしっかりと入っていることを確 
認し、 DC カプラーを□ック位置までしっかりと入 
れて < ださい。 

• 「カチッ」と音びするまで、ふたを押し、閉じます。 



i DC カプラーを 接続する 

^ • DC カプラーの プラグを AC アダプターのソケット 
に接続します。 



電源コードを接続する 

• 電源 コードを AC アダプターに 接続します。 

参 プラグをコンセントに差し込みます。 

•使い 終わったら、プラグをコンセントから抜いて 
<ださい。 


II ♦カメラの 〈综〉スイッチを 〈 ON 〉 にしたままで、電源コードの抜さ差しを行わない 
で < ださい。 

• DC カプラーは、 E 日 S ] 日 D 、 D 6 日、 D 3 CM 外で使用しないでください。 
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レンズを取りがける/取りかず — 

取0付け方 




圆 

m 


レンズ取り付け指標 


キャップを夕本す 

♦ レンズのダストキャップとボディキャップを矢印 
のち向に回して外します。 

レンズを取り付ける 

• レンズとカメラのホいレンズ取り付け指標を合わ 
せ、レンズを矢印ち向に「カチッ」と音びするまで 
回します。 



3 


レンズのフォーカスモードスイッチを 〈AF〉 
にする 

♦ < MF > (または 〈 M 〉） になっているとオートフオー 
カスでさません。 



巧0かし方 

レンズ□ック解除ボタンを押しなが5、レ 
ンズを矢印の方向に回す 

参 レンズ取り付け指標び真上になるまで回してから、 
外してください。 



園 


EOS ] 日 D の撮影画励ま、3已 mm 判カメラの撮影画面より小さい 
ため、 E 日 S ] 日 D に装着した EF レンズの有効撮影画角は、「表記 
焦点距離 X 約 1.6 创相当になります。 

〈 AF 〉 は Auto Focus はー トフ ォー カス）の略で自動焦点の 
ことです。 

〈 MF 〉、〈 M 〉 は Manual Focus (マニュアルフォーカス）の略 
で手動焦点のことです。 

外したダストキャップ、ボディキャップ、レンズキャップは 
なくさないように保管してください。 


EOS ] 0□撮影画面 
(22.7X] 已 .1mm) 


3已 m m 判フイ>1レム撮影画面 
(36 X 24mm) 
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CF カードを入れる/取り出す I 

撮影した画像は、 CF カード（別売）に記録されます。 

このカメラで使用でさる CF カードは、タイプしタイプ II の CF カードです。 


をれ方] 




カバーを開< 

の 参 カバーを矢印の方向にスライドさせてから、開さ 
ます。 


CF カードを入れる 

J •キヤノン 製 CF カードのご使用をおすすめします。 
• CF カードのラベル面 （▲ マーク印刷側）を手前に 
して、▲マークの矢印の向さにしっかりと奥まで 
差し込みます。 

時 CF カード取り出しボタンび飛び出します。 


CF 力ード 
取り出しボタン 




カバーを閉じる 

•カバーを 閉じてから、矢印の方向に「カチッ」と音 
びするまでしっかりとスライドさせます。 

〈综〉スイッチを 〈 ON 〉 にすると、表示パネルと 
ファインダー内に撮影可能コマ数び表示されます。 



撮影可能コマ数 


園 
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撮影可能コマ数は、使用する CF カードの空さ容量や、設定した ISO 感度などにより変 
動します。 












































CF カードを入れる/取り出す 


取り出し方 



カバーを開< 

♦ 〈综〉スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 

• 表示パネルに「 buSy 」 び表示されていないことを 
確認します。 

♦ アクセスランプ（一] ]) び消えていることを確認 
して、カパーを開さます。 



CF カードを取り出す 

• CF カード取り出しボタンを巧し込みます。 
時 CF カードび出てきます。 

♦ カパーを閉じます。 


^ アクセスランプ点滅中（ファインダー内および表示パネルに ffeusyj 表示中）は、絶 

巧に次のことを行わないでください。画像データが壊れます。 

また場合によっては CF 力ードび壊れたり、カメラ本体び損傷する原因となります。 

. カメラ本体に振動や衝撃を与える 
- CF カードス□ットカバーを開く 
-バッテリーを取り出ず 

撮影後の現像処理中と、 CF カードへの画像記録中（アクセスランプ点滅中）は、メ 
ニュー機能の操作はできません。このとき 〈 MENU 〉 ボタンや〈因〉ボタンを押すと、 
液晶モニターに[処理中…]の警告び表示されます。 

: 初めて使用する CF 力ードや、表示パネルに 「 frr び」び表示された場合は、 『CF 
力ードを初期化する』 (-115) を参照してフォーマットしてください。 

.''■■低容量の CF カードは使用しないでください。画像サイズび大きくなると、 CF カー 
ドに記録でさないことびあります。 

'、マイク□ドライブは、八ードディスクを使用した記録媒体であり、大容量な上に、 
] MB あたりの単価び安いという利点びあります。しかし、フラッシュメモ U —を搭 
載した CF カードに比べると振動や衝撃に弱いので、マイクロドライブをお使いにな 
るとき、特に記録や再生中は、カメラに振動や衝撃を与えないよう、十分にごを意 
<ださい。 


2已 


























撮影の基本操作 


メインスイッチ 


このカメラは〈综〉スイッチを 〈 ON 〉 にして初めて作動します。 


〈 ON 〉 ：カメラを作動させるとさはこの位置にします。 
〈 OFF 〉： カメラは作動しません。 

カメラを使用しないとさはこの位置にします。 


51 バッテ U —の消耗を防ぐため、約1分間何も操作しないと自動的に電源び切れます 

(オートパワーオフ機能/一] 38)。カメラを使用するときは、シャッターボタンを 
半押ししてください。 

撮影直後に〈汤〉スイッチを 〈 OFF 〉 にすると、 CF 力ードへの画像記録を行うため、 
数秒間アクセスランプび点滅する場合びあります。 

CF カードへの画像記録び終了すればアクセスランプは消え、自動的に電源び切れます。 



シャッターボタン 


シャッターボタンは二段階になっています。シャッターボタンを一段目まで押すことを「半押 
し」といいます。半押しからさらにこ段目まで押すことを「全押し」といいます。 



半押し（を 4) 

AF (オートフォーカス）によるピント合わせと、自動 
露出機構によるシャッター速度と絞り数値の設定び行 
われます。 

露出値（シャッター速度と絞り数値）び、表示パネルと 
ファインダー内に表示されます。 

全押し 

シヤッターび切れて撮影されます。 


シャッターボタン半押し後のタイマー（を 4) び切れた状態から撮影するとさは、シャッ 
ターボタン半押し後、一呼吸置いてから全押ししてください。シャッターボタンを一気に 
全押ししたり、半押し後すぐに全押しすると、一瞬の間を置いてから撮影されます。 


0カメラびどんな状態（画像再生中、メニュー選択中、画像記録中など）にあってを、シ 
ヤツターボタンを半押しすると、すぐに撮影準備状態に戻ります（ダイレクトプ U ント 
出力中を除<)。 


26 
















撮影の基本操作 


電子ダイヤルによる機能の選択と設定 

〈£^〉や〈〇〉で、撮影に関する設定や準備、液晶モニター表示内容の選択•設定などを行 
います。〈〇〉で撮影に関する設定を行うときは、く®〉スイッチを 〈 ON 〉 にしてください。 
電子ダイヤルによる基本操作は、それぞれ次の2通りびあります。 


<泣〇による基本操作 



(1) ボタンを押したあと、〈な〇を回す 

撮影時は、ボタンを押すとその機能選択状態びタイマ 
一 （を 6) で保持されます。その間に表示パネルを見な 
びら〈茲〉を回します。タイマーび終了するかシャツ 
ターボタンを半押しすると、撮影準備状態に戻ります。 
♦ AF フレーム、 AF モード、ドライブモード、測光モ 
ードの選択•設定に使用します。 

♦ 液晶モニター使用時は、メニュー機能の選択、記録 
画像の選択などに使用します。 



に）〈泣〉のみを回す 


表示ノ くネルやファインダー内表示を見なびら〈を!〉 
を回します。 

♦ シャッター速度や絞り数値の設定などに使用しま 
す。 


<©> による基本操作 

(1) ボタンを押したあと、〈〇〉を回ず 

撮影時は、ボタンを押すとその機能選択状態びタイマ 
一（を6 ) で保持されます。その間に表示ノ（ネルを見な 
びら〈©〉を回します。タイマーび終了するかシャツ 
ターボタンを半押しすると、撮影準備状態に戻ります。 
• AF フレーム、ホワイトバランス、 IS 日感度、スト □ 
ボ調光補正の選択-設定に使用します。 

• 液晶モニター使用時は、メニュー機能の選択、記録 
画像の選択などに使用します。 




に）〈〇〉のみを回す 


表示ノ くネルやファインダー内表示を見なびら〈 © 〉を 
回します。 

♦ 露出補正や〈 M 〉モード時の絞り数値の設定など 
に使用します。 
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メニュー機能の操作と設定 


このカメラでは、記録画質や曰付/時刻、カスタム機能など、さまざまな設定をメニュー機能 
で行います。基本操作は、液晶モニターを見なびらカメラ背面の 〈 MENU 〉 ボタン、〈〇〉また 
は〈な^〉、〈©〉を使って、次の手順で行います。 


メニュー機能に関する詳しい内容につい口ま、『メニューによる機能設定』卜13已）を参照し 
て < ださい。 


〈む〇 


〈 MENU 〉 ボタン 


液晶 モニター 


<〇> 


<©> 



メニュー画面 



設定内容を色で表示 

メニュー画面は、項目の内容によって3系統に色分けされています。 
また、選択している項目の枠に色びつさます。 


色 

設定内容 

説明 

ホ 

撮影系 

撮影に関するメニュー項目 

青 

再生系 

撮影した画像の再生操作に関するメニュー項目 

黄 

セットアップ系 

カメラの基本機能に関するメニュー項目 
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メニュー機能の操作と設定 


メニュー機能の設定操作 



赤目綱巧!！ 切 

が城を "2 -し空♦し2+ 

附-日 KT 技を .• • 5 • •. 

がち 入 

由を巧巧 

を遺度 日漏 



メニューを表示する 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押すと表示されます。もう一度 
押すと表示び消えます。 


記資涅员 

Large ,• 

赤目卿賴 

切 ■ 

が城定 

— g - しを♦し r 

WB - BKT 齡 






メニュー項目を選ぶ 

参 〈〇〉を回して項目を選び、〈@〉を押します。 

枠び上に移動する 
枠び下に移動する 




メニュー内容を選ぶ 

• 〈©〉で内容を選びます。 



記寫る資 

Large £ 

能綱義 

切 - 

が喊を 

-2 -しを♦し r 

WB - BKT 技ち 

r -- 

■ • * g ■ ■ ■ 

巧子ち 

切 1 

由餐ぶ巧 
を械 

5200 K 
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内容を設定する 

♦ 〈@〉を巧すと設定されます。 



終了する 

• 〈 MENU 〉 ボタン対甲して終了します。 


0 参 メニュー画面を表示している状態でを、シャッターボタンを半押しすると、すぐに 
撮影準備状態に戻ります。 

♦ 〈€)〉によるメニュー選択操作、再生•ダイレクトプリント•プリント指定時の操作は、 
〈を^〉で行うこともでさます。 

# 設定の終了は、シャッターボタン半巧しでも行えます。 

♦ メニュー項目とメニュー内容は、循環式になっています。 

• 日本語1；(外の表示言語を] ] 種類選ぶことびでさます。(-139) 

# メニュー画面を表示している状態で 〈 jUMP 〉 ボタンを押すと、押すごとに撮影系、 
再生系、セットアップ系の順に、各系統の最上部の項目に移動することびでさます。 
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メニュー機能の操作と設定 


MWB 画像選択 


マニュアルホワイトバランスを設定します 


48 


ホ1 


色温度 


28日日〜1日日00 K の範囲で指定しますり日日 K 単位） 
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現像パラメーター 


標準 


セット2 


Adobe RGB 


セット3 


セット] 


=几 rijin 

政疋 


已2 


IS 日感度拡張 


切 


入 


137 


ホ1 


画像プ□テクト 


撮影画像をプ□テクト（保護）をかけます 


112 


画像回転 


撮影画像を回転します 


110 


プ U ント指定 


撮影画像をプ IJ ント指定します （DP 日 F) 


127 


オートプレイ 


撮影画像を自動再生します 


109 


オートパワーオフ 


] 分 


8分 


切 


2分 


1己分 


4分 


3日分 
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撮影画像の確認 


切 


入 


入 （Info) 
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撮影画像の確認時間 


2秒 


4秒 


8秒 


ホールト 


39 


縦横自動回転表示 


入 


切 


已7 


;夜晶の明るさ 


139 


日付/時刻 


年/月/曰 


月/曰/年 


曰/月/年 


]已0 


ファイル番号 


通し番号 


オート U セツI 


已已 


言語 


English 


Deutsch 


Fran が IS 


Nederlands 


Dansk 


Suomi 


Italiano 


Norsk 


Svenska 


Espanol 


汉语 


曰本語 
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ビデオ出力ち式 


NTSC 


PAL 
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CF カード初期化 


CF カードを初期化（フオーマット）します 


] 1己 


カスタム機能 (C.Fn) 


カスタム機能を設定します 
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*1 


設定解除 


カメラ設定初期化 


カスタム機能一括解除 


140 


ホ1 


撮像素子の清掃 


撮像素テの清掃（ク U —ニング)をします 


]已2 


*1 


ファームウェソ7 Ver. 


カメラのファームウェアのバージヨン情報です 


140 


*] 簡単撮影ゾーン（一 33) では、メニュー画面に表示されません。 
*2 <：4>< ^〉〈区)〉では、メニュー画面に表示されません。 


メニュー設定頃目と初期設定 


] :初期設定 


メニュー項目 


設定項目-内容/情報 


Lar 旨 e J 

Middle M 

Small M 

RAW*i 


参照ページ 


ま 


記録画質 


Small 


Middle 


42 


赤目緩和機能 


切 


入 


9己 


*2 


AEB 設定 


86 


* 1 


W 目- BKT 設定 


已〇 


*1 


電子音 


入 


切 


136 


再生系(青) 


セットアップ系(黄) 
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メニュー機能の操作と設定 


液晶 モニター について 



背面の液晶モニターは、記録画像の確認や選択、メニ 
ユー機能の選択-設定に使用します。 

♦液晶 モニター使用時は、〈@)〉スイッチび 〈 OFF 〉 
でも〈〇〉を使用することびでさます。 

参 液晶 モニターを ファインダ ーとして 見なびら撮影 
することはでさません。 

• 液晶モニターの明るさを已段階に調整することび 
でさます。（一] 39) 


カメラの各機能設定を初期が態にずるには 


メニューか5 [設定解除]を選ぶ 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈〇〉を回して 駿定解 晩を選び、〈©〉を巧しま 
す。 



[カメラ設定初期化]を選ぶ 

♦ 〈€)〉を回して [カメラ設定初期化] を選び、〈©〉を 
押します。 


舶う致定到曲化 
力 X ラおをを巧組が窓じします 


r OK I 


初期状態にする 

参 〈〇〉を回して [0 K ] を選び、〈@)〉を押します。 
♦〈 MENU 〉 ボタンを押すと液晶モニターび消え、メ 
ニューび終了します。 

— カメラの状態は次の表のようになります。 


撮影機能関係 


AF モード 

ワンシヨッ hAF 

AF フレーム 選択 

自動選択 

測光モード 

評価測光 

ドライブモード 

1 コマ 撮影 

露出補正 

0脚） 

AEB 設定 

解除 

スト□ボ調光補正 

0脚） 

カスタム機能に. Fn) 

設定状態のまま 


記録画像関係 


記録画質 

L 4 (ラージ/ファイン） 

ISO 感度 

100 

ホワイトバランス 

四砸(オート） 

色; 皿 度 

己 200 K 

W 目- BKT 設定 

解除 

現像 パラメーター 

標準 

縦横自動回転表示 

入 

ファイル番号 

通し番号 
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鮮明なファインダーに調整ずる — 

ファインダー内び鮮明に見えるように調整します。視度調整することによって、メガネを使 
用しているちでも、メガネをかけずにファインダー内をはっさり見ることびでさます。調整 
は、一3〜+1づ91;の範囲で行ぅことができます。 



視度調整つまみを回す 

参 ファインダー内の AF フレームびもっとも鮮明に見 
えるように、つまみをちまたは左に回します。 

• 図の位置び標準（一 T dpt ) の位置です。 


S 視度調整してちファインダーび鮮明に見えないちは、別売の視度補正レンズ E (1 日種) 
のご使用をおすすめします。卜17日） 


カメラの構え方 

鮮明な画像を撮るために、カメラび動かないようしっかりと構えて撮影します。 



♦ カメラのグ U ップをち手で包むようにしっかりと握り、ひじを軽く体に付けます。 
♦ 左手でレンズ部を下から支えるように持ちます。 

♦ カメラを額に付けるようにして、ファインダーをのぞきます。 

♦両足は そろえずに、片足を軽く踏み出して、体を安定させます。 
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この章ではモードダイヤルの簡単撮影ゾーンにある 〈□〉 〈み〉 〈 S 4〉〈 A 〉 
〈^〉〈因〉〈区)〉を使って簡単に撮影する方法を説明しています。このゾー 


ンでは、シャッターボタンを押せば誰でもカメラまかせで撮影できます。 
また、誤操作による失敗を防ぐため、 〈 AF ’ WBXISO 〉 〈图•阻〉〈*〉〈回〉 
ボタンなどの撮影に関する操作はできないよラにしてありますので、安/こ X 
して撮影してください。 


カメラまかせの全自動撮影 


簡単撮影ゾーンでは、すべてび自動設定され、シャッターボタンを巧せば、誰でも 
カメラまかせで撮影でさます。 



モードダイヤルを〈□〉〈み〉〈：4〉〈化〉 
〈^〉〈因〉〈区!〉のいずれかにする 

♦ 撮影の手順ま『□全自動で撮る』卜 34) と同じ 
です。 



CD 全自動で撮る 


シヤツターボタン外の操作をする必要びなく、どんな被写体でも安必して気軽に撮ること 
びでさます。7つの AF フレームで被写体をとらえますので、誰でも簡単にされいな画像を撮 
影でさます。 



モードダイヤルを〈□〉にする 

時 AF モードは 〈 AIFOCUS 〉、 ドライブモードは〈□〉 
(1 コマ撮影）、測光モードは〈[勾〉、に日感度は 
「巧 U と〇」、ホワイトバランスは〈田田因〉に自動設 
定されます。 

参 6種類 （ CE のを除く）の記録画質を選択すること 
びでさます。（一 42) 


ピントを台わせる 

参 ファインダーをのぞいていずれかの AF フレームを 
被写体に合わせ、シャッターボタンを半巧ししま 
す。 

時 被写体にピントび合うと、ピント合わせを行った 
AF フレームび一瞬光ります。同時に「ピピッ」と電 
テ音び鳴り、ファインダー内に合焦マーク〈♦〉び 
表示されます。 

時 ファインダー内と表示パネルに露出値び表示され 
ます。 



♦ 合焦 マーク 〈•〉の左側に表示される数字「弓」〜 
「[!」は、最大何コマ連続撮影でさるかを示してい 
ます。 

• CF カードの空さ容量び少なくなり、撮影でさるコ 
マ数び9コマじ(下になったときは、「[弓]」〜「に]」 
び表示されます。 



撮影する 

参 構図を決め、露出値び点滅していないことを確認 
して、シャッターボタンを全押しします。 

- 液晶モニターに撮影した画像び約2秒間表示され 
ます。 
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□全自動で撮る 


CF カードの残量びなくなると、表示パネルとファインダー内に CF フル警告 
[Fuii [ f 」 び表示され、撮影でさなくなります。残量のある CF カードに入れ換え 
て < ださい。 

合焦 マーク 〈♦〉び点滅するとさは撮影でさません。 『 AF の苦手な被写体（手動ピン 
卜合わせ)』卜 67) を参照してください。 

誤ってスト□ボの自動ポップアップを阻害したとさは、表示パネルにエラーコード 
r Err 日5」び表示されます。そのときは、〈综〉スイッチを 〈 OFF 〉 にして、もう 
一度 〈 ON 〉 にしてください。 

S AF でピントび合うと同時に、ピントと露出び□ックされます。 

7つの AF フレームでとらえた被写体のラち、原則としてをっとを近距離にある被写 
体に、自動的にピントび合います。 

AF フレームび複数同時にホく光ることびあります。そのときは、ホく光った AF フ 
レームでとらえたすべての位置にピントび合っています。 

7つの AF フレームから外れている被写体にピントを合わせるときは、『画面の端の 
被写体にピントを合わせる』 (-61) を参照してください。 

簡単撮影ゾーン （〈 U 〉〈 ^〉 〈囚 〉を除く）では、暗いときや日中逆光時に内蔵 
スト□ボび自動的に上びって発光します。収納するとさは手で巧し下げます。 

内蔵スト□ボに関しては、『内蔵スト□ボを使用した撮影』卜 92) を参照してくだ 
さい。 

セルフタイマー撮影びでさます。（一 73) 

ピントび合ったとさの電子音や、セルフタイマー撮影時の作動音の [入][切] を設定 
することびでさます。（一] 36) 

表示パネルを照明することびでさます。 (-90) 


内蔵スト□ボによる AF 補助光について 



暗い場所などでシャッターボタンを半押しすると、内 
蔵スト□ボび連続的に光ることびあります。これは 
AF でピントを合わせやすくするための AF 補助光で 
す。 


园 〈54 X ^〉 〈区) 〉では、 AF 補助光は光りません。 

内蔵スト□ボによる AF 補助光でピントび合う範囲は約 4 m までです。 

応用撮影ゾーンでは、〈ち〉ボタンを押してスト□ボを上げておくと、必要に応じ 
て AF 補助光び光ります。 
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イメージにおわせて撮る 


撮影目的に応じたモードを選ぶだけで、効果的な写真を簡単に撮影でさます。 


巧 


ポー トレート 



背景をぼかして人物を浮さ立たせた写真を撮るようなとさ 

に使用します。 

♦シャッター ボタンを巧し続けると連続撮影になりま 
す。 

•望遠 レンズを使用して、人物の上半身びファインダー 
いっぱいになるくらいにすると、背景を効果的にぼか 
すことびでさます。また被写体をでさるだけ背景から 
離すとより効果的です。 

参 AF モードは 〈 ONESWT 〉、 ドライブモードは〈〇!〉 
(連続撮影）、測光モードは〈こ®]〉、 IS 日感度は 
「巧 U と〇」、ホワイトバランスは〈凸田因〉に自動設定さ 
れます。 



広びりのある風景や夜景などを撮るよラなとさに使用しま 
す。 

鲁 広角レンズを使用すると、近くから遠くまでの奥行さ 
に加えて、横の広びりち表現することびでさます。 

♦ AF モードは 〈 ONESWT 〉、 ドライブモードは〈□〉 
(1 コマ撮影）、測光モードは〈画]〉、 IS 日感度は 
「•％と〇」、ホワイトバランスは〈凸田因〉に自動設定さ 
れます。 


A 如ーズアップ 



草花や昆虫などを大さく撮るようなとさに使用します。 

♦ でさるだけ使用レンズの最短撮影距離まで被写体に近 
づいて撮影すると効果的です。 

♦ ズームレンズの場合は、望遠側にすると被写体をさら 
に大さく撮影でさます。 

♦ 本格的なク□ーズアップ撮影には、別売の E 日 S 専用 
マク□レンズとマク□スト□ボの使用をおすすめしま 
す。 

参 AF モードは 〈 ONESWT 〉、 ドライブモードは〈□〉 
(1 コマ撮影）、測光モードは〈度]〉、旧日感度は 
「巧 U と〇」、ホワイトバランスは〈凸田回〉に自動設定さ 
れます。 
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イメージに合わせて撮る 


^スポーツ 



スポーツや運動会などで、動さの速い被写体の瞬間をとら 
えた写真を撮るようなとさに使用します。 

♦ はじめに中央の AF フレームで被写体をとらえます。 
その後、7つの AF フレームのいずれかで被写体をとら 
えていればピントを合わせ続けます。 

参 シャッターボタンを押し続けると被写体にピントを合 
わせ続け、連続撮影になります。 

♦ AF モー ドは 〈 AISERVO 〉、 ドライブ モー ドは 〈 OiM 連 
続撮影)、測光モードは〈厘]〉、に日感廚ま「扣と〇」、ホ 
ワイトバランスは〈凸田回〉に自動設定されます。 


因 


巧景ポートレート 



夕暮れや夜景を背景にした人物を撮影するとさに使用します。 
人物にはスト□ボ光びあたり、背景は遅いシャッター速度で 
それぞれをされいに撮影でさます。 

♦ 人物び入らない夜景のみを撮影するときは〉で撮 
影してください。 

♦ スト□ボび発光してちすぐに動かないように、写真を 
撮られる人に声をかけてください。 

参 セルフタイマー（^73)を併用したとさは、セルフタイ 
マーランプび一瞬光って撮影終了を示します。 

• AF モー ドは 〈 ONESWT 〉、 ドライブ モー ドは〈□〉（■!コ 
マ撮影）、測光モードは〈度]〉、に日感凰ま「恥と〇」、ホ 
ワイトバランスは〈凸田因〉に自動設定されます。 


区 I L スト ロボ筋福 



美術館など、スト□ボ撮影び禁止されている場所や、自然光 
を生かした雰囲気のある写真を撮影するとさに使用します。 
♦内蔵 スト□ボ、 EOS 専用外部スト□ボ使用時ともに 
発光しません。 

♦ AF モー ドは 〈 AIFOCUS 〉、 ドライブ モー ドは 〈[ IMI コ 
マ撮影)、測光モードは〈应]〉、に日感嵐ま「0。と〇」、ホ 
ワイトバランスは〈凸田因〉に自動設定されます。 


II シャッター速度び点滅したとさは、シャッター速度び遅くなり手ブレび起さやすく 

なります。カメラの構えちとシャッターボタンの巧しちに十分を意するか、兰脚を 
使用して撮影することをおすすめします（兰脚を使用してちシャッター速度の点滅 
は消えません)。 

〈因〉では、手ブレを防ぐために必ず兰脚を使用してください。 
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MENU 


撮影画像を見る 


撮影画像の巧認 


撮影直後の画像を、すぐにカメラ背面の液晶モニターで確認することびでさます。表示のち 
剤ま、撮影画像びそのまま表示される[入]、撮影画像と撮影情報を表示する[入 （ Info )]、 撮影 
画像を表示しない[切]の3種類びあります。 


国赃1お 


プリント齡 


才-トブレイ 


才ートパつーオフ 

1分 • 

1ぁお面な巧が注 

A 1 


齡吾あの剛巧颂 
なお輔回続を又 


メニューか5 [撮影画像の確認]を選ぶ 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦〈©〉 を回して [撮影画像の確認] を選び、〈毎)〉を巧 
します。 


国贴1お 


プリント齡 


才-トブレイ 


才-トバつ-オフ 

• 

W 赌々の賊 

切 


A 

撇輔回線を 

► ACInfo ) 


2 


撮影画像の確認を設定する 

• 〈€)〉を回して希望する項目を選び、〈@)〉を押し 
ます。 

— 設定び終了すると、メニューに戻ります。 
♦〈 MENU 〉 ボタンを押すと液晶モニターび消え、メ 
ニューび終了します。 


3 撮影ずる 

時 撮影された画像び液晶モニターに表示されます。 

♦ 表示される時間は、 [撮影画像の確認時間] の設定時間 
です。 


[入]の場合 



[入 （ Info )] の場合(一10日) 



ヒストグラム 

各種撮影情報 


0 撮影画像の確認時間を変更することびでさます。 

連続撮影したとさは、現像処理び終了した画像を連続して自動再生します。その間 
に〈 [3 〉ボタンを押すと、 [処理中…] 表示になります。 
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■の… w 撮影画像を見る 


撮影画像の確認時聞 


撮影直後の画像確認時間を設定することびできます。設定できる時間は [2 秒] [4 秒] [8 秒]と、 
撮影画像を表示したままにする [ホールド] の4種類びあります。 


ブリント齡 
才-トフレイ 
才-い巧-オフ1分 
船前の舰入 


怕關なの聰島面诚 

1 

胤輔回歸示入 
細の巧るで _■ 

1—□□ 


メニューか5 [撮影画像の確認時亂を選ぶ 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

• 〈〇〉を回して [撮影画像の確認時間] を選び、〈 © 〉 
を押します。 


プリント齡 
才-トフレイ 

才-トバリ-ホフ_ 

服垣巧の舰 帶 

區雲識の廳瑚峨 
胤輔图綺示卜日按 
液南の脈で あ-ルド 


2 


撮影画像の確認時間を設定する 

•〈©〉 を回して希望する確認時間を選び、〈@)〉 
を巧します。 

» 設定び終了すると、メニューに戻ります。 
♦〈 MENU 〉 ボタンを巧すと液晶モニターび消え、メ 
ニューび終了します。 


0 • [ホールド] に設定した場合、撮影画像はシャッターボタンを半押しするまで表示さ 

れます。ただし、才ートパワーオフト13 8) 設定時は、設定時間になると自動的 
に電源び切れます。 

参 [撮影画像の確認時間] の設定は [撮影画像の確認] で [入] または [入り nfo )] に設定した場合 
に有効です。 

参 連続撮影時の [撮影画像の確認時 聞は、最後に撮影した画像の表示時間です。 

参 表示中に 〈 ra 〉 ボタンを押したあと、〈〇〉を回して [0 K ] を選び、〈@〉を押すと、 
表示中の画像を消去することびでさます。 

• 今までに撮影した画像を確認したい場合は、『撮影画像の再生』(-103)を参照し 
て < ださい。 
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この章では、記録画質、 IS 日感度、ホワイトバランス、現像パラメーター、 
色空間、ファイル番号、縦横自動回転表示といった、撮影に関わるデジタ 
ルカメラ特有の機能設定について説明します。 


撮影画像に関ずる設定 


簡単撮影ゾーンでは、この章の中の、記録画質（证 sa を除く）、ファイル番号、縦 
横自動回転表示の選択-設定、カメラの設定内容の確認のみび行えます。 




MENU 


記録画質の選択 


撮影する画像の「記録画質」は、下の7種類（簡単撮影ゾーン時はのを除く6種類）から 
選ぶことびでさます。 

〈 L J 〉〈 L J 〉〈 M J 〉〈 S 4 〉〈 S J 〉は、撮影後の現像処理び必要ありません。 
〈证23〉は撮影後、コンピューターで現像処理を行います。 


i メニューか5間録画質]を選ぶ 

I • 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

• 〈〇〉を回して 閒録画 劃を選び、〈©〉を押しま 
す。 


\mm 

►Large •[ 

mmm 

Urge M 

が喊を 

Middle J ： 

附福 较を 

Middle 4i 

« 子音 

Small i'i 

舰由餐 m 

small 

を祕 

RAW 


記録画質を設定ずる 

•〈©〉 を回して希望する記録画質を選び、〈©〉を 
押します。 

— 設定び終了すると、メニューに戻ります。 
•〈 MENU 〉 ボタンを巧すと液晶モニターび消え、メ 
ニューび終了します。 


ラージ/ファイン 

約63日万画素の画像を低圧縮で JPEG 記録します。 JPEG 画像を最高画質で記 
録したいとさに選択します。なお、 ] コマあたりの画像サイズび大さいため、 
，， 撮影でさるコマ数は少なくなります。 

し'ラージ/ノーマル 

. 約63日万画素の画像を高圧縮で JPEG 記録します。比較的高画質な JPEG 画像 

I を記録しなびら、撮影できるコマ数を多くしたいときに選択します。 

ミドル/ファイン 

約63日万画素の画像を、約28日万画素に変換して低圧縮で JPEG 記録します。 
」 PEG 画像を中程度の画質で記録しなびら、撮影でさるコマ数を同時にある程 
，， 度確保したいとさに選択します。 

Md ミドル/ノ—マル 

. 約63日万画素の画像を、約28日万画素に変換して高圧縮で」 PEG 記録します。 

\ 〈 MJ 〉 よりも、撮影でさるコマ数を多くしたいとさに選択します。 

SS スモ-ル/ファイン 

A 約63日万画素の画像を、約16日万画素に変換して低圧縮で JPEG 記録します。 

I 画像サイズよりも撮影できるコマ数を優先したいときに選択します。 

CJ スモール/ノーマル 

I 約63日万画素の画像を、約16日万画素に変換して高圧縮で JPEG 記録します。 

I 撮影できるコマ数を最優先にしたいときに選択します。 

□ゥ 

I 約63日万画素の画像を、画像劣化のない圧縮ち式で RAW 記録します。記録し 

- た画像の処理をコンピューターで行いたいときに選択します。なお、 ] コマあ 

たりの画像サイズび大さいため、撮影でさるコマ数は少なくなります。 
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Mm 記録画質の選択 


規像処埋について 

撮像素テの生 （ RAW ) データをデジタル化して、ホワイトバランスや画質調整することを現像 
処理といいます。〈 L J 〉〈 LJXM^XMJ) <SJ>< S J 〉はカメラ内部で現像処理され、 
JPEG 形式で記録されます。〈证23〉画像の現像処理は、撮影時に設定されていたホワイト 
バランス、現像パラメーターの内容で行われます。なお、現像処理は、専用のソフトウェア 
を使用して何回でもやり直すことびでさます。 


記録画質に巧ずる1コマのサイズと撮影可能コマ数の目安 


記録画質 

画像 サイズ 
(記録画素数） 

記録形式 

圧縮率 

1 コマのヴイズ 
(約 MB ) 

撮影可能 コマ 数 
(約 コマ） 

L4 ラージ/ファイン 

3072 X 2048 
(約63日万） 

JPEG 

低圧縮 

2.4 

已〇 

LJ ラージ/ノーマル 

高圧縮 

1.2 

103 

MJ ミドル/ファイン 

2048 X 1360 
(約28日万） 

低圧縮 

1.3 

9己 

MJ ミドル/ノーマル 

局圧系ィ百 

0.7 

184 

S4 スモール/ファイン 

] 己 36 X 1024 
(約16日万） 

低圧縮 

0.8 

145 

SJ スモール/ノーマル 

局圧をィ百 

0.4 

282 

げ邏 

□ウ 

+ SJ 

1; た : 

3072 X 2048 
(約63日万） 

RAW 

+ 

JPEG 

: 

□スレス 
圧縮 
RAW 

6.0 

19 

+ SA 

6.4 

18 

+ M j 

6.2 

18 

+ MJ 

6.8 

16 

+ Ld 

6.7 

17 

+ LJ 

8.0 

14 


♦ 簡単撮影ゾーンでも記録画質 （ IE のを除く）を設定することびできます。 

♦ 1コマのサイズ、撮影可能コマ数は、当社試験基準によります。（に日]日日、現像パラメー 
ター： [標準] 設定時） 

♦ 撮影巧能コマ数は] 28 MB の CF カード使用時のコマ数です。 

♦ ] コマのサイズ、撮影可能コマ数は、被写体、撮影モード、 ISO 感度、現像パラメーター 
により異なります。 

♦ ご使用になる CF カードの撮影巧能コマ数は、表示パネルで確認することびでさます。 

♦ 〈旺扭3〉を選択したときは、 RAW 画像のファイル内に JPEG 画像び同時に記録されます。 
♦ 設定した記録画質は、簡単撮影ゾーン、応用撮影ゾーンごとに記憶されます。 

RAW 形式で記録した画像をコンピューターで開いたり、 RAW 画像のファイル内に同 
時記録されている JPEG 画像を抽出するときは、専用のソフトウエアを使用します。 
詳しくは 、 『EOS ] 日 D ソフトウエア使用説明書』を参照してください。 

™ • RAW 画像のファイル内に同時記録する、 」 PEG 画像の記録画質を変更することびで 
きます。 （ C . Fn - 日8一 144) 

参 〈@〉を巧して、表示パネルを見なびら〈益〉を回して、 [記録画 動を設定するこ 
とびできます。 （ C . Fn - 日]-1一 142) 


^ 隱画像に関する設定 
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MENU 


RAW 画像と JPEG 画像の同時記録 ■ 

記録画質を〈证 sa 〉 に設定して撮影したときは、 RAW 画像のファイル内に、 JPEG 画像び同 
時に記録されます。同時に記録する」 EPG 画像の記録画質を、カスタム機能 C . Fn - 日8の 
旧 AW+JPEG 画像記録]で選ぶことびできます。なお、 RAW 画像のファイル内に同時記録さ 
れている JPEG 画像を抽出するときは、専用のソフトウエアを使用します。 


ファイル S 号 

a しお 


誦 

曰本語 


ビデオホ;}方す 

NTSC 


が力ード苗晚化 



1 1カスタムおおじ • F が 

三 

mm — 

#喊子の綱 




メニューか5 [カスタム機能 ( C . Fn )] を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈〇〉を回して访スタム機能 ( C . Fn )] を選び、〈毎)〉 
を押します。 

時 カスタム機能画面び表示されます。 


C . Fn , カスタムな能_区 g ク 

護* JPE 强 ㈱ 绿 

化 RAW+ 如お 1 J _ ； 

12 3 4 5 6 7 8 3 uni に巧 W 巧化巧 

a 团 000 Dooao 田 000 D0Q 
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C . Fn -08 旧 AW + JPEG 画像記録]を選ぶ 

♦ 〈〇〉を回して [ RAW+JPEG 画像記録]を選び、〈毎)〉 
を巧します。 



同時記録ずる JPEG の記録画質を設定ずる 

• 〈〇〉を回して希望する記録画質を設定し、 <©> 
を巧します。 


• 〈 MENU 〉 ボタンを押すとメニューに戻ります。 

参 再度 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと、液晶モニターび消 
えます。 

• [記録画質を〈证23〉にして撮影すると、 RAW 画 
像のファイル内に、設定した記録画質で、 JPEG 
画像び同時記録されます。 


0 RAW 画像のファイル内に記録されている JPEG 画像を抽出するときは、専用のソフト 
ウェアを使用します。詳しくは、 『 EOS ] 日 D ソフトウェア使用説明書』を参照してく 
ださい。 


44 




















ISO 旧 o 感度の設定 

に0感度とは、撮影時の光に対する敏感度を数値化したをのです（^]己6)。数値び大さくな 
るほど感度び高く、暗い場所での撮影や動さのある被写体の撮影に向いていますび、撮影画 
像にノイズび入るなど、画像び粗くなる場合びあります。逆に感度び低い場合は、暗い場所 
での撮影や動さのある被写体の撮影には向いていませんび、さめ細かな画像び撮影でさます。 


簡単撮影ゾーンでの旧〇感度 


に日感度び自動的に設定されます。 (ISO) 



□ 

み 


化 


因 

区！ 

通常撮影（スト□ボなし） 

可変* 

100 

可変* 

巧変* 

400 

可変* 

巧変* 

内蔵スト□ボ使用時 

400** 

100 

- 

400** 

- 

400林 

- 

外部スト□ボ使用時 

100 

100 

100 

100 

400 

100 

- 


IS 01 00〜400の間で自動設定されます。/ ** 日中逆光時は ISO 100に設定されます。 


面用撮影ゾーンでの旧〇感度 


に日感度をし'口口」レつ日口」「•-ぶ日」「8口日」 r あ日日」の中から選択することびできます。なお、メ 
ニュー [旧0感度拡張] で [入] を選択すると、「卜 ;」 (ISO 3200) も選択できるようになります。 
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〈 DRIVE ’ ISO 〉 ボタンを押す （を 6 ) 

時 表示パネルに現在設定されている感度び表示され 
ます。 

• 簡単撮影ゾーンのときは、表示パネルに「恥と〇」と 
表示されます。 


旧0感度を設定する 

•表示 パネルを見なびら〈©〉を回し、希望する感 
度を選びます。 

•シャッター ボタンを半巧しすると、撮影準備状態 
に戻ります。 


• に日感度を高くしたり、高温下で使用すると、画像に含まれるノイズ成分びやや多 
くなります。この場合、 ] コマのサイズび大さくなるため、撮影可能コマ数び減少 
します。撮影巧能コマ数は、表示パネルで確認することびでさます。（一 12) 

• 高温-高に日感度-長時間露光の条件で撮影を行ラと、撮影画像に色ムラび発生す 
ることびあります。 


S 手順 ユで 〈む〇を回すと、ドライブモードの選択卜 72) になります。 


4已 





























WB ホワイトバランスの選択 

ホワイトバランスは、オート、太陽光、日陰、くもり、電球、堂光灯、スト□ボ、マニユア 
ル、色温度の中から選ぶことびでさます。 



< AF - WB > ボタンを押す （を 6 ) 


ホワイトバランスを選ぶ 

•表示 パネルを見なびら〈〇〉を回し、希望するホ 
ワイトバランスを選びます。 

•シャッター ボタンを半巧しすると、撮影準備状態 
に戻ります。 


才ート 


AWB 


太陽光 


曰陰 


<ち0 

A 


口 

色温度 
(一 49) 


bSd ィ 

マニュアル 


ち 

ス h □ボ 


電球 

ー ホ 


\\|// 

//1、\ 

董光な 



0 簡単撮影ゾーンでは〈凸田因〉に自動設定されます。 

手順で〈茲〉を回すと、 AF モードの選択卜6日）になります。 


ホワイトパランスについて I 


光源中に含まれる RG 目3原色（ホ•緑•青）の構成比は、色温度によって変化します。色温度 
び高い場合は、青の要素び強くなり、色温度び低い場合は、ホの要素び強くなり、ホ^オレ 
ンジ^黄^白^青白と変化していさます。例えば、白熱電球下で白い被写体を撮影するとホ 
みを帯びた画像になり、堂光灯下では緑っぽい画像になります。 

人間の目には、照明する光び変化しても、白い被写体は白に見えるという順応性びあります。 
従来のフィルムを使用するカメラでは、色補正のフィルターを付けたり、フィルムを交換し 
て調整しますび、デジタルカメラの場合は、ソフトウェア的に色温度を調整して、被写体に 
含まれる色の基準となる白をミ夫め、白を基準に色を補正して自然な色合いで撮影でさます。 
このカメラの〈凸田因〉は、撮像素テを使用して行います。 
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ホワイトバランスの種類 


マー ク 

設定条件 

色温度 /K (ケルビン） 

じ Vi ▼パ 

カメラの設定にまかせて撮影するとさに選択します。 

約3000〜7000 

米 

晴天の屋外で撮影するとさに選択します。 

約已200 


屋外の曰陰で撮影するとさに選択します。 

約7000 

A 

曇天や日陰、薄暮、夕焼け空などで撮影するとさに選択 
します。 

約6000 

ホ 

白熱電球の照明で撮影するとさに選択します。 

約3200 

\心/ 

//1、\ 

白色堂光灯の照明で撮影するとさに選択します。 

約4000 

ち 

スト□ボを使用して撮影するとさに選択します。 

約6000 


基準となる白い被写体を撮影し、その画像からホワイトバ 
ランスデータを取り込むことで、その場の撮影環境に最適 
なホワイトバランスを設定することびできます。卜 48) 

約2000〜10000 

口 

ホワイトバランスの色温度を2800〜100001 <(100K 
ステップ)の範囲で直接設定することびでさます。（一 49) 

約2800〜10000 


0 〈四の E 〉 選択時に、白熱電球のよラな色温度の低い照明下で撮影すると、照明の雰囲 
気び残る画像となることびあります。希望どおりの画像び撮影できないときは、ホワ 
イトバランスを〈ホ〉にしたり、色温度を直接設定（一 49) して撮影してください。 
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赤目綱没お 
が喊ミ 
怖-旨 KT おを 
電子き 


7ニユアルホワイト/ V ランス 


マニュアルホワイトバランスは、ホワイトバランスの基準となる白い被写体を撮影し、この 
画像を選ぶことでホワイトバランスデータを取り込み、ホワイトバランスを設定します。 



4 白い被写体を撮影ずる 

I • 部か測光節巧の領减をな 


- 部分測光範囲 






3 


参 部分測光範囲の領域全体に、白い被写体びくるよ 
ラにします。 

参 どのホワイトバランス (-46) 設定でも構いませ 
ん。 

参 白い被写体び標準露出になるよう撮影します。露 
出びアンダー、またはオーバーになると正確なホ 
ワイトバランスび i ミ定されないことびあります。 

メニューか5 [ MWB 画像選択]を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈〇〉を回して [MWB 画像選択] を選び、〈@〉を押 
します。 


画像を選ぶ 

参 〈〇〉を回して手順 1 で撮影した画像を選び、 

〈@〉を押します。 

- ホワイトバランスデータび取り込まれます。 
•設定び 終了すると、メニューに戻ります。 
♦〈 MENU 〉 ボタンを押すと液晶モニターび消え、メ 
ニューび終了します。 



イ 〈 AF ’ WB 〉 ボタンを押ず （る 6 ) 

5 マニュアルホワイトバランスを選ぶ 

♦ 〈©〉を回して[じを選びます。 


園 


基準となる白い被写体には、無地の白い紙などをおすすめします。 


各撮影環境で撮影した白い被写体の画像を CF カード内に記録しておさ、撮影の際に、 
この撮影画像を [MWB 画像選択] で選ぶことで、各撮影環境に最適なホワイトバランス 
を簡単に設定することびでさます。 


1/1巧 5. 
30/31 


き妥巧してく既り 


MENU 
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ち温度を直接設定ずる 


ホワイトバランスの色温度を28日日〜]日日日日!<(1日日 K ステップ）の範囲で設定することび 
でさます。 



メニューか5 [色溫度]を選ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

• 〈〇〉を回して 抱温度] を選び、〈毎)〉を押します。 


色温度を設定する 

♦ 〈〇〉を回して希望する色温度を設定し、〈@〉を 
押します。 

•設定で きる色温度範囲は、28日日〜]日日日日 K 
(1 日日 K ステップ）です。 

•設定び 終了すると、メニューに戻ります。 
•〈 MENU 〉 ボタンを押すと液晶モニターび消え、メ 
ニューび終了します。 



< AF ’ WB 〉ボタンを押す （を 6 ) 


^ 色温度を選ぶ 

4 • 〈©〉を回し— 


〈©〉を回して〈13〉を選びます。 


な 


• 〈13〉は、自然光の色温度を設定するとさに使用してください。人工光源の色温 
度を設定すると、正確なホワイトバランスび得られないことびあります。 

参 カラーメーターで測定した色温度を〈13〉に設定する場合は、事前にテスト撮影 
を行い、カメラとカラーメーター間の誤差を補正した数値を設定してください。 


怖-目 KT 齡 
■子ち 
圍国«^ 



货も行)(-夕 - 


I 助孩馳巧 


MENU 
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MENU 


ホワイトバランスを自動的に変えて撮る 


1回の撮影で色温度の異なる3コマの画像を記録することびでさます。設定しているホワイト 
バランスモードの標準色温度を基準に、 ] 段ステップ±3段の範囲で、カメラび自動的に色温 
度を変えて現像処理を行います。これをホワイトバランスブラケティング撮影といいます。] 
段は、色温度変換フィルターの已ミレッドに相当します。撮影した画像は、標準色温度、青色 
寄りに補正（マイナス補正)、赤色寄りに補正（プラス補正）の順にファイル番号び付けられて 
CF 力ードに記録されます。 


^ 記録画質を [ RAW ] m 外にずる 卜 42) 


1 


おち 

入 

iwie 画 Kii 巧 


魄度 

5200 K 



メニューか5 [ WB - BKT 設定]を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈©〉を回して [ WB-BKT 設定] を選び、〈@〉を押し 
ます。 


基準値 - 



ブラケテイングレベル 


、 ブラケティングレベルを設定する 

' •〈©〉 を回してブラケティングレベルを設定し、 
〈©〉を巧します。 

参 設定できるブラケティング範囲は、 ] 段ステップ+ 
3段です。 

— 設定び終了すると、メニューに戻ります。 
•〈 MENU 〉 ボタンを巧すと液晶モニターび消え、メ 
ニューび終了します。 

時 ホワイトバランスブラケティング中は、選択して 
いるホワイトバランスのマークび点滅します。 

時 表示パネルの撮影可能コマ数び約1/3になります。 


撮影する 

時 ] 回の撮影で色温度の異なる3コマの画像び CF 力 
-ドに記録されます。 

— 標準色温度、青色寄りに補正（マイナス補正)、ホ 
色寄りに補正（プラス補正）の順に3コマの画像び 
CF カードに記録されます。 

♦ 設定しているドライブモード（一 72) に従って撮 
影されます。連続撮影のとさは、撮影したコマ数 
の3倍の画像び記録されます。 

• 1回の撮影で3コマの画像を記録するため、通常の 
撮影よりも CF カードへの画像記録時間び長くなり 
ます。 


已〇 








mn ホワイトバランスを自動的に変えて撮る 


ホワイト; V ランスブラケテイングの解除 


記复涅資 
赤目卿賴 
が城定 


が音 
由を巧巧 


• 手順） と 3 の操作でブラケティングレベルを 
〈 mnni 〉 にして、〈@〉を巧します。 

• 〈為〉スイッチ 〈 OFF 〉 でも解除されます。 


^記録画質び 〈CE の〉 に設定されているときは、ホワイトバランスブラケティングは機 
能しません。 

0 ホワイトバランスブラケティングと AE 目（一 86) を組み合わせて撮影でさます。その 
ときは、 AE 目撮影で露出を変えて撮影した3コマ画像に、ホワイトバランスブラケテ 
ィングび適用されるため、合計9コマの画像び CF カードに記録されます。 

™ •撮影 順序をマイナス補正、標準露出、プラス補正に変更することびでさます。 
( C . Fn -09-2、 3一] 44) 

参 ホワイトバランスブラケティング撮影を、〈氨〉スイッチ 〈 OFF 〉 で解除しないよ 
うにすることびできます。 ( C . Fn -09 -K 3一] 44) 
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MENU 


I 見像/ ラメーターを設定ずる 



撮影した画像の現像処理の内容（パラメーター： [コントラスト][シャープネス][色の 濃 さ][色あ 
い ン各己段階）をカメラで任意に設定して、 3 件まで登録-セツトすることびできます。 

[標準] を選択するとすベてのパラメーターび [0] に設定された状態で撮影されます。 



パラメーター 

設定内容 

設定項目 

設定効果 


コントラストの 

強さを調整 

-1/-2 

コントラスト弱 

コントラスト 

0 

標準的なコントラスト 


+ 1/+2 

コントラスト強 

シャープネス 

(エッジの強調） 

シャープネスの 

強さを調整 

-1/-2 

シャープネス弱 

0 

標準的なシャープネス 

+ 1/+2 

シャープネス強 



-1/-2 

色び薄め 

色の濃さ 

色の濃さを調整 

0 

標準的な色の濃さ 



+ 1/+2 

色び濃いめ 



-1/-2 

肌色びホめ 

色あい 

色みの調整 

0 

標準的な色あい 



+ 1/+2 

肌色び黄色め 


WB -日 KT 没定 


■子音 

A 

mmm 


を独 

の日 OK 

1怕も行 X -夕-柏！ 1 1 

isoi 度贼 

切 

圉をプロテクト 



メニューか5 [規像パラメーター]を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

• 〈〇〉を回して 頗像パラメーター] を選び、〈©〉を 
押します。 


怖-巨 KT 觸 

お君 1 

m 

mmm 

Adobe RGB 

を細 

たット1 

1畏巧巧}(-夕- 

わット2 1 

国馳浅 

セット3 , 

国を九テクト1 

►没定 1 


朦定]を選ぶ 

• 〈〇〉を回して戲赶を選び、〈毎)〉を押します。 
参 [セット 1] 〜 比ット 3] の初期状態は、すべてのパ 
ラメーターび [0] (標準）に設定されています。 



セツト番号を選ぶ 

♦ 〈〇〉を回してセット川〜 [3] のいずれかを選び、 
〈©〉を巧します。 


已2 
































mm 現像パラメーターを設定する 


標重 

Adobe RGB 


抓-巨 K 職 
電子音 
咖醜觸 
を那 

焉賣 パラ乂ー ター 

immm 

圉をプ□テク^ 


パラメーターを選ぶ 

参 〈©〉 を 回して パラメーターを 選び、〈@〉 を 巧 
します。 

♦ パラメーターは 次のように循環します。 

[コントラスト] トー ► [シャープネス] 


5 


抱あい] 


[色の濃さ] 


ノ ラメーターの内容を設定ずる 

参 〈〇〉を回して設定し、〈贷)〉を押します。 
• 各パラメーターを已段階に設定でさます。 
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メニュー[規像パラメーター]に戻る 

♦ 〈 MENU 〉ボタンを2回巧して手順 1 と同じ状態に戻 
り、〈@)〉を押します。 


設定したセット番号を選ぶ 

• 〈©〉を回して設定したセットき号 （[セット 1] 〜 
[セット 3])を選び、〈@〉を押します。 

設定び終了すると、メニューに戻ります。 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押すと液晶モニターび消え、メ 
ニューび終了します。 


0 現像パラメーターび設定された状態で、カメラの〈综〉スイッチを 〈 ON 〉 にすると、 
カメラび起動して撮影準備状態になるまでの間、表示パネルに 「即 5」 （ イオス）と表 
示されたあと、設定されている現像パラメーターび表示されます。現像パラメーター 
び 比ット 1] 〜 比ット 3] に設定されているときは 「の?- <<」〜 「P 巧- 3 」、 [Adobe RGB ] 
(一己 4) に設定されているときは 「 P 巧-巧」 と表示されます。 


〈©〉を巧して、表示パネルを見なびら〈泣〉を回して、 [視像パラメーター] を設定す 
ることびできます。 （ C . Fn - 日]-2一] 42) 


WB -目 KT 没定 


■子吾 

A ■ 

咖呈喊揖 


を那 

の日 OK 

1お g パラ乂ーター 

化 1 

immm 

切 

圉をブ□テクト 
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MENU 


を空聞の選択 


色空間とは、色の再現領域（色域特性）を示すものです。このカメラの色空間は、 sRG 目と 
Adobe RG 目に対応しています。 


sRG 己の選択 


通常の撮影では色空間を sRG 目にします。メニューの [現像パラメーター] で、 [Adobe RGB ] じ(外 
の項目を選択すると、色空間び sRG 目になります。 


i メニューか 5 [規像パラメータ ー] を選ぶ 

I • 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

• 〈©〉を回して [現像パラメーター] を選び、〈©〉を 
押します。 


WB-BKT 捣 



電子有 

►厚華 


觸卽 i あ 

Adobe RGB 


を那 

たット 1 


悟をパラ X -夕- 

セット2 


I 蝴線おお 

セット 3 


郎ブ日子クト 

脱 



[Adobe RGB] m 外の現像パラメーターを選 

ぶ (一己 3) 

• 〈〇〉を回して [標準/セット 1/2/引のいずれかを選 
び、〈@〉を巧します。 

- 設定び終了すると、メニューに戻ります。 
•〈 MENU 〉 ボタンを押すと液晶モニターび消え、メ 
ニューび終了します。 

• 撮影すると、 sRGB で画像び記録されます。 


Adobe RG 己の選択 


コンピューターで彩度調整を行いたいとさや 、 Adobe RGB 環境下での商用印刷を行うとさ 
に選択します。 


怖-日 KT 破 


■子音 

胳 — i 


mmm 

►A 加 be お日 


を独 

たッ hi 1 


南 か 行 X- 夕- 

セット 3 ' 


ISOj 贼お巧 

たット 3 1 


郎ブ□テク ト 

脱 i 



『 sRGB の選択』の手順 2 で [Adobe RGB ] を選びます。 
♦ 撮影すると 、 Adobe RGB で画像び記録されます。 


Adobe RGB を選択したときは、現像パラメーター（一已 2) の設定はできません。 
現像パラメーターは、すべて [0] の設定で撮影されます。 

[Adobe RGB ] に設定して撮影した画像には、に C プ□ファイルび付加されませんの 
で、プ□ファイル変換を行う場合は 、 Adobe RGB を指定する必要びあります。 
Adobe RGB で撮影した画像を、液晶モニターやテレビなどの sRGB 環境下で再生 
すると、低彩度な画像表示になります。また、 sRG 目対応のプ U ンターで出力する 
と、低彩度なプ U ント結果になりますので、事前に彩度調整び必要です。 
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MENU 


ファイル番号の設定方式 

撮影した画像は、自動的に日日日1〜9999までのファイル番号び付けられて、ひとつのフォ 
ルダに最大1日日画像ずつ保存されます。各フォルダには]日日〜999までの番号び付けられ、 
CF カードに記録されます。自動ファイル番号の付けちとしては、 [通し番号] と [才ートリセット] 
の2種類びあります。 


巧を垣を巧ぶ園巧な 

巧 W 自を图 6 责示 

A 

恐お娜るさ 

—■•口口 

日巧/時刻 

'な/の" 410:30 

りァイルち号 

通しお 1 

誦 

曰を語 

ビデオを力ちす 

NTSC 


メニューか5 [ファイル番号]を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈〇〉を回して I ： ファイル 番哥を選び、〈©〉を巧 
します。 



設定ずる項目を選ぶ 

♦ 〈〇〉を回して [通し番号] または はートリセット] を 
選び、〈@)〉を押します。 

— 設定び終了すると、メニューに戻ります。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと液晶モニターび消え、メ 
ニューび終了します。 


通し番号 


CF カードを交換しても、最後に撮影した画像の続さ番号び次の画像に付けられます。撮影し 
た画像のファイル番号び重複しないため、画像をコンピューターでまとめて管理するような 
ときに有効です。ただし、すでに画像び記録され CF 力ードホ々:}契した場合 


ている CF カードに入れ換えたとさは、その中に入 
っている画像の最大ファイル番号と、最後に撮影 
した画像のファイル番号を比較して、数の大さい 
ちを続さのファイル番号とします。 



続さのファイル番号- 


オートリセット 


CF カードを交換すると、ファイル番号び初期値 （ XXX -0 日 01) に戻ります。撮影した画像の 
ファイル番号び、日001から始まりますので、撮影曰ごとに新しい CF カードに変更して、 


CF カード単位で何曰目の何コマ目かを分類したい 
とさなどに有効です。ただし、すでに画像び記録 
されている CF カードに入れ換えたとさは、その中 
に入っている画像の最大ファイル番号に続いたフ 
アイル番号となります。 


CF 力ードを交換した場合 


CF 力ード-1 

/~~\_ 


CF カード-2 

/~~\_ 


□ 

XXX-0001 

一 


□ 

XXX- 日 0 日 1;!1 

1 




' ■心 


フアイ J レま号 U セット ^I 


已已 

































I の… lU フアイル番号の設定方式 


999 CAN 日 N フォルダび作成されると、液晶モニターに [フォルダ番号がいっぱいです] 
と表示されます。ファイル番号び9999になるまで撮影でさますび、事前に新し 
い CF カードを準備しておいてください。 

フォルダ番号び999でファイル番号び9999になると、 CF カードに空さびあって 
も、表示パネルとファインダー内に 「fuLL [ f 」 び表示されて撮影でさなくなりま 
す。そのとさは、新しい CF カードに交換してください。 

S ファイル番号は、フィルムカメラのフィルムコマ番号に相当するをのです。 

ファイル名について詳しくは、『デジタルカメラ-写真の基本用語解説』(-157) 
を参照して < ださい。 
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MENU 


縦横自動回面表巧の設定 

カメラを縦位置にして撮影した画像を再生するとさに、画像の確認び行いやすいように、画 
像を時計ち向に9ぴまたは27ぴ自動回転させて表示することびできます。 


才-トブレイ 


才ート"ワーオフ 1 巧 


賊郎 0 臓 A 


腿更あの臟關孤 


II 胤!自か U 表を入 广1 

1舖の服さ _■ 

1•口 1_1 

日げ/時到 '的/の/け 10:31 


メニューか5 [縦横自動回転表示]を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

• 〈€)〉を回して [縦横自動回転表示] を選び、〈©〉を 
押します。 


才-トフレイ 
才-い巧-オフ 
賊里&の臟 


臓国&の腿時間 


胤郎酿 I を 

►入 

を是の巧るさ 

1 切 


扫巧/時刻 


1 


設定ずる項目を選ぶ 

• 〈〇〉を回して [入] を選び、〈毎)〉を押します。 

時 設定び終了すると、メニューに戻ります。 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、液晶モニターび消え、 
メニューび終了します 


> 縦位置で撮影する 

^参 撮影直後に液晶モニターに表示される画像（^38) 
は自動回転表示されません。 



画像を再生する 

参 〈[日〉ボタンを押します。 

時 縦位置で撮影した画像び左図のよラに見やすい位 
置で表示されます。 


^ • カメラを上や下に向けて撮影すると、正しく自動回転表示されない場合びあります。 
• [縦横自動回転表玩を[入] に設定して縦位置で撮影した画像を、メニユ ー陋像回 励で 
回転させると、画像の回転情報び書さ換えられます。 

s カメラの縦横の向き（姿勢）を変えると、姿勢を検出するセンサーの機構により、小さな 
音びすることびありますび、故障ではありません。 
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INFO . カメラの設定内容を確認ず る- 

撮影準備状態で 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、現在カメラに設定されている内容び液晶モニター 
に表示されます。 



設定内容を表示ずる 

• 〈 INFO .〉 ボタンを押します。 

時 液晶モニターにカメラの設定内容び表示されます。 
♦ 再度 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、液晶モニターび消 
えます。 


設定内容表示 


印寸/腳」 

■03/02/14 11:02 — 

AEB 設を 

-2.1. g .1.2+ — 

WB-BKT 設を 

• ■ • 2 • • • - 

臟パラ )( -夕- 

漂準 - 

撮影画像の確認 

入 - 


2砂 

四ミ〇ろザ 

4ん入 凸5200 — 

四121 Mp 空き 

四100 — 


日付/時刻（一1己 0) 

AEB 設定（一 86) 

W 目-目 KT 設定（一 50) 

——現像パラメーター設定（^日3) 
—— 撮影画像の確認 (-38) 

撮影画像の確認時間 (-39) 
——色温度設定（^49) 

- ISO 感度設定（- ► AS ) 


縦横自動回転表示（^日7) 


才ートパワーオフ設定時間（一1 38) 


- CF 力ードの空き容量（一 43) 


スト□ボ調光補正量卜 97) 


園 
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再生時の画像情報表示につい口ま、『撮影画像の情報表示』(-105)を参照してくださ 
い。 













ファインダー内には、7つの AF フレームが配置されています。適切な AF フ 
レームを選択することにより、構図優先の AF 撮影を行ラことができます。 
また、被写体の状況や撮影意図にあわせてオートフォーカスの作動特性を 
選択することができます。 



才ートフォーカスと 
ピント合ねせ 


簡単撮影ゾーンでは、この章の中の、フォーカス□ック撮影（一61)、手動ピント合 
ゎせ（^67)のみび行ぇます。 




あらかじめ〈爲〉スイッチとく®〉スイッチを 〈 ON 〉 
に設定してください。 





AF AF モードの選択 

AF モードとは AF の作動特性のことをいいます。①止まっている被写体の撮影に適している 
「ワンショット AF 」、 ②動いている被写体の撮影に適している 「 Al ヴーボ AF 」、 ③被写体の状態 
に応じて、「ワンシヨット AF 」 から 「 Al ヴーボ AF 」 へとカメラび作動特性を自動的に切り換える 
「 A 口才ーカス AF 」 の3種類びあります。 



レンズのフ オーカスモー ドスイッチを 
〈 AF 〉 にする 



モードダイヤルを応用撮影ゾーンにする 



< AF - WB > ボタンを押す （を 6 ) 


AF モードを選ぶ 

•表示 パネルを見なびら〈む^〉を回し、希望する AF 
モードを選びます。 

ワンシヨット AF AI フォーカス AF AI ヴーボ AF 




•シャッター ボタンを半巧しすると、撮影準備状態 
に戻ります。 


S 手順 4 で〈©〉を回すと、ホワイいくランスの選択（一 46) になります。 
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AF AF モードの選択 


止まつている被写体を撮るとまはワンシヨット AF 



シャッターボタンを半押しすると AF が作動 
し、1回だけピントを含わせます 

時 被写体にピントび合ラと、ピント合わせを行った 
AF フレームび一瞬光ります。同時にファインダー 
内に合焦マークび表示されます。 

• 評価測光ではピントび合ラと同時に露出値び決ま 
ります。そのままシャッターボタン半押しの状態 
を保つと露出値び固定されたままになり、ピント 
を合わせたあとに構図を変えて撮影するフォーカ 
ス□ック撮影びでさます。 

ファインダー内の AF フ レームの 点好（スー ノ くーインポーズ表示）を禁止することびで 
きます。 （ C . Fn -1 日-1 一] 4己） 



画面の端の被写体にピントををわせる 


7つの AF フレームに入らない画面の端の被写体にピントを合わせて撮影するとさは次のよう 
にします。このち法を r フォーカス □ ック撮影」 といいます。 

フォーカス□ック撮影は、 AF モードび、ワンショット AF に設定されているときに有効です。 

1 AF フレームを被写体に含わせ、シャッターボタンを半押ししてピン 
卜を合わせる 

2 シャッターボタンを半押ししたまま構図を変える 
3 撮影ずる 

S ピントび合わないとファインダー内の合焦マーク〈参〉び点滅します。このとさはシャ 
ッターボタンを全押ししてち撮影はでさません。構図を変えてをう一度ピント合わせ 
を行うか、 『AF の苦手な被写体（手動ピント合わせ)』卜 67) を参照してください。 
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AF AF モードの選択 


動いている被写体を撮るとまは Al ヴーボ AF 


シャッターボタン半押しの状態を保ってい 
る間、被写体にピントを合わせ続けます 

• 撮影距離びたえず変わる（移動している）被写体の 
撮影に適しています。 

• 動体予測機能*でカメラに向かってくる、または遠 
ざかる被写体にピントを合わせ続けます。 

参 露出は撮影の瞬間に決まります。 

S 参 ピントび合ってもファインダー内の合焦マーク〈•〉は点灯せず、電子音も鳴りま 
せん。 

参 ファインダー内の合焦マーク〈•〉び点滅するとさはピントび合っていません。 

# フオーカス□ック撮影はでさません。 

* 動体予測機能について 

被写体びほぼ等速度でカメラに近づいてくる場合、または遠ざかっていく場合に、シャッタ 
一び切れる直前に正しいピントび得られるよラ、その被写体の位置を予測してピントを合わ 
せ続ける機能です。 

参 AF フレーム自動選択のとさは、初めに中央 AF フレームで被写体をとらえます。 AF 中に被 
写体び中央 AF フレームから外れてち、他の AF フレームのいずれかで被写体をとらえてい 
ればピントを合わせ続けます。 AF フレームは光りません。 

♦ 任意の AF フレームを選択しているときは、選択した AF フレームで動体予測を行います。 



AI ヴーボ AF 作動中に〈关〉ボタンを巧すと、押している間 AF の作動を一時停止するこ 
とびできます。 （ C . Fn - 日 4-2 一] 42) 


AF モードを自動的に切り換える AI フオーカス AF 



AI フオーカス AF は、被写体の状態に応じて、「ワン 
シヨット AF 」 から 「 AI ヴーボ AF 」 へとカメラび作動特 
性を自動的に切り換えます。 

ワンシヨット AF で被写体にピントを合わせたあと、 
被写体び連続して移動を始めると、その移動をカメ 
ラび検知して自動的に AI ヴーボ AF に切り換わり、被 
写体の動さに追従してピントを合わせ続けます。 
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國 AF フレームの 選択^^^^— 

AF フレームとはピントを合わせる枠のことをいいます。 AF フレームの選択ち式には r 自動選 
択」と r 任意選択」びあります。 

簡単撮影ゾーンと 〈 A - DEP 〉 では自動選択になりますび、〈 P 〉〈 Tv 〉〈 Av 〉〈 M 〉 の撮影モー 
ドでは、 自動選択と任意選択を切り換えることびでさます。 

♦ 自動選択 

7点の AF フレームの中から、撮影状況に応じてカメラび自動的に AF フレームを選択して 
ピント合わせを行います。 

♦ 任意選択 

7点の AF フレームから、任意の]点を選択します。狙った被写体に確実にピントを合わせ 
たい場合や、より構図優先の迅速な AF 撮影を行いたい場合に便利な機能です。 


AF フレーム選択の基本操作 



Q I 自動選択 

□ □卜 I □ □ 


〈回〉ボタンを押す （を 6 ) 

参 AF フレームは〈回〉ボタンを押したあと、フアイ 
ンダーまたは表示パネルを見なびら〈〉〈 © 〉 
を回して選択します。 

横方向の AF フレーム選択 

• 〈回〉ボタンを押して〈益〉を回します。 

時 AF フレームび横ち向に移動します。 

縦方向の AF フレーム選択 

参 〈回〉ボタンを押して〈〇〉を回します。 

時 AF フレームび縦ち向に移動します。 

参 シャッターボタンの半巧し、または再度〈应1〉ボ 
タンを押すと撮影準備状態に戻ります。 



〈回〉ボタンを押さずに、〈〇〉の単独操作で AF フレームの選択びできます。 
(C.Fn-13-3 一 ] 46) 
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回 AF フレームの選択 


自動選択 



すべての AF フレームを 赤く表示させる 

♦〈回〉 ボタンを押したあと、〈茲〉または〈〇〉 
を回してファインダー内表示を図のようにします。 
♦ 一番端の八ドフレームから1つ進めると自動選択に 
なります。 

• 表示パネルを見なびら行うことちでさます。 


任意選択 




希望ずる1点の AF フレームを赤く表示させ 
る 

♦ 選択ち法は 『 AF フレームの基本操作』卜 63) を参 
照してください。 

• 〈益〉と〈〇〉による AF フレームの詳細な動きち 
は次のとおりです。 

• 表示パネルを見なびら行ラことちでさます。 
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合焦時に AF フレームびホく光らないようにすることびできます。 （ C . Fn - l 日-1 一] 4己) 



















MENU 


AF フレームの登録と切り換え ■ 

よく使う AF フレームをあらかじめ登録しておくことで、他の AF フレームから、瞬時に登録 
AF フレームへの切り換えびでさます。中央外の AF フレームを登録した構図優先の設定や、 
AF フレーム自動選択を登録したシャッターチャンス優先の設定など、撮影目的に応じて AF フ 
レームを登録します。すべての AF フレームび登録対象となります。複数登録はでさません。 


AF フレームの登録 



メニューか5 [カスタム機能 ( C . Fn )] を選ぶ 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈〇〉を回して [カスタム機能 ( C . Fn )] を選び、〈©〉 
を巧します。 

時 カスタム機能画面び表示されます。 


C . Fn ， カスタムなお 


画令 


がフレームめ鐵 

をい r ] 


2 3 4 5 6 7 8 91011121314151617 
D 0000 了 000 QD 日 D 日日 口 


C . Fn -07 [ AF フレームの登録]を選ぶ 

# 〈〇〉を回して [AF フレームの登録] を選び、<@> 
を巧します。 



AF フレームを 登録する 

• 〈©〉を回して希望する AF フレームを選び、<@> 
を押します。 

♦ 4: [ I み I ]び自動選択です。 

• 選択した AF フレームび登録されます。 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押すとメニューに戻ります。 

参 再度 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、液晶モニターび消 
えます。 


園 


登録した AF フレームのことを HP と呼びます。 HP は Home Position (ホームポジシ 
ヨン）の略です。 
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匹团の AF フレームの登録と切り換え 


登録 AF フレームへの切り換え 


カスタム機能び初期状態での登録 AF フレームへの切り換えは〈図〉ボタンと〈回〉ボタンの 
同時押しで行いますび、カスタム機能 C . Fri -13- l 、 2を設定することにより、〈図〉ボタン単 
独押しで切り換えることびでさます。 



①〈図〉ボタンと〈回〉ボタンの同時押しで切 
り換え 

♦ カスタム機能を設定しない初期状態の切り換えち 
法です。 



設定ち法は『カスタム機能の設定ち法』(-141)を参照 
6己ページと同じ要領で設定してください。 


するか、6己ページ 

②〈図〉ボタン自 


②〈図〉ボタン単独押しで切り換え 

(-146) 


③〈図〉ボタン単独押しで、押している間だ 


け切り換え 


C.Fn-13-2 


(-146) 


• 〈図〉ボタン離すと元の AF フレームに戻ります。 


C . Fn -13 -K 2と C . Fn - 日4-1、3を組み合わせて設定すると、〈図〉ボタン単独押しで 
登録 AF フレームへの切り換えと、 AF スタートを同時に行うことびできます。 
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AF の苦手な被写が(手動ピント合わせ） 《 

次のよラな特殊な被写体に対してはピント合わせびでさない（合焦マーク〈♦〉び点滅する）こ 
とびあります。 

ピントが合いにくい被写体 

( a ) コントラスト（明暗差）び極端に低い被写体 . 例：青空、単色の平面など 

( b ) 非常に暗い場所にある被写体 

(C) 極端な逆光状態にあり、かつ光の反射び強い被写体…••…例：反射光の強い車のボディ 
(が被写体び遠いところと近いところに共をする状態 例：おりの中の動物 

これらの場合は次のいずれかのち法でピントを合わせます。 

(1) 被写体とほぼ同じ距離にあるものでフォーカス□ックし、構図をミ夫めなおして撮影する。 
に）レンズのフォーカスモードスイッチを 〈 MF 〉 （または 〈 M 〉） にして手動ピント合わせを行 
う。（一 23) 


手動でピントををわせる（マニュアルフオーカス) 



レンズのフオーカスモードスイッチを 〈 MF 〉 
(または 〈 M 〉） に切り換える 


ピントを含わせる 

♦ ファインダー内の被写体びはっさり見えるまで、 
レンズのフオーカス U ングを回してピントを合わ 
せます。 


0 シャッターボタンを半巧ししなびら手動ピント合わせをすると、ファインダー内に 

ピントび合った AF フレームと合焦マーク〈♦〉び点灯します。 

外部スト□ボ使用時に AF 補助光でピントび合わない場合は、中央の AF フレームを 
選択してください。中央じ(外の AF フレームではピントび合わないことびあります。 
USM (Ultrasonic Motor / 超音波モーター)レンズのとき 
USM レンズ（距離目盛りのない USM レンズを除 <) はワンシヨット AF で作動した 
あと、そのままフオーカス U ングを操作してピントを微調整（フルタイムマニユア 
J レ）することびでさます。 
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測光モードには、評価測光、部分測光、中央部重点平均測光があります。 
ドライブモードには、1コマ撮影、連続撮影、セルフタイマーがあります。 
撮影状況や撮影意図にあわせて選択してください。 

測光モード 
1 AJ 評価測光 
g ] 部分測光 
口 中央部重点平均測光 


測光方式とドライブモード 

の選択 



ドライブモードー 
□ 1コマ撮影 
Qi 連続撮影 


ろ）セルフタイマー 


簡単撮影ゾーンでは、測光モードとドライブモードは自動設定されます。セルフタ 
イマーのみ i ミ定でさます。 



あらかじめ〈综〉スイッチを 〈 ON 〉 に設定してください。 










图測 光モードの選択 

測光ち式には、評価測光、部分測光、中央部重点平均測光の3つのち式びあります。 

簡単撮影ゾーンでは評価測光に自動設定されますび、応用撮影ゾーンでは測光モードを選ぶ 
ことびでさます。 



〈图 •阻〉ボタンを押す（る 6 ) 


測光モードを選ぶ 

•表示 パネルを見なびら〈を^〉を回し、希望する測 
光モードを選びます。 


函 

回 

で 

□ 


:評価測光 
:部分測光 

:中央部重点平均則光 


♦シャッター ボタンを半巧しすると、撮影準備状態 
に戻ります。 


S 手順 S で〈〇〉を回すと、内蔵/外部スト□ボの調光補正（一 97) になります。 
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測光モードの種類 



图評価測光 

逆光撮影を含む一般の撮影に適しています。ファイン 
ダー内を3已に分割してすベての AF フレームに連動し 
た評価測光を行います。ファインダー内に占める主被 
写体の位置、明るさ、背景、順光、逆光や、カメラの 
姿勢（縦横）など複雑な光の要素をカメラび判断し、主 
被写体を常に適正な露出値にします。 

参 手動ピント合わせ時は、常に中央 AF フレーム基準 
の評価測光になります。 

参 主被写体び極端な逆光下にあったり、強いスポット 
ライトをおびているような、主被写体と背景に極端 
な明暗差びあるとさは、部分測光〈巨]〉の使用をお 
すすめします。 



回部分測光 

逆光などで被写体の周辺に強い光びある場合の撮影に 
有効です。ファインダー中央部の約9%の範囲を測光 
します。 

参 部分測光の測光範囲はおよそ左図の範囲となりま 
す。 



[] 中央部重点平均測光 

フアインダー中央部に重点を置いて画面全体を平均的 
に測光します。 
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DRIVE ドライブモードの選択 

ドライブモードには政下の3つのち式びあります。 

□] コマ撮影：シャッターボタンを押すと]コマ撮影します。 

Qj 連続撮影 ：シャッターボタンを押しつづけている間、連続撮影びでさます。 

&セルフ ：シャッターボタンを押すとセルフタイマーび作動し、約]日秒後に撮影さ 

タイマー撮影れます。（一 73) 


記録画質 

連続撮影速度 

連続撮影時の最大撮影可能コマ数 

ワンシヨット AF AI ヴーボ AF 

L ^/ Ld / MJ / Md / SJ/Sd 

約3コマ/砂 

約9コマ 



• 〈证23〉は C . Fn - 日8の設定状態に関係なく表の値になります。 

•連続 撮影速度、連続撮影時の最大撮影可能コマ数は、当社試験基準によります。（シャツタ 
-速度]/2己日砂上、に日1日日設定時） 



< DRIVHSO 〉ボタンを押ず （を 6 ) 



ドライブモードを選ぶ 

♦表示 パネルを見なびら〈む^〉を回し、希望するド 
ライブモードを選びます。 



:1コマ撮影 


写!] 

:煙 fee 撮京ク 


& 

:セルフタイマー撮影 


♦シャッター ボタンを半巧しすると、撮影準備状態 
に戻ります。 
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DRIVE ドライブモードの選択/ &セルフタイマー撮影 


参 CF カードの空き容量び少なくなり、撮影可能コマ数び9コマ下になったときは、 
連続撮影でさなし"'ことびあります。 

♦連続 撮影した画像は、一度カメラの内部メモ U —に保をされてから、順次 CF カー 
ドに記録されるため、連続撮影で内部メモ U —びいっぱいになると、表示パネルと 
ファインダー内に「とび表示され、一時的に撮影びできなくなります。 CF 力 
ードへの記録経過にともない、次の撮影びでさるようになりますので、シャッター 
ボタン半押しでファインダー内ち下に表示される「連続撮影時の最大撮影可能コマ 
数」 （3 〜口）で、そのとさ撮影でさるコマ数を確認してください。なお、「連続撮 
影時の最大撮影可能コマ数」は、 CF カードを入れていないとさは表示されません。 

# 内部メモ U —からすべての撮影画像び CF カードへ記録される前（アクセスランプ点 
滅中）にシャッターボタンを半押しすると、 CF カードへの記録び一時的に中止され 
ます。 

参 ファインダー内と表示パネルに 「fuLL [ f 」 び表示されたときは、必ずアクセスラ 
ンプの点滅び消えてから、 CF カードを交換してください。 

S # ホワイトバランスブラケティング（^己日）設定時も9コマの連続撮影びできます。 

# 手順 1 で〈1^〉を回すと、に日感度の設定卜4己）になります。 


& セルフタイマー撮影 

セルフタイマーは記念撮影などに使用します。簡単撮影ゾーンでも応用撮影ゾーンでも使え 
ます。セルフタイマー撮影をするとさは兰脚をお使いください。 



セルフタイマーを選ぶ 

♦ 〈 DRIVE ’ ISO 〉 ボタンを押し、表示パネルを見なびら 
〈益〉を回して〈&〉を選びます。 



2 ピントを含わせる 

• ファインダーをのぞいてシャッターボタンを半巧 
しし、合焦マーク〈♦〉の点灯と露出表示を確認し 
ます。 
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& セルフタイマー撮影/アイピースカバーの使いち 




撮影する 

• シャッターボタンを全押しします。 

時 セルフタイマーランプび点滅し、電子音び鳴り始め、 
セルフタイマーび作動中であることを知らせます。 

- 約]日秒後に撮影されます。 

始めの8秒間：ランプ点滅 

/ゆっくりピッ、ピッ音 
最後の2秒間：ランプ点灯/早くピピピ音 
時 セルフタイマー作動中は、表示パネルに撮影され 
るまでの砂数び減算で表示されます。 

参 セルフタイマー撮影を途中で中止するとさは、 
〈 DRIVE •じ0〉ボタンを巧します。 


レンズの前に立ってシャッターボタンを押すと、狙った被写体にピントび合わなくな 
ります。 

51 •ピン トび合ったとさの電子音やセルフタイマー撮影時の作動音の[入][切]を設定す 
ることびでさます。（一] 36) 

• 自分一人だけをセルフタイマーで撮るときは、自分び入る位置とほぼ等しい距離に 
あるものにフォーカス□ック（一目 1) して撮影します。 


アイビースカバーの使い方 

セルフタイマーや U モコンを使うとさなど、ファインダーから目を離してシャッターボタン 
を押すと、ファインダーから入った光によって露出び変わることびあります。そのよラなと 
きは、ストラツプのベルト部分の端についているアイピースカノ く一を使います。 



アイカップをず 

• アイカップの両脇をつまんだまま引き上げて取り 
外します。 


アイ ピースカバー を取り付ける 

参 ファインダー接眼部の溝に沿って、アイピースカ 
バーを取り付けます。 
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応用撮影ゾーンではシャッター速度や絞り数値を選択して露出を自分の好 
みに変えるなど、カメラの設定を思いどおりに変えることで、さまざまな 
撮影をすることができます。 



撮影目的におわせた 

応用撮影 


参 シャッターボタンを半押ししたあとで指を離してち、タイマーの働さにより、表 
示パネルとファインダー内に露出値び約4秒間（を 4) 表示されます。 

♦被 写界深度確認、露出補正、 AE 目、 AE □ック、バルブは応用撮影ゾーンでのみ 
行うことびでさます。 

♦ 応用撮影ゾーンで設定でさる機能は、『撮影機能の組み合わせ一覽』（一]已 9) を 
参照してください。 



あらかじめ〈爲〉スイッチとく®〉スイッチを 〈 ON 〉 
に設定してください。 





P プログラム AE 撮影 



〈亡)〉と同じよラに気軽に撮影でさます。被写体の明 
るさに応じてカメラびシャッター速度と絞り数値を自 
動設定します。これをプ□グラム AE といいます。 

* P は、 Pro 呂 ram (プ□グラム）の略です。 

* A 曰ま 、 Auto Exposure (才ートエクスポージャ ー） 
の略で自動露出のことです。 





2 


連続撮影可能コマ数^^ 一 合焦マーク 



モードダイヤルを 〈 P 〉 にする 


ピントを合わせる 

♦ ファインダーをのぞいて AF フレームを被写体に合 
わせ、シャッターボタンを半押しします。 

時 被写体にピントび合ラと、ピント合わせを行った 
AF フレームび一瞬光ります。同時に「ピピッ」と電 
テ音び鳴り、ファインター内に合焦マーク〈•〉び 
表示されます。 

— ファインダー内と表示パネルに露出値び表示され 
ます。 

参 合焦 マーク 〈♦〉び点滅するとさは、撮影でさませ 
ん。『 AF の苦手な被写体（手動ピント合わせ)』（^ 
67) を参照してください。 

♦ 合焦 マーク 〈•〉の左側に表示される数字「弓」〜 
「[;」は、最大何コマ連続撮影でさるかを示してい 
ます。 

♦ CF カードの空さ容量び少なくなり、撮影でさるコ 
マ数び9コマじ(下になったときは、「[弓]」〜「に]」 
び表示されます。 



撮影する 

•構図を 決め、露出値び点滅していないことを確認 
して、シャッターボタンを全押しします。 

時 液晶モニターに撮影した画像び約2秒間表示され 
ます。 
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P プ□グラム AE 撮影 


露出警告 



露出値び点滅するとさは露出び不適切です。撮影でさますび明るすざたり暗すざたり 
した写真になります。詳しくは『露出警告表示一覧』（一16日）を参照してください。 


AF フレームび自動選択卜目 4) になっている場合は、同じピント位置の AF フレー 
ムび複数点灯します。 

P と□住自動）の違い 

自動的にミ夫まるシャッター速度と絞り数値の組み合わせはとちに同じです。 

< P 〉では次の機能の選択-設定または使用び可能ですび、〈〇〉ではでさません。 

撮影機能関係 スト□ボ関係 ( EX スピードライト） 


AF モード選択 


AF フレーム任意選択 

ドライブモード選択 

測光モード選択 

プ□グラムシフト 

露出補正 

AEB 

〈*〉ボタンによる AE □ック 

被写界深度確認 

カメラ設定初期化 

カスタム機能 （ C . Fn ) 

カスタム機能一括解除 

撮像素テの清掃 

スト□ボ関係（内蔵スト□ボ） 

常時発光/発光禁止 

FE □ック 


スト□ボ調光補正 


マニュアル/マルチ発光 


八イスピードシンク □ 

FE □ック 

光量比制御 

スト□ボ調光補正 

FEB 

後幕シンク □ 

モデ U ング発光 

記録画像関係 

〈巧证3〉選択 

に日感度設定 

ホワイトバランス選択 

MWB 画像選択 

WB - BKT 設定 

色温度指定 

現像パラメーター設定 


プ□グラムシフトについて 

プ□グラム AE は自動的に設定されたシャッター速度と絞り数値の組み合わせ（プ □ 
グラム）を、同じ露出のままで自由に変えることびできます。これをプ□グラムシ 
フトといいます。 

プ□グラムシフトはシャッターボタンを半押ししてから、希望するシャッター速度 
または絞り数値び表示されるまで〈な^〉を回して行います。 

プ□グラムシフトは撮影すると自動的に解除されます。 

スト□ボを使用するとプ□グラムシフトはでさません。 
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Tv シャッター速度を決めて撮る 

シャッター速度を設定すると、被写体の明るさに応じてカメラび適正露出に必要な絞り数値 
を自動的に設定します。これをシャッター優先 AE といいます。 

シャッター速度を速くすると、動さの速い被写体の瞬間をとらえることびでさ、シャッター速 
度を遅くすると流動感を表現することびでさます。 

* Tv は 、 Time value (タイムバ U ュ ー） の略で時間量のことです。 



连いシャツター速度 遅いシャツター速度 



3 ピントを含わせる 

参 シャッターボタンを半巧しします。 



撮影ずる 

♦ 絞り数値び点滅していなければ適正露出です。 

参 構図を決め、シャッターボタンを全巧しします。 
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Tv シャッター速度を決めて撮る 


露出警告 

使用レンズの一番ルさな絞り数値（最大口径/開放絞り）び点滅するとさは、露出 
アンダー（露出不足）です。絞り数値の点滅び止まるまで〈む^〉を回してシャツタ 
一速度を遅くします。 



使用レンズの一番大さな絞り数値（最ル□径/最ル絞り）び点滅するとさは、露出 
オーバー（露出過度）です。点滅び止まるまで〈む!〉を回してシャッター速度を速 


くします。 



0 シャッター速度の表示 

シャッター速度は]/2段ステップで設定することびできます。表示されたシャッター 
速度の「 ^-1000] からけ」までは分数の分母を表しています。例えば 「，で 5」は1/ I 2已 
秒を表しています。また、「/}•'つ」は日.7秒を、 「冶 •'」は]己秒を表しています。 

V 日 GG 3日日日 EODO ミ5日日 の日日リ郎 5 G 日お日巧日 180 

记5 3日 S 日怕 3日如 15 ぶ8 S し! 日"3日•ろ日"つ 
", "ろ ザ , CI I が , inn ろ ,, i ： 5ni i 

™ セイフティシフト機能を付加することびできます。 （ C . Fri -16- l 一147) 

設定したシャッター速度に対して絞り数値び変化しても適正露出び得られないと 
き、シャッター速度び自動的にシフトして適正露出び得られるようにします。これ 
をセイフティシフトといいます。 

シャツター速度の設定を]/3段ステップに変更することびできます。 

( C . Fn - 日 6-1 一] 43) 
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Av 絞り数値を決めて撮る 

絞り数値を設定すると、被写体の明るさに応じてカメラび適正露出に必要なシャッター速度 
を自動的に設定します。これを絞り優先 AE といいます。 

絞り数値をルさくする爛く）と、背景をぼかした美しいポートレートび撮影できます。絞り 
数値をルさくするほど背景はぼけます。絞り数値を大さくする（閉じる）と、奥行さのある風 
景の手前から遠くまでび鮮明に写ります。絞り数値を大さくするほど鮮明に写る奥行さび深 
くなります。 

* Av は 、 Aperture value (アパチヤーバ U ュ ー） の略で開□量のことです。 



ルさい絞り数値 大さい絞り数値 



3 ピントを含わせる 

• シャッターボタンを半押しします。 

— シャッター速度び自動的に決まります。 



撮影する 

• シャッター速度び点滅していなければ適正露出で 
す。 

•構図を 決め、シャッターボタンを全押しします。 
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Av 絞り数値を決めて撮る/被写界深度を確認する 


露出警告 

參 シャッター速度の「3が'」び点滅するとさは、露出アンダー（露出不足）です。シャ 
ッター速度の点滅び止まるまで〈む^〉を回して絞り数値をルさくして（絞りを開い 
て）<ださい。 


• シャッター速度の 「 S ' GO /7」 び点滅しているとさは、露出オーバー（露出過度）です。 
点滅び止まるまで〈な^〉を回して絞り数値を大さくして（絞りを閉じて）ください。 




S 絞り数値の表示 

絞り数値は]/2段ステップで設定することびでさます。数字び大さくなるほど、レンズ 
の絞り径はルさくなります。表示される絞り数値はレンズによって異なります。 

I.U 1.3 I .し I 1.8 と己 と 5 28 3.5 しぶ •イ .5 5.5 S.1 沒己 3.5 

I ! 13 IS 巧 バ 3? 38 •イ 5 5 •イ 5 •イ つ 5 弓'' 

カメラにレンズび付いていないとさは 「 G 口」 を表示します。 

™ ♦ セイフテイシフト機能を付加することびできます。 （ C . Fri -16- l 一 147) 

設定した絞り数値に対してシャッター速度び変化しても適正露出び得られないと 
き、絞り数値び自動的にシフトして適正露出び得られるようにします。これをセイ 
フテイシフトといいます。 

• 絞り数値の設定を]/3段ステップに変更することびできます。 （ C . Fn - 日目-1一 143) 
•スト □ボ撮影時のシャッター速度を1/2日日秒に固定することびできます。 

( C . Fn - 日 3-1 一] 42) 


被写巧深度を確認ずる 



ピントを合わせた被写体を中むにその前後にもピント 
の合っている範囲びあります。この範囲のことを被写 
界深度（一]已 8) といいます。絞り込みボタンを押す 
と、そのとさ設定されている絞り数値まで絞り込み、 
ピントの合っている範囲をファインダーで確認するこ 
とびでさます。 


S ♦ 応用撮影ゾーンで機能します。 

♦〈 A - DEP 〉 では、シャツターボタンを半押しして、ピントび合ったあとで機能します。 
♦ 絞り込みボタンを押すと、露出び固定された （ AE □ック）状態になります。 
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M 自分で露出を決めて撮る 

カメラまかせではなく自分でシャツター速度や絞り数 
値を決めて撮影をするときに設定します。露出はファ 
インダー内の露出レベル表示を参考にしたり、単独露 
出計を利用し自分で任意に決めます。これをマニユア 
ル露出といいます。 

* M は、 Manual (マニュアル）の略です。 




モードダイヤルを 〈 M 〉 にずる 


シャッター速度を設定する 

♦〈を^〉 を回して希望するシャッター速度を設定し 
ます。 



絞り数値を設定する 


• 〈響〉スイッチを 〈 ON 〉 にして、〈〇〉を回して 
希望する絞り数値を設定します。 


4 ピントを含わせる 

• シャッターボタンを半巧しします。 

— ファインダー内と表示パネルに露出値び表示され 
ます。 

♦ 露出レベルマーク〈自〉で標準露出からどのくらい 
ずれているか確認することびでさます。 



露出レベルマーク 
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M 自分で露出を決めて撮る 


5 露出をミ夫める 

•任意の シャッター速度、絞り数値を設定します。 


標準露出指標 



:露出を決めるとさの基準です。 

:標準露出にするには、シャッター速度を遅くするか、絞り数値をルさくし 
ます。 

:標準露出にするには、シャッター速度を速くするか、絞り数値を大きくし 
ます。 


露出レベル マーク 


• 露出レべ J レマーク〈自〉び〈 2+〉または〈 — 2〉の位置 
で点滅しているときは、露出び〈2+〉または〈—2〉 


を超えていることを示しています。 


6 撮影ずる 

♦構図を 決め、シャッターボタンを全押しします。 


シャッター速度、絞り数値の設定を]/3段ステップに変更することびでさます。 
( C . Fn - 日 6-1 一 143) 
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A - DEP 近くか 5 遠くまでピントびさ：)た画像を 撮る— 

たくさんの人で記念写真を撮ったり風景写真を撮るとさ、自動的に近くから遠くまでピント 
を合わせて鮮明な画像を撮ることびでさます。7つの AF フレームでとらえた被写体のうち、 
近いところから遠いところまで鮮明に写ります。 

* A - DEP は、 Auto-Depth of field けートデプスオブフイールド）の略で自動被写界深度のこ 
とです。 




ピントを台わせる 

• AF フレームを被写体に合わせ、シャッターボタン 
を半巧しします。（を 4) 

参 一瞬 ホく光った AF フレームのすべてにピントび合 
います。 

参 シャッターボタンを半押ししたまま絞り込みボタ 
ンを押すと、ピントの合う範囲を事前に確認する 
ことびでさます。（一 81) 


3 撮影する 

^ % 露出値び点滅していなければ適正露出です。 

• 構図を決めシャッターボタンを全押しします。 
•手順 2 の作例の場合、左手前の被写体から、ち奥 
の被写体までび鮮明に写ります。 


• レンズの フォー カスモードスイッチび 〈 MF 〉 （または 〈 M 〉） になっていると、 〈 A - DEP 〉 
撮影でさません。 

参 絞り数値び点滅するとさは、露出は合っていますび、希望したピントの深さび得られ 
ません。レンズを広角にするか、被写体から離れてやりなおしてください。 

S1 • シャッター速度や絞り数値を自由に変更することはでさません。遅いシャッター速 
度び設定されることびありますので、兰脚の使用をおすすめします。 

• AF モードの設定に関係なく、ワンシヨット AF での撮影になります。 

•ス ト□ボを使用したとさは〈 P 〉のスト□ボ撮影と同じ結果になります。 
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自分の巧みに露出を補正ずる 

カメラび決めた標準的な露出を意図的に変えることを露出補正といいます。露出を明るめ（プ 
ラス補正）にしたり、暗め（マイナス補正）にしたりして撮影できます。設定できる補正量は 
1/2段ステップで± 2段の範囲です。 


1 モードダイヤルを 〈 M 〉1 U 外の応用撮影ゾ 
ーンにする 



ピントを合わせ、露出レベル表示を確認す 
る 


参 シャッターボタンを半押しして、露出レベル表示 
を確認します。 


プラス補正 
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マイナス補正 



補正量を設定ずる 


参 〈@)〉スイッチを 〈 ON 〉 にして、ファインダーま 
たは表示パネルを見なびら〈〇〉を回して希望す 
る補正量を設定します。 

• 〈〇〉の操作はシャッターボタン半押し中か、半 
巧し後（を4 ) 作動中のみ有効です。 

• 「+」はプラス補正を、「一」はマイナス補正を示 


します。 


露出レベル マーク 

マイナス補正 


^1 


標準露出指標 


プラス補正 
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•露出 補正を解除するとさは、補正量を 〈 J 〉 または 
〈 g 〉 の位置に戻します。 

撮影する 



• 設定した補正量は〈综〉スイッチを 〈 OFF 〉 にしても記憶されています。 

參 シャッター速度]/] 2己秒、絞り数値 F 已 .6 び適正露出のとき、露出レベルで1段の 
補正をするということは、シャッター速度、絞り数値のいずれかを！;(下のように変 
要することと同じです。__ 



一1段卜 0 一 +1段 

シャツター速度なら 

250 卜 12己一 60 

絞り数値なら 

8.0 卜 日.6 一 4.0 


♦ 不用意に〈〇〉び動いて補正量び変わらないようごを意ください。〈(0〉スイッチ 
を 〈 OFF 〉 にすると安全です。 

™ 参 露出補正量の設定を1/3段ステップに変更することびできます。 

( C . Fn - 日 6-1 一] 43) 

参 〈図〉ボタンを押しなびら〈を^〉を回して露出補正量を設定することびできます。 
( C . Fn -13-3 一] 46) 
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MENU 


露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影 



]/2段ステップ±2段の範囲で、自動的に露出を変えなびら3コマの画像を撮影できます。こ 
れを AE 目 （Auto Exposure 目 「 acketin 呂：才ートエクスポージャーブラケテイング）撮影と 
いいます。 

撮影モード 〈 P 〉 では、シャッター速度と絞り数値の両方を変えて AEB 撮影します。 

〈 Tv 〉 では、絞り数値を変えて AEB 撮影します。 

〈 Av 〉〈 M 〉〈 A-DEP 〉では、シャツター速度を変えて AE 目撮影します。 





標準露出の) 


マイナス補正 (-1/2) 


プラス補正 (+1/2) 


綱資 

Large ん 

mmm 

切 

帖設定 

う. T，gf J •巧 

WB - 日 KT おを 

.■小.. 

がち 

入 

咖由關巧 


を活度 

5200 K 


メニューか5 [ AEB 設定]を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

• 〈 © 〉を回して [AEB 設定] を選び、〈 © 〉を巧しま 
す。 



AEB レべ J レ 


AEB レベルを設定する 

♦ 〈〇〉を回して AEB レベルを設定し、〈©〉を押 
します。 

•設定び 終了すると、メニューに戻ります。 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと液晶モニターび消え、メニ 
ューび終了します。 

— 表示ノ（ネルに〈译 ] 〉と AEB レベルび表示されます。 
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標準露出 




撮影ずる 

時 標準露出^マイナス補正^プラス補正の順に撮影 
されます。 

撮影順に補正位置び表示されます。 

■ 設定しているドライブモード（一 72) に従って撮 
影されます。 

時 AEB 撮影中は〈*〉と AE 目レベルび点滅します。 
♦セルフ タイマーを併用したとさは、1日砂後、自動 
的に3コマ連続撮影されます。 


プラス補正 
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晒の]露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影 


AEB 撮影の解除 


記复涅貸 

mmm 


lAE 娘を 

下 2 .で-® •い 1 

做-日 KT 揽 


がち 


由度巧巧 


を遺度 



♦ 手順 1、 ） の操作で AE 目レベル量を 

< 1»111«1«1 >にします。 

•〈為〉 スイッチ 〈 OFFX レンズ交換、スト□ボ充 
電完了、バッテ IJ 一交換、 CF カード交換でち自動 
解除されます。 


^ •スト □ボ撮影、およびバルブ撮影との併用はでさません。 

• カスタム機能 C . Fri -12- l (一14己）でミラーアップを設定した状態で AEB 撮影する 
場合、ドライブモードを連続撮影にしてち]コマ撮影となります。 


S1 • ドライブモードび]コマ撮影の場合は、シャッターボタンを3回押して撮影してく 
ださい。 

• AEB と露出補正を組み合わせて使用することびでさます。そのとさ、露出レベルの 
表示範囲を超える露出補正をすると、表示は次のようになりますび、補正は設定ど 
おりに行われます。 


〈 P 〉〈 Tv 〉〈 Av 〉〈 A - DEP 〉 の場合 



露出補正-2段、 AEB ±1 段 


〈 M 〉の場合 



中必露出び標準露出に巧して一2段、 AEB ±1 段 


™ 参 AEB の設定を1/3段ステップに変更することびできます。 （ C . Fn - 日 6-1 一 143) 
そのとさのファインダー内の AEB 表示は次のようになります。 


AEB +1/3 段 

-1/3 時 


AEB +2/3 段 



: -2/3 時 


• 撮影順序をマイナス補正^標準露出^プラス補正の順に変更することびでさます。 
( C . Fn - 日9-2、3一] 44) 

• AEB 撮影を〈為〉スイッチ 〈 OFF 〉、 レンズ交換、スト□ボ充電完了、バッテ U — 
交換、 CF カード交換で解除しないようにすることびでさます。 

( C . Fn - 日9-1、3一] 44) 
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* 露出を固定して撮る / AE ロック 撮影— 

選択した AF フレームで露出とピントを別々に決めることびできます。最初に露出を決めたあ 
とで構図を変える必要びある撮影にご利用ください。これを AE □ック撮影といいます。逆光 
下での撮影などに有効です。 

AF フレームの選択と測光ち式の組み合わせにより AED ックの効果は変わります。詳しくは 
『 AE □ックの効果』(-161)を参照してください。 


1 ピントを合わせる 

時 ファインダー内に露出値び表示されます。 




AE □ック表示 


〈*〉ボタンを押ず （を 4) 

時 ファインダー内に〈关〉び表示され、露出び固定 
( AE □ック）されます。 

♦ 露出を合わせたい被写体をファインダー中央にお 
いて〈关〉ボタンを巧します。 

♦ 〈关〉ボタンを押し直すたびに、そのときの露出 
値を AE □ックします。 



3 構図を決めて、撮影する 

• シャッターボタンを全巧しします。 


51 ワンシヨット AF と評価測光の組み合わせの場合、シャッターボタンを半押ししてピン 
卜び合うと同時に自動的に AE □ックされます。 

<*> ボタンの代わりにシャッターボタン半押しで AE □ックを行い、〈 * 〉ボタンで 
ピントを合わせることもできます。 （ C . Fn - 日 4-1 一1 42) 
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長時間露光(バルブ)撮影 

シャッターボタンを巧している間、シャッターび開いたままになり、シャッターボタンから指 
を離すと閉じます。これをバルブ撮影といいます。夜景や花乂、天体の撮影など長時間の露光 
び必要なときに設定します。 


<1 モードダイヤルを 〈 M 〉 にする 


2 シャツター速度を「 buLbj にする 

• 表示パネルを見なびら〈な^〉を回して 
「 buLM を選びます。 

♦ 「3/ r 」 の次び rbuLb 」 です。 


^ 絞り数値を設定する 

ジ ♦ 〈〇〉を回して希望する絞り数値を設定します。 


4 撮影する 

• シャッターボタンを全巧しします。 

_ 表示パネルに露光経過時間び表示されます。 （1 〜 
999秒まで表示） 

• 露光はシャッターボタンを巧している間だけ行わ 
れます。 


^長時間露光は撮影画像に含まれるノイズび多くなるため、多少ヴラついた画像となり 
ます。 

S 連続してバルブ撮影を行ったとさの撮影巧能時間は、約2.己時間（フル充電バッテ U — 
使用時）です。 

-% シャッターボタンを押したままにできる機能びついている U モートスイッチ RS - 
8日 N 3 (別売）や、タイマー U モートコント□—ラー TC -8 日 N 3 (別売）をカメラの U モ 
コン端テに接続して使用すれば、指でシャッターボタンを押したままにする必要はあ 
りません。（一] 71) 





^ 隱胃におわ這応用撮影 
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ミラーアップ撮影 

カスタム機能 C . Fn -12-1 卜14己）を利用して、ミラーアップと露光を別々に行うミラーアッ 
プ撮影を行うことびでさます。ミラーショックび気になる近接撮影や超望遠レンズを使用す 
るとさに活用してください。カスタム機能の設定は、『カスタム機能の設定ち法』（一141)を 
参照してください。ミラーアップ撮影を設定すると、カメラの作動は下のようになります。 


1 シャッターボタンを全押しする 

時 ミラーアップします。 

参 ミラーアップしてから約3日秒経過すると、ミラー 
は自動的に下びります。そのとさは、再度シャッ 
ターボタンを全押しします。 

^ 再度シャッターボタンを全押しずる 

A ♦撮影び 行われ、ミラーび下びります。 

♦ ちう一度撮影するとさは、手順 1 から行います。 

• 晴天の真夏の海岸やスキー場のように極端に明るいところでのミラーアップ撮影で 
は、ミラーアップ安定後速やかに撮影してください。 

参 ミラーアップ撮影ではレンズを太陽に向けないでください。太陽の熱でシャッター 
幕び焼けて損傷する恐れびあります。 

参 バルブ撮影とセルフタイマーを併用してミラーアップ撮影するとさ、セルフタイマ 
一作動中にシャッターボタンから指を離すと、シャッターび切れたような音びしま 
すび実際は撮影されていませんのでごを意ください。 

0 参 ミラーアップ撮影には U モートスイッチ RS -8 日 N 3(別売）のご使用をおすすめし 
ます。 

参 ミラーアップ撮影は、ドライブモード（一 72) の設定にかかわらず]コマ撮影にな 
ります。 

• セルフタイマーとミラーアップ撮影を併用すると、始めのシャッターボタン全押し 
でミラーアップし、2秒後に撮影されます。 



な 表示パネルの照明 

表示パネルには照明機能び付いています。 

〈か〉ボタンを巧すたびに照明び点いたり （ を 6) 消え 
たりします。暗い場所での撮影で表示パネルび見にく 
いとさに使用してください。表示パネルの照明は撮影 
終了後、約2砂で自動的に消えます。バルブ撮影では、 
撮影開始と同時に表示パネルの照明は消えます。 


0 表示パネルび照明されている間に、撮影に関わる各種ボタン、モードダイヤルを操作 
すると、照明時間び延長されます。 
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内蔵スト□ボ、または EOS 専用 EX シリーズスピードライトを使用すると、 
E-TTL 自動調光（プリ発光-記憶式評価調光）により、通常の AE 撮影と同 
じ感覚で、主被写体重視の自然で雰囲気のあるスト□ボ撮影を簡単に行ラ 
ことがでさます。 


この章では内蔵スト□ボ、 E 日 S 専用スピードライト日日日 EX を使用した撮 
影について説明しています。日日日 EX の詳しい操作については、日日日 EX ® 
使用説明書を参照してください。 


スト□ボを使った撮影 




あらかじめ〈為〉スイッチを 〈 ON 〉 に設定してくだ 
さい。また、必要に応じ、く®〉スイッチを 〈 ON 〉 
に設定してください。 


内蔵ストロボを使用した撮影 

内蔵スト□ボを使用すると、通常の AE 撮影と同じ感覚で、次のスト□ボ撮影を簡単に行うこ 
とびでさます。 

•E-TTL 自動調光撮影 

E-TTL 自動調光（プ U 発光-記憶式評価調光）により、 AF でピントを合わせた被写体に最 
適なスト□ボ光を与えます。暗いところでは、カメラを絞り優先 AE にすると自動ス□一 
シンク□になり、主被写体も背景も適正露出の、雰囲気の良い自然な撮影を全自動で行ラ 
ことびでさます。 

パ—., ソ '、丄クスポージヤー 

• FE (Flash Exposure) □ック 

被写体の任意部分のスト□ボ露出を適正にする、 FE □ック撮影びできます。この FE □ッ 
クは、スト□ボ光の AE □ック機能です。 

•スト□ボ調光補正 

露出補正と同じ感覚で、スト□ボの発光量を補正することびでさます。補正でさる補正量 
は1/2段ステップ+ 2段の範囲です。 


簡単撮影ゾーンでの内蔵ストロボ撮影 


簡単撮影ゾーン（〈：4〉〈 〈区!〉を除く）では、暗いときや日中逆光時に、内蔵スト□ボ 

び自動的に上びって発光します。 

ここでは、〈□〉（全自動）と組み合わせた E-TTL 自動調光撮影について説明します。 


<1 モードダイヤルを <□> にする 



ピントを含わせる 

J 参 シャツターボタンを半押しして、被写体にピント 
を合わせます。 

必要に応じて自動的に内蔵スト□ボび上びります。 



I — スト□ボ充電完了表示 



〈ち〉の点打を確認する 

参 ファインダー内に〈4〉び点灯していることを確認 
します。 


4 撮影ずる 

参 シャッターボタンを全押しします。 

時 内蔵スト□ボび発光して撮影されます。 

•内蔵 スト□ボを収納するときは、指で押し下げま 
す。 
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内蔵スト□ボを使用した 撮影 


応用撮影ゾーンでの内蔵ストロボ撮影 


応用撮影ゾーンでは、〈4〉ボタンを押して、内蔵スト□ボを上げてから撮影します。 

P :カメラまかせのスト□ボ撮影を行いたいとさに選択します。 

シャッター速度と絞り数値は〈仁)〉（全自動）と同様、自動的に決まります。 

Tv : 1/2 日日秒下の任意のシャッター速度を設定したいときに選択します。 

設定したシャッター速度に対し、カメラの測光で適正露出となる絞り数値び自動 
設定されます。 

Av :任意の絞り数値を設定したいとさに選択します。 

夜景などを背景にした暗い場所では、主被写体も背景も適正露出となる、自動ス 
□ーシンク□撮影びできます。主被写体はスト□ボ光で、背景はス□ーシャッタ 
一による長砂時露光で適正露出になります。 

♦ 自動ス□ーシンク□撮影では、シャッター速度び遅くなりますので、兰脚を使 
用して撮影することをおすすめします。 

M :シャッター速度も絞り数値も任意に設定したいときに選択します。 

主被写体は、スト□ボ光で適正露出となります。背景の露出は、設定したシャッタ 
一速度と絞り数値によって変わります。 

A-DEP :〈 P 〉と同じスト□ボ撮影結果になります。 


内蔵ストロボの届<距離 

-^ (EF24-85mm F3.5-4.5 USM 使用時) 


旧 0 感度 

WIDE : 24 mm 

TELE : 8 己 mm 

100 

約]〜 3.7 m 

約]〜 2 . 9 m 

200 

約]〜己 .3 m 

約]〜 4. ] m 

400 

約]〜ス 4 nn 

約]〜己 .8 m 

800 

約]〜 1 日.己 m 

約]〜 8.2 m 

1600 

約]〜] 4.9 m 

約]〜] ].6 m 

H :3200 

約]〜 2 ]m 

約]〜] 6.3 m 


スト□ボ同調シャッター速度と絞り数値 


撮影モード 

シャッター速度の設定 

絞り数値(調光絞り値）の設定 

P (絞り優先 AE) 

自動 （1/60 秒〜1/2日日秒） 

自動 

Tv (シャツター優先 AE) 

手動 （30 秒〜1/200秒） 

自動 

Av (絞り優先 AE) 

自動 （30 秒〜1/200秒） 

手動 

M (マニュアル露出） 

手動 (3 日秒〜1/200秒） 

手動 

A-DEP (絞り優先 AE) 

自動 （1/60 秒〜1/200秒） 

自動 
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内蔵スト□ボを使用した撮影 


EX シ U —ズスピードライトを使用するときは、内蔵スト□ボを収納してから取り 
付けてください。 

被写体との距離び] mlU 内で内蔵スト□ボ撮影すると、画面の一部びケラレ（欠け） 
て暗い画像になります。] mlU 上離れて撮影してください。 

レンズフードを付けたまま内蔵スト□ボを使用すると、フードでスト□ボの光びケ 
ラレてしまいます。必ずフードを外してから撮影してください。 

超望遠レンズ、大□径レンズを使用すると、内蔵スト□ボの光びケラレることびあ 
ります。 

内蔵スト□ボ照射角の広角側限界は、レンズ表記焦点距離] 8 mm までです。 
1 8 mm 未満の広角レンズを使用すると、撮影した画像の周囲び暗くなります。 

内蔵スト□ボ充電中は、 「 bu 5 y 」 と〈ち〉びファインダー内に表示されます。 

51 E - TTL の E は、英語の Evaluative (評価）の頭文字をとったものです。 

〈 Tv 〉〈 M 〉 で1/2日日砂より速いシャッター速度を設定しても、自動的に]/2日日 
秒に設定されます。 

AF 撮影時のスト□ボ露出は、常に撮影時の絞り数値を基準に、 AF フレーム連動- 
主被写体重視の E - TTL 自動調光で制御されます。 

AF でピントび合わせにくい状況では、 AF 補助光 (-35) び被写体に向けて自動投 
光されます（〈54 X 〈区)〉を除く）。 


内蔵スト□ボの発光を禁止することびできます。 （ C . Fn - 日日-3一] 43) 

内蔵スト□ボの同調タイミングを後幕シンク□にすることびできます。 

( C . Fn -1 己-1 一] 46) 

〈 Av 〉 でスト□ボ撮影するときのシャッター速度を1/2日日秒に固定することびで 
きます。 （ C . Fn - 日 3-1 一 142) 
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内蔵スト□ボを使用した撮影 


赤目緩和機能を巧う 


夜や暗い室内などで人物をスト□ボ撮影したとさに目びホく写ることびあります。これを 
「赤目現象」といい、スト□ボの光び目の網膜に反射して起こります。赤目緩和機能を使うと、 
スト□ボ撮影するときに目にやさしい赤目緩和ランプび点灯し、写る人の瞳孔をルさくして 
赤目現象を出にくくします。赤目緩和機能は〈54〉〈 ^〉〈回〉！;(外のすべての撮影モード 
で機能します。 


記旨涅資 

Large 

— 

1ホ呂な巧没を 

切 

sn 

が诚定 


し r 

WB - 日 KT 齡 

… S 

... 

がち 

义 


由餐巧巧 



を苗度 

5200 K 



メニューか5 [赤目緩和機能]を選ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

• 〈〇〉を回して [赤目緩和機能] を選び、〈毎)〉を押 
します。 


記窝號 


- 

Ih 巧;'むけ》 

闻 


が城定 
WB-BKT 齡 
がち 
觀由乐男巧 
を械 

■>A 



2 


赤目緩和機能を設定する 

• 〈〇〉を回して[入]を選び、〈受)〉を押します。 

時 設定び終了すると、メニューに戻ります。 

参 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと液晶モニターび消え、メ 
ニューび終了します。 


園 


• シャッターボタンを半巧しすると、ファインダー内に赤目緩 
和ランプ点灯表示び行われます。 

# 写される人びランプをを視していないと効果びありませんの 
で、写される人びランプを見るように声をかけてください。 

• 効果的な赤目緩和撮影のためには、約].已秒間の赤目緩和ラ 
ンプ点灯表示び消えてからシャッターボタンを全押ししてく 
ださい。 

参 赤目緩和ランプ点灯中でも、シャッターボタンを全巧しすると撮影できます。 
参 赤目緩和機能は EX シ U —ズスピードライト使用時も機能します。 

参 赤目緩和効果の度合いには個人差びあります。 


■TTTTTTTTl 



赤目緩和ランプ 
点灯表示 



室内を明るくしたり、写したい人に近づくとより効果的です。 


9已 











内蔵スト□ボを使用した 撮影 


* FE □ック撮影 


FE (Flash Exposure ) □ック撮影は、被写体の任意の部分に適正調光させるスト□ボ撮影で 
す。 FE □ックは応用撮影ゾーンで機能します。 




〈ち〉の点 I 灯を確認する 

鲁 〈ち〉 ボタンを巧して内蔵スト□ボを上げておさま 
す。 

♦ファインダー 内に 〈ち〉 び点好していることを確認 
します。 



2 ピントを含わせる 

• 露出を合わせたい被写体にピントを合わせます。 


部分測光範囲 




〈*〉ボタンを押す （る 16 ) 

♦ ファインダーの部分測光範囲を被写体に合わせて 
〈乂〉ボタンを巧します。 

時 スト□ボびプ U 発光し、被写体に必要な露出量を 
記憶します。 

— ファインダー内に〈乂〉び点巧します。 

— 中央の AF フレームび 一瞬 ホく光ります。 

— ファインダー内の表示び約日.己砂間、①のように 
なり、そのあと②の表示になります。 

♦〈来〉 ボタンを押し直すたびにプ U 発光し、そのと 
さ必要な露光量を FE □ックします。 



撮影する 

• 構図を決めて撮影します。 


被写体までの距離び遠すざて露出不足になるとさは〈4〉び点滅します。被写体に近づ 
いてちラー度手順〜の操作をします。 

〈図〉ボタンで FE □ックを行うことびできます。 ( C . Fn -1 3-4-146) 
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内蔵スト□ボを使用した撮影 


阻ストロボ調光補正 


露出補正と同じ感覚で、スト□ボの発光量をカメラで補正することびでさます。設定でさる 
補正量は1/2段ステップ±2段の範囲です。スト□ボ調光補正は応用撮影ゾーンで機能しま 




補正量を設定ずる 

♦ 〈@)〉スイッチを 〈 ON 〉 にして、表示パネルまた 
はファインダーを見なびら〈〇〉を回し、希望す 
る補正量を設定します。 

♦ 「+」はプラス補正を、「一」はマイナス補正を示 
します。 

^r— 標準露出指標 

-2.1 •も .1.2+ 

露出レベル マーク - 1 

マイナス補正 ^ .► プラス補正 


マイナス補正 



♦ スト□ボ調光補正を解除するときは、補正量を 〈 S 〉 
の位置に戻します。 


J 撮影する 


园 • 設定した補正量ま〈為〉スイッチを 〈 OFF 〉 にしても記憶されています。 

参 手順 i で〈む〇を回すと、測光モードの選択卜7日）になります。 

™ • 調光補正量の設定を1/3段ステップに変更することびでさます。 

( C . Fn - 日 6-1 一] 43) 

• スト□ボ露出自動低減制御を解除することびできます。 （ C . Fri -14- l 一 146) 
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EOS 専用スピ-ドライト日日 OEX を使用した撮影 

キヤノンスピードライト己己日 EX を取り付けると、通常の AE 撮影と同じ操作感覚で、次のス 
卜□ボ撮影を簡単に行うことびでさます。 

•E-TTL 自動調光 

E-TTL 自動調光（プ U 発光-記憶式評価調光）により、 

AF でピントを合わせた被写体に最適なスト□ボ光を与 
えます。暗いところでは、カメラを絞り優先 AE にする 
と自動ス□ーシンク□になり、主被写体も背景ち適正露 
出の、雰囲気の良い自然な撮影を全自動で行ラことびで 
さます。 

• 八イスピードシンク □ (FP 発光） 

3 日 秒から 1/4 日日日 秒の全 シャッ ター速度に同調するノ V イスピードシンク □ (FP 発光）撮影 
びでさます。 

フラ、ソシ，エクスポージドー 

• FE (Flash Exposure) □ツク 

被写体の任意部分のスト□ボ露出を適正にする、 FE □ック撮影びできます。この FE □ッ 
クは、スト□ボ光の AE □ック機能です。 

♦ スト□ボ調光補正 

通常の AE 露出補正と同じ感覚で、スト□ボ光のみの調光補正を行ラことびでさます。補正 
でさる範囲は、]/2段ステップ±2段です。 

三..' - i エクスポー-ソヤ ー 7うケテイング 

• FEB (Flash Exposure Bracketing) 

スト□ボ光の AEB である、 FEB 撮影を行うことびできます。設定できる範囲は、 ]/2 段ス 
テップ ±3 段です。 

•モデリング発光 

スト□ボ撮影時の影の出かたや、多灯発光によるライティングのバランスを事前に確認す 
ることびでさます。 

• ワイヤレス多な - E-TTL 自動調光 

カメラに直接取り付けたときと同じ感覚で、上記すベての機能を活用したワイヤレス多 
好 • E-TTL 自動調光撮影びできます。接続コードび不要なため、自由で高度なライティン 
グ設定び可能です。 



S ピントび合わせにくい状況では、己己日 EX から AF 補助光び被写体に向けて自動投光 

されます。 

E 日 S 専用外部スト□ボ使用時におけるこのカメラの区分は、 A タイプ （ E - TTL 自動 
調光対応）カメラです。 


98 


EOS 専用スピードライト已已日 EX を使用した撮影 


を自動ストロボ撮影 


ここでは、 〈 P 〉 （プ□グラム AE ) と組み合わせた E-TTL 自動調光撮影について説明します。 
己己日 EX の操作については、己己日 EX の使用説明書を参照してください。 



スト□ボ充電完了表示 



モードダイヤルを 〈 P 〉 にする 

曰曰 OEX のパイ□ットランプの点なを確認 
する 

被写体にピントを含わせて撮影ずる 

♦ファインダー 内の〈4〉の点打と、シャッター速度、 
絞り数値を確認して撮影します。 


撮影モード別スト□ボ撮影 


< Tv >< AvXM 〉の撮影モードと組み合わせたときも、スト□ボを使用しない通常撮影と同 
じ操作で E-TTL 自動調光撮影を行うことびできます。 


(1) シャッターボタンを半押しすると、シャッター速度や絞り数値は、通常のスト□ボを使用 
しない撮影と同じようにカメラによって設定されます。 


撮影モード 

シャッター速度の設定 

絞り数値（調光絞り値）の設定 

Tv (シャッター優先 AE) 

手動 （30 秒〜1/200秒） 

自動 

Av (絞り優先 AE) 

自動 （30 秒〜1/200秒） 

手動 

M (マニュアル 露出） 

手動 （30 秒〜1/2日日秒） 

手動 


* 暗いところで 〈 Av 〉 を設定すると、シャッター速度び遅くなりますので、手ブレ防止 
のため、兰脚を使用してください。 


(2) シャッターボタンを全巧しすると、 （1) で設定された絞り数値を基準にした r プリ発光 • 
記憶式評価調光」により、 E-TTL 自動調光撮影が行われます。 

(3) 背景の露出は、その時のシャッター速度と絞り数値の組み合わせによって決まります。 


0 〈 A - DEP 〉 でスト□ボ撮影したときは、〈 P 〉と同じ撮影結果になります。 

撮影モードを簡単撮影ゾーンにしたときは、内蔵スト□ボを使用したときと同じ感 
覚で、カメラまかせでスト□ボ撮影びでさます。 

™ EX シ U —ズスピードライトの発光を禁止することびでさます。 

( C . Fn - 日己-3一 143) 

〈 Av 〉 でスト□ボ撮影するときのシャッター速度を]/2日日秒に固定することびで 
きます。 （ C . Fn - 日 3-1 一] 42) 
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EOS 専用スピードライト已已日 EX を使用した撮影 


失 H 八イスピードシンク □( FP 発光)撮影 


己日日 EX を八イスピードシンク□モード 〈田!〉 にすると、1/2日日秒よりも速いシャッター速度 
び設定されても、自動的にすべてのシャッター速度に同調する八イスピードシンク afP 発 
光）撮影び巧能になります。八イスピードシンク□状態になると、カメラのファインダー内に 
〈ち H 〉び表示されます。 

八イスピードシンク□撮影は次のような状況のポートレート撮影などで効果を発揮します。 

• 曰中シンク□によるポートレート撮影で、絞りを開いて（絞り数値をルさくして）背景をぼ 
かす。 

• キャッチライトを入れる。 

• シャドー部に補助光をちえる。 



通常発光 FP 発光 


FE 己撮影 


己日日 EX では背景の露出を変えずに1/2段ステップ±3段の範囲で、自動的に発光量を変えな 
びら3〕マのスト□ボ撮影を行うことびできます。これを FEB(Flash Exposure Bracketing ) 
撮影といし"'ます。 



♦ FEB の設定は己己日 EX で行います。詳しくは已已日 EX の使用説明書を参照してください。 

♦ FEB 撮影は己己日 EX の充電を確認してから行ってください。 〈 IZIMI 〕 マ撮影）をおすすめ 
します。 


FEB の設定を]/3段ステップに変更することびできます。 （ C . Fn - 日 6-1 一 143) 
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EOS 専用スピードライト已已日 EX を使用した撮影 


*FE □ック撮影 

FE □ック撮影の操作につしては、内蔵スト□ボの 『 FE □ック撮影』卜 96) に準じます。 

なお、己己日 EX の発光モードは、通常発光/八イスピードシンク afP 発光）のどちらでち構 
いません。それぞれの発光モードに対応した FE □ック撮影びでさます。 


阻スト□ボ調光補正 

調光補正の操作については、内蔵スト□ボの『スト□ボ調光補正』卜 97) に準じます。 

S EX シ U —ズスピードライトの中には、スト□ボ側でも調光補正を設定できるものびあ 
ります。これらのスト□ボとカメラの両方で調光補正を行った場合は、スト□ボ側の 
補正び優先し、カメラによる補正は機能しません。 


モデ IJ ング発光 

スト□ボ撮影による被写体の影の出かたや、多灯発光によるライティングのバランスを確認 
することびでさます。 


スト□ボ撮影のためのカメラとスト□ボの 
■ 設定を確認ずる 

2 カメラの絞り込みボタンを押す 

• 己己日 EX び7日 Hz で約]秒間発光します。 


ワイヤレスを巧- E-TTL 自動調光撮影 

スピードライト己己日 EX は、次の3つの機能を備えています。 

(1) 通常の E - TTL 自動調光スト□ボ 
に）スレーブスト□ボ 

(3) スレーブ設定された已已日 EX をワイヤレス制御するマスター機能 

これらの機能を活用すると、カメラ•スト□ボ間の接続コードび不要の「ワイヤレス多好 • E - 
TTL 自動調光撮影」を簡単に行うことびできます。 

このシステムは、3灯までの組み合わせ、メイン•サブに区分した光量比の設定など、高度で 
自由なスト□ボライティングを実現したちのです。 

♦ 詳しくは己已日 EX 、 ST - E 2 の使用説明書を参照してください。 

S マク aU ングライト MR -14 EX 、 マク□ツインライト MT -24 EX をマスタースト□ボ 
として、また、スピードライト42日 EX をスレーブスト□ボとして使用することをで 
さます。 

101 



^ スト〇ボ撮影 























況 I 用ストロボを使用した撮影 

同調シャッター速度 

ル型のミ凡用スト□ボは]/2日日秒下のシャッター速度で、スタジオ用の大型スト□ボは 

]/6日秒下のシャッター速度で同調撮影することびできます。なお、お使いになるスト□ボ 

びカメラに正しく同調するかどうか、あらかじめ確認してからお使いください。 

シンク□端子について 

シンク□端テを利用して、シンク□コード付さのスト□ボを使用することびでさます。シン 

ク□端テはコードの抜け落ちを防止する□ックねじ付きです。 

41 • 他社製のカメラ用のスト□ボ（一般にホットシューに複数の接点を持つスト□ボ） 
および、スト□ボ用付属品をこのカメラに使用すると、カメラび正常な機能を発揮 
しないばかりでなく、故障の原因となることびありますのでごを意<ださい。 

♦スタジオ 用大型スト□ボの中には、シンク□コ 
ードの極性び、このカメラの極性と逆のちのび 
あります。この場合そのスト□ボは発光しませ 
ん。スト□ボメーカーに相談されるか、市販の 
極性変換ケーブルを使用して極性を合わせてく 
ださい。このカメラの極性はち図のようになっ 
ています。 

♦ 高圧スト□ボをアクセヴ U —シューに取り付けて使用しないでください。発光しな 
いことびあります。 

0 アクセヴ U —シューとシンク□端テにそれぞれスト□ボを接続して、同時に使用する 

ことびでさます。 



TTL / A - TTL 自動調光スピードライトについて ■ 

• TT し A-TTL 自動調光の EZ/E/EG/ML/TL シ IJ- ズスピードライトを TTL、A-TTL 自動 
調光状態で使用すると発光しません。マニュアル発光機能を持つスピードライトはマニュ 
アル発光モードで撮影してください。 

♦ 己己日 EX のカスタム機能 C.Fri-3-l を設定して、 TTL 自動調光になっているときは発光し 
ません。 
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撮影した画像を見る方法や削除の方法、またテレビとの接続方法について 
説明します。 


撮影画像の再生 


他の機器で撮影-記録された画像データについて 

このカメラじ(外で撮影された画像や、このカメラで撮影したあとにコンピューター 
などで画像データを加工したり、ファイル名を変更した画像は、正常に表示でさな 
い場合びあります。 



撮影した画像を再生ずる 

撮影した画像を自由に選択して、 ] コマ表示や画像情報表示、インデックス表示、拡大表示で見る 
ことびでさます。また画像を回転して表示したり、1日コマ先の画像を表示することをでさます。 


1コマを术 


拡大表示：1.己倍 




インデックス表示 



扳:大表示：1日倍 



回昭表术 




囚1コ7表示 


1 画像を再生ずる 

• 〈[3〉ボタンを押します。 

時 最後に撮影された画像び液晶モニターに表示され 
ます。 




表示画像を切り換える 

♦ 〈©〉を左に回すと、新しい画像から順にちい画 
像び表示されます。 

♦ 〈©〉をちに回すと、ちい画像から順に新しい画 
像び表示されます。 

• 〈囚〉ボタンを巧すと液晶モニターび消え、再生 
び終了します。 


園 
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再生状態のままカメラを放置すると、オートパワーオフ（一1 38) で設定した時間で再 
生び終了します。 

































撮影した画像を再生する 


INFO. 撮影画像の情報表示 


液晶モニターに画像び表示されているときに 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、画像の撮影情報び表 
示されます。 



〈 INFO .〉 ボタンを押す 

参 ] コマ表示の状態で 〈 INFO .〉 ボタンを押します。 

♦ 表示画像は1コマ表示同様、〈〇〉の操作で切り換え 
られます。 

•巧す ごとに、 ] コマ表示、画像情報表示び切り換わり 
ます。 



スト□ボ調光補正量 
(スト□ボ不使用時は非表示) 

露出補正量 
絞り数値 
シャツター速度 
記録画像数/ 

総記録画像数 
記録画質 


1/1巧日, 6留* 

16/30 化因2002/08/011 1^: 


撮影画像 


画像プ□テクト 


ファイル番号 
ヒストグラム 
音声メモ 

(EOS10D は録音機能なし） 
測光モード 
J 取影 iE — 卜 

ISO 感度 
WB - 巨 KT 値 
撮影時刻 

ホワイトバランス 
色温度脂定時のみ） 

撮影年月曰 


S 参 撮影準備状態での設定内容表示については、『カメラの設定内容を確認する』卜己 8) 
を参照してください。 

•オート プレイ、画像回転、画像プ□テクト中に 〈 INFO .〉 ボタンを押してを、画像情 
報を表示することびでさます。 


ヒストグラムについて 

ヒストグラムとは、横軸に明るさ、縦軸にその明るさの画素数を積み上げたグラフです。左 
によるほど暗い画素になり、ちによるほど明るい画素になります。このヒストグラムを見る 
ことにより、撮影した画像びどの程度の明るさか判断することびでさます。 

ヒストグラムを見て、暗いほうに偏って 
いるようであれば、露出補正（一8己）をプ 
ラス補正し、明るいほうに偏っているよ 
ラであれば、マイナス補正し、再撮影す 
ることで良い結果び得られます。 

八イライト警告表巧について 

画像情報表示にしたとさに、撮影画像の露出オーバー部分を点滅表示します。ヒストグラム 
を参考に露出をマイナス補正して再撮影すると良い結果び得られます。 


ヒストグラム例 



暗い画像 普通の明るさの画像 明るい画像 


10已 




































撮影した画像を再生する 


H インデックス表示 


1画面に9コマの画像を同時に表示します。 


^ 画像を表示ずる 

I 参 〈[3〉ボタンを押します。 

時 最後に撮影された画像び液晶モニターに表示され 
ます。 




> 画像を選ぶ 

^ •〈©〉 を左に回すと、新しい画像から順にちい画 
像び選択されます。 

• 〈〇〉をちに回すと、ちい画像から順に新しい画 
像び選択されます。 


A インデックス表示の状態か!5任意の方法で 
4 画像を再生ずる 

• 〈囚〉ボタンを押すと]コマ表示になります。 

• 〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、画像の撮影情報び表示 
されます。 

•〈み〉 ボタンを]回押すと]コマ表示に、もう一度 
押すと拡大表示(-107)になります。 


S インデックス表示中に 〈 JUMP 〉 ボタンを押して〈〇〉を回すと、前または次の9コマ 
目の画像へジャンプすることびできます。（一]日 8) 
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撮影した画像を再生する 


み/み拡大表示 


撮影した画像を、約 T . 己倍〜約1日倍に拡大して表示することびでさます 


4 画像を表巧ずる 

I • ぉ大したぃ画像を]コマ表示、または画像情報表 
示で再生します。 



拡大表示位置 


画像を拡大する 

• 〈み〉ボタンを押します。 

時 始めに画面の中央び拡大表示されます。 

♦〈み〉 ボタンを巧し続けると、最大の拡大率まで連 
続的に大さくなります。 

•〈因 •み〉ボタンを巧すと、縮小表示になります。 
巧し続けると、手順 1 の状態まで連続的に小さく 
なります。 




^ 表示位置を移動する 

' 鲁く〇〉 を回すと、表示位置び左もち向に移動します。 
♦表示 位置を上下ち向へ移動するとさは、〈<*〉ボタ 
ンを押して移動ち向を切り換えたあと、〈©〉を回 
します。〈<>〉ボタンを押すごとに移動ち向び切り 
換わります。 

•表示 位置の移動ち向は、画面に表示されている 
<◄►>. または〈▲▼〉で確認することびでさます。 

♦ 手順）、 3 を繰り返して希望する位置を拡大します。 


♦扳 :大表示を終了するときは、〈囚〉ボタンを押し 


ます。 


拡大表示中に〈を^〉を回すと、拡大位置、拡大率を固定した状態で、表示画像を切り 
換えることびでさます。 
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撮影した画像を再生する 


JUMP ジャンプ表示 


1コマ表示、画像情報表示、インデックス表示、拡大表示のとさに、画像を飛ばして表示（ジ 
ヤンプ）することびでさます。 



画像を表示ずる 

• ] コマ表示、画像情報表示、インデックス表示、 
拡大表示のいずれかで再生します。 



ジャンプバー 


ジャンプ表示にずる 

• 〈 JUMP 〉 ボタンを巧します。 

時 画面の下にジャンプバーび表示されます。 



前後の画像にジャンプする 

• 〈©〉（拡大表示のとさは〈£^〉）を回します。 

1コマ表示、画像情報表示、拡大表示 

•左に回すと前の]日コマ目、ちに回すと次の]日コ 
マ目の画像を表示します。拡大表示のとさは、}に 
大位置、拡大率び固定された状態でジャンプしま 
す。 



参 OUMP 〉 ボタンを押すとジャンプバーび消え、ジヤ 
ンプび終了します。 
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[画像プ□テクト]、[画像回転] でジャンプ表示を行うことちでさます。 
































撮影した画像を再生する 


MENU 


撮影画像を自動再生ずる/オートプレイ 


CF カードに記録されてぃる画像を自動的に連続表示します。 T 画像の表示時間は約3砂です。 


I 如お度縣 
度をブ□テク K 
国 S 回を 
ブリント齡 

切 


IL 才-はレイ_ 1 

才ートバローオフ 

け 


赋度巧の臟 

A 



メニューか5 [才ートプレイ]を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈€)〉を回して はートプレイ] を選びます。 




自動再生ずる 

• く®〉を巧します。 

時 画像読み込み画面び約2秒間表示されたあと、自 
動再生び始まります。 

• 自動再生を一時停止したいときは、〈©〉を押し 
ます。 

• 一時停止中は画像の左上に[ II ]び表示されます。 

再度く®〉を巧すと、自動再生び再開されます。 
•自動 再生を終了するときは、 〈 MENU 〉 ボタンを押 
します。 


^ •自動 再生中は、才ートパワーオフト13 8) は機能しません。 

画像を見終わったら、 〈 MENU 〉 ボタンを押して自動再生を終了してください。 

• 撮影画像によっては、表示時間び異なる場合びあります。 

一時停止中に〈〇〉を回すと、通常の]コマ表示と同じよラに、表示画像を切り換え 
ることびでさます。 
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撮影した画像を再生する 


の邸]撮影画像を回おして表术ずる 


撮影画像を時計ち向に9ぴ、27ぴ回転することびできます。この機能で画像の向きをあら 
かじめ正しくセツトしておくと、再生のときに正しい向さで表示することびでさます。 


娜 5200 K 

朋パラ}(-夕-鮮 
I 胡 离度拒 張 切 

国 It ブ□テク!'' 




メニューか5 [画像回転]を選ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

•〈©〉 を回して [画像回転] を選び、〈©〉を巧しま 
す。 

時 画像回転画面になります。 

♦ 〈且•み〉 ボタンを押すと、インデックス表示での 
画像回転画面になります。 



画像を回輯させる 

♦ 〈〇〉を回して回転したし Ml 像を選び、〈@〉を押 
します。 

時 〈@)〉を巧すたびに、時計ち向に9日。一270°一 
ぴの順に回転します。 

• 他に回転したい画像びあるときは、手順 2 を繰り 
返します。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと、画像回転び終了しメニ 
ユーに 戻ります。 



グ U ップを下にした縦位置で 
撮影した画像を90°回転 


グ IJ ップを上にした縦位置で 
撮影した画像を270°回転 


- 参グ IJ ツプを下（上）にして縦位置で撮影した画像は、90° (27日°)回転させること 
で、正位置にすることびでさます。 

• メニユー [縦横自動回転 表玩を [入] 卜已 7) に設定して縦位置で撮影すると、この機 
能で画像を回転させる必要びなくなります。 

• 画像情報表示、拡大表示で画像を回転することもでさます。 
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撮影した画像をテレビで見る — 

付属のビデオケーブルを使用すると、撮影した画像をテレビなどで見ることびでさます。接 
続の際は、カメラとテレビの電源を切つた状態で行つてください。 



カバーを開ける 



接続する 

•カメラの ビデオ出力〈 V 端 P 〉 端テと、テレビのビデ 
才入力端テを付属のビデオケーブルで接続します。 
•ケーブルの プラグを、根元までしっかりと差し込 
みます。 


テレビの電源を入れ、入力切り換えをビデ 
才入力にする 


〈録〉スイッチを 〈 ON 〉 にする 



〈[3〉ボタンを押す 

時 画像びテレビに表示されます。 

♦ テレビを見なびら液晶モニターと同じように画像 
を見たり、メニュー設定を行うことびでさます。 
•見 終わったら、〈综〉スイッチを 〈 OFF 〉 にし、テ 
レビの電源をオフにしてから、ビデオケーブルを外 


します。 


参 テレビち式と異なるビデオ出力ち式（^14日）を設定すると、画像び正しく表示さ 
れません。テレビち式については接続する機器の使用説明書を参照してください。 
参 使用するテレビ（モニター）によっては、画面表示びケラレることびあります。 


0 • AC アダプターキット ACK - E 2 (別売/一 17日）のご使用をおすすめします。 

• カメラにビデオケーブルを接続すると、液晶モニターに画像やメニューは表示され 
ません。 

参 初期状態では日本のテレビち式と同じ [ NTSC ] 方式に設定されています。 

ビデオ出力ち式を [ PAL ] 方式に切り換えることびできます。(-140) 























































MENU 


撮影画像にプ□テクトをかける ■ 


大切な画像を間違って消さないよラにプ□テクト（保護）をかけることびできます。 


圓国觸巧 


純度 

5200 K 

坦か行 X - 夕 — 

贈 • 

國度細 

切 

1恒が□テクト 1 1 

国 g 固を 


プリント指を 



メニューか5 [画像プ□テクト]を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

• 〈〇〉を回して画像 プ□テクト] を選び、〈毎)〉を巧 
します。 

時 プ□テクト画面になります。 

参 〈且•み〉ボタンを巧すと、インデックス表示での 
プ□テクト画面になります。 


/ 若。 




越 

1/1 巧 5.6 ■„ 一， 

22/30 ILB み ! Mfito 


プ□テクト表示 


プ□テクトをかける 


• 〈〇〉を回してプ□テクトをかけたい画像を選び、 
〈@〉を押します。 

時プ □テクトび設定されると、画面下に〈因〉び表 
示されます。 

• 再度〈©〉を押すと、プ□テクトび解除され〈因〉 
び消えます。 

•他に プ□テクトをかけたい画像びあるとさは、手 
順 2 を繰り返します。 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、画像プ□テクトび終了 
しメニューに戻ります。 


0 プ□テクトをかけた画像は、このカメラの消去機能で消去でさません。画像を消去す 
るとさは、プ□テクトを解除してください。 

•必要な 画像にプ□テクトをかけて全コマ消ま（一]] 4) を行うと、プ□テクトをかけ 
た画像外はすべて消去されます。必要な画像がを一度にまとめて消去する際に便 
利です。 

• 画像情報表示、拡大表示で画像にプ□テクトをかけることをでさます。 
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i 撮影画像を消去する 

画像を消去するち法には、] コマず つ消去するち法と CF カー ドに記録されているすべての画 
像を消去するち法びあります。 

• 消去した画像は復元でさません。十分に確認してから消去してください。 

参 大切な画像を誤って消去しないよう、プ□テクトをかけてください。 


。コマ消去] 



画像を表示する 


♦ 〈[3〉ボタンを押します。 

一 最後に撮影された画像び液晶モニターに表示され 
ます。 


2 消去ずる画像を選ぶ 

♦ 〈©〉を回して消去したい画像を選びます。 



• 手順 ） で〈 H •み〉ボタンを巧してから手順 3 を行 
うと、インデックス表示で画像消去びでさます。 



消去する 

• 〈〇〉を回して [消去] を選び、〈@〉対甲します。 

アクセスランプび点滅して画像び消去されます。 

♦ 他に消去したい画像びあるとさは、 手順）〜 4 を 
繰り返します。 

♦ 〈囚〉ボタンを押すと液晶モニターび消え、再生 
び終了します。 



































雨撮影画像を消去する 


をコマ消ま 


1 画像を表示する 

♦ 〈[3〉ボタンを押します。 

時 最後に撮影された画像び液晶モニターに表示され 
ます。 



消去画面にする 

• 〈 ra 〉 ボタンを巧します。 

時 画面の下に消去メニューび表示されます。 




3 [全画像…]を選ぶ 

♦ 〈〇〉を回して [全画像…] を選び、〈©〉を押しま 
す。 


時 確認画面び表示されます。 



消去する 

• 〈©〉を回して [0 K ] を選び、〈@〉を巧します。 

— プ□テクトをかけていないすベての画像び消去さ 
れます。 

♦ 消去中に〈@〉を巧すと消去作業び中止されます。 


消去した画像は復元でさません。十分に確認してから消去してください。 

参 必要な画像にプ□テクト（一]] 2) をかけて全コマ消去を行うと、プ□テクトをかけ 
た画像外はすべて消去されます。必要な画像がを一度にまとめて消去する際に便 
利です。 

•画像 情報表示、インデックス表示、拡大表示で画像を消去することちでさます。 
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MENU 


CF 力ードを初期化ずる 


このカメラで使用でさるように CF カードを初期化します。また、 CF カードをカメラに入れた 
とき、表示パネルに 「frr [/^」（ CF エラー警告）び表示されたときも、 CF 力ードを初期化す 
ることで、使用でさる場合びあります。 


日は/時刻 

'03/02/14 11:0目 

ファイルお 

a しお 

言爵 

0本語 

ビデオ出力ちす 

NT 沈 

に FA — ド初巧化 1 

たスタム巧が巳邮 . 

窝をぉ除 



メニューか5 [ CF 力ード初期化]を選ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈〇〉を回して [CF 力-ド初期化] を選び、〈赁)〉を 
巧します。 

時 確認画面び表示されます。 


% 初期化する 

一 • 〈〇〉を回して [0 K ] を選び、〈毎)〉対甲します。 
— CF カードび初期化されます。 

— 初期化び完了するとメニューに戻ります。 



ぴ力-ドを棚化します 


化日服揉用 


^ CF カードを初期化すると、 CF カード上の記録内容はすべて消去されます。プ□テク 
卜をかけた画像も消去されますので、 CF カード内の記録内容を十分に確認してから行 
ってください。 

S キヤノン製じ(外の CF カードや、他のカメラ、コンピューターで初期化した CF カー 

ドを使用すると、正しく動作しない場合びあります。そのとさは、必ずこのカメラ 
で初期化してください。初期化することで、使用でさる場合びあります。 

表示パネルに 「frr [ f 」（ CF エラー警告）び表示されたときは、スキャンディス 
クなどのユーティ U ティーソフトを使って、カードの診断および修復することをお 
すすめします。 

初期化や、スキャンディスクなどのユーティ U ティーソフトを使ってカードの診断 
および修復作業を行っても、表示パネルに 「frr 」 （ CF エラー警告）び表示さ 
れたり、正しく動作しないときは、月 U の CF 力ードに交換してください。 
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ダイレクトプリントに対応したカードフォトプリンター、または巨 J プリン 
ターをカメラと専用ケーブルで接続すると、簡単な操作でされいにプリン 
卜することができます。ダイレクトプリントの操作はすべてカメラ側で行 
います。 


カメラダイレクトプリント 


ダイレクトプリントについて 

このカメラに、カードフオトプ U ンター（別売)、またはダイレクトプ U ント対応 BJ プ U ンタ 
一（別売）を直接つないで、 CF カードに記録されている画像を、カメラのボタン操作だけで 
簡単にプ U ントすることびでさます。これをカメラダイレクトプ U ントといいます。なお、 
DP 日 F でプ U ント指定卜] 27) した画像をダイレクトプ U ントすることもできます。 


カードフオトプ IJ ンター 



41 •ダイレクト プ U ントを行うときは、カメラの電源に AC アダプターキット ACK - E 2 
(別売/一 17日）のご使用をおすすめします。 

• カメラの電源にバッテ IJ ーパックを使用するとさは、フル充電されたバッテ IJ 一を 
使用してください。プ U ントする際はバッテ IJ 一の残量にミ主意してください。 

0 プ U ンターへのインクカセット/タンクやペーパー（用紙）の入れち、電源の接続など、 
プ U ンターの準備については、プ U ンターに同捆されている使用説明書を参照してく 
ださい。 


カメラとプ IJ ンターを接続ずる — 


図力ードフォトプ y ンターを接続する 


カメラとプ U ンターを接続するケーブルと、プ U ンターの接続ち法については、プ U ンター 
に同捆されている使用説明書の内容に従ってください。 
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カメラとプリンターを接続する 



1 カメラの〈绿〉スイッチを 〈 OFF 〉 にする 

(一 26 ) 


- プリンターの準備をする 


参 詳しくは使用するプ U ンターの使用説明書を参照 
してください。 



ミ 


カメラとプリンターを接続ずる 

• 使用でさるケーブルと接続ち法については、プ U 
ンターの使用説明書を参照してください。 

参 ケーブルのプラグの形状を確認して、カメラとプ 
IJ ンターを接続します。 

•カメラ 側を接続するとさはプラグの〈く^〉び、力 


メラの前面に向くようにして、プラグをカメラの 


デジタル 〈 DIGITAL 〉 端テに差し込みます。 



カメラの〈氮〉スイッチを 〈 ON 〉 にしたあ 
と、〈[3〉ボタンを押す 

CF カードに記録されている画像び表示されます。 


プリンターの電源を入れる 

• プ U ンターのメインスイッチを巧して電源を入れ 
ます。 

時 カメラの液晶モニターの左上に〈図〉び表示され 
ます。 

• カードフオトプ U ンター CP-1 日使用時は、手順 2 
でプ U ンターに電源ケーブルを接続した時点で電 
源び入ります。 
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カメラとプリンターを接続する 


囚己 J プリンターを接続ずる 


カメラとプ U ンターを接続するケーブルと、プ U ンターの接続ち法については、プ U ンター 
に同捆されている使用説明書の説明に従ってください。 



1 『力ードフォトプリンターを接続する』 (一1 19) 
の〜 3 と同じ手民で、カメラとプリンター 
を接続する 


^ カメラの〈録〉スイッチを 〈 ON 〉 にしたあ 
— と、〈[^〉ボタンを押す 


一 巨 J プ U ンター接続表示 



時 CF カードに記録されている画像び表示されます。 


> プリンターの電源を入れる 

^参プ U ンターの電源ボタンを押して電源を入れます。 

カメラの液晶モニターの左上に〈囚〉び表示され 
ます。 


時 プ U ンターの操作パネルに〈〇〉び表示されます。 


カメラのデジタル 〈 DIGITAL 〉 端テからケーブルを取り外すときは、必ずプラグの側 
面を持って引いてください。 

カメラとプ U ンターの接続には、専用のインターフェースケーブルじ(外は使用しな 
いで < ださい。 

0 カメラとプ U ンターを接続しているケーブルを取り外すとさは、次の手順で行って 

<ださい。 

1. カメラの電源を切る 

2. プ U ンター側のケーブルを取り外す 

3. カメラ側のケーブルを取り外す 

プ U ンターとの接続び解除されると、カメラの液晶モニターに表示されている 
〈図〉または〈巧〉び消え、通常の再生状態になります。 

カメラにプ U ンターを接続している状態（プ U ント中を除く）でも、カメラのシャ 
ッターボタンを半押しすると、すぐに撮影準備状態に戻ります。 


120 









プ u ントずる 


ダイレクトプ U ントの操作はすべてカメラ側で行います。 



プリントする画像を選ぶ 


♦ カメラの液晶モニターの左上に〈図〉または〈囚〉 
び表示されていることを確認します。 

• 〈©〉を回してプ IJ ントする画像を選びます。 

• 证 sa 形式の画像はダイレクトプ U ントでさませ 
ん。 



〈@〉を押す 

時 ダイレクトプ U ント画面になります。 

♦プリント する画像を変更するときは、 〈 MENU 〉 ボ 
タンを押し、手順 1 に戻ります。 



プリント機能の設定をする 

プ U ント機能の設定については、 ] 23〜12目ページ 
を参照して < ださい。 

力ードフォトプリンター接続時 

♦画面ち 上でプ U ントスタイルの設定状態、画面左 
上でプ U ント範囲を確認することびできます。 

春 使用する用紙と、プ U ント 画面の設定 （1 画面/分 
割画面）び合っていないときは、 [スタイル] (一 
1 23) の陋面設定] で、用紙に合った項目（[1 画面] 
/ [分割画面） を選びます。 

参 そのままの設定でプ U ントするときは、手順 4 に 
進みます。 


BJ プリンター接続時 

• 必ず [スタイル] (一] 23) で [ぺーパー] (用紙）の設定 
を行ってください。 



プ U ントする 

参 〈©〉を回して [プリント] を選び、〈@)〉を押しま 
す。 

プ IJ ントび開始されます。 

• 液晶モニターに [中止] び表示されているときは、 
プ U ントを中止することびでさます。 

参 プ IJ ントび正常に終了すると、手順 1 の状態に戻 


ります。 
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プリントする 



忡山が表示されている間に〈@〉を押す 

時 プ IJ ントび中止されます。 

時 確認画面び表示されたときは、〈©〉を回して [0 K ] 
を選び、〈©〉を押します。 


S プリント中止について 

力ードフォトプリンター接続時 

プ U ント枚数び]枚のときは、プ U ントを中止することはできません。2枚上の 
ときは、次のプ U ントから中止されます。 

BJ プリンター接続時 

プ U ントび中止され、プ U ント中のペーパー（用紙）び排紙されます。 

エラーが 発生したとき 

プ U ント中、何らかのエラーび発生したときは、メッセージ（一] 63) び液晶モニター 
に表示されます。〈〇〉で 押山/再開]([続 衍）を選び、〈©〉を押します。 

力ードフォトプリンター接続時 

エラーの内容により、 [再開] び表示されないことびあります。その場合は [中止] を 
選びます。 

BJ プリンター接続時 

エラーの内容により、 [続行] または 印山 び表示されます。 

巨 J プ U ンターの操作パネルにエラー番号び表示されます。エラー番号に対応した 
対処ち法については、 BJ プ IJ ンターの使用説明書を参照してください。なお、エ 
ラーの内容を解みすると、自動的にプ U ントび再開されます。 

S プ U ンターを接続したままカメラを約6分間放置すると、自動的にカメラの電源び切 
れます。ただし、オートパワーオフ（^]38)の設定時間び8分1；(上のとさは、設定し 
た時間で電源び切れます。 

參旺扭 3 形式の画像はダイレクトプ U ントできません。 

• BJ プ IJ ンター接続時に色空間を [Adobe RGB ] に設定して撮影した画像をダイレク 
トプ U ントすると、低彩度なプ U ント結果になります。 
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プ IJ ント機能の設定 

ダイレクトプ U ントする画像のプ U ント枚数、プ U ントスタイル、プ U ント範囲（卜 U ミン 
グ）の設定を行うことびできます。 


プリント巧数の設定」 

1 プリント設定画面で[枚]を選ぶ 

• 〈〇〉を回して [枚] を選び、〈@〉を押します。 
時 [枚] の横に 〈令〉 び表示されます。 


) プリント枚数を指定する 

A ♦ 〈〇〉を回してプ U ント枚数を指定し、〈毎)〉を 
押します。 

• ] 〜99枚まで指定できます。 


プリントスタイルの設定 


カメラに接続するプ U ンターの種類により、 [スタイル] で設定できる内容び異なります。 

力ードフオトプリンター接続時 


画面設定 

盾 M 画面 

ぺーパー佣紙 ） 1枚に1画像をプリントします。 

(§ 分割画面* 

用紙1枚に同一の画像を8画面プ U ントします。 

フチ 

® フチなし 

用紙いっぱいにプ U ントします。 

( Jl フチあ0 

フチを付けてプ U ントします。 

曰付 

©切 

曰付を入れずにプ U ントします。 

©入 

撮影画像に記録されている曰付情報を入れてプ U ントします。 


* カードサイズのペーパー（用紙）にプ U ントするとさのみ表示されます。 


BJ プリンター接続時 


® ぺーパー 

ペーパー佣紙)サイズを、 [ L 判]に L 判] [はび 封 [ A 4] [力-ド] から選べます。 
使用でさる用紙については、日 J プ U ンターの使用説明書を参照してくだ 
さい。 

フチ 

〇フチなし 

用紙いっぱいにプ U ントします。 

(§1 フチあ0 

フチを付けてプ U ントします。 

曰付 

©切 

日付を入れずにプ U ントします。 

©入 

撮影画像に記録されている曰付情報を入れてプ U ントします。 




^ カメラダ V レタち3ント 
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プリント機能の設定 



^ プリント設定画面で[スタイル]を選ぶ 

■ • 〈〇〉を回して [スタイル] を選び、〈@)〉を巧しま 
す。 

時 [スタイル] 設定画面び表示されます。 



スタイルの項目を選ぶ 

♦ 〈〇〉を回して 晒面設定]/[ぺーパー]、[フチ]、旧 
付] のいずれかを選び、〈@)〉を押します。 


スタイルの設定をする 

♦ 〈©〉を回して希望する設定を選び、〈©〉を押 
します。 



旧 J プリンター接続時] 


® ぺーパー 





4 


プ U ントスタイル設定状態 


スタイルの設定を終了する 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

時 スタイルの設定び終了し、ダイレクトプ U ント画 
面に戻ります。 

参画 面ち上でプ U ントスタイルの設定状態、画面左 
上でプ U ント範囲を確認することびできます。 
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プリント機能の設定 


^ [分割画面] を選択した場合は、 [フチ]、旧付] の設定はできません。 [フチ] は [フチなし]、 
旧付] は [则 でプ U ントされます。 

0 [分割画面] を選ぶと、撮影した画像の上下左右びカツトされてプ U ントされます。 

[フチあり] を選ぶと、撮影した（液晶モニターに表示される）画像とほぼ同じ範囲び 
プ U ントされます。そのとさは、プ U ント範囲枠は表示されません。 


プリント節囲を設定ずる（トリミング) 


プ U ントする範囲を任意に指定することびできます。卜 U ミングを行うときは、事前に『プ 
U ントスタイルの設定』卜1 23) を行ってください。 



プリント設定画面で[トリミング]を選ぶ 

♦ 〈〇〉を回して [トリミング] を選び、〈©〉を押し 
ます。 

時 [トリミング] 画面び表示されます。 


〈因•み〉倍率縮ル 
〈み〉倍率お大^ 


2 



I ート U 三ング枠 


〈令〉移動方向切り換え-- 


トリミングする 

♦ 画面内にアイコンなどで表示される操作ガイダンス 
は、卜 U ミング操作中は消えます。已砂！;(上何も操 
作をしないと再度表示されます。 


• トリミング枠の大きさを変更する 

〈み〉または < H •み〉ボタンを押して、卜 U ミ 
ング枠の大ささをミ夫めます。 

•卜 U 三ング枠び横長のとさは8段階、縦長のとさ 
は己段階に枠の大ささを変更することびでさま 
す。 


〈〇〉移動方向 



•卜 U ミング枠は、最ルサイズで表示画面の約半 
分、最大サイズで表示画面とほぼ同じ大ささに 
なります。 

•カードフ オトプ U ンター接続時、卜 IJ ミングに 
よりプ U ント画質び粗くなる場合は、卜 U ミン 
グ枠の色び緑からホになります。 
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プリント機能の設定 




• トリミング枠を移動する 

〈©〉を回すと、卜 U ミング枠び左ち方向へ移動 
します。 

• 卜 IJ ミング枠を上下ち向へ移動するときは、 
〈 V 〉ボタンを押して移動ち向を切り換えたあと、 
〈〇〉を回します。ボタン巧すごとに移動 
方向び切り換わります。 

• 卜|」ミング枠の移動ち向は、枠の外側に表示さ 
れている〈イ►〉、または〈▲▼〉で確認すること 
びでさます。 


• トリミング枠を回転ずる 

♦〈 INFO .〉 ボタンを押すと、卜 U ミング枠の縦横を 
変更することびでさます。押すごとに卜 U ミン 
グ枠び横長、縦長になります。 



トリミングの設定を終了する 

♦ 〈©〉を押します。 

時 卜 IJ ミングの設定び終了し、プ U ント設定画面に 
戻ります。 

参 画面左上でプ U ント範囲を確認することびでさま 
す。 


^ BJ プ U ンター接続時は、卜 U ミング枠の大ささけ広大率）に関係なく、枠の色は変 

化しません。 

[トリミング] 設定後に [スタイル]([画面設定]、[フチ]) の変更を行った場合は、液晶モ 
ニターに [トリミングの再設定び必要です] のメッセージび表示されます。 [トリミング] 
の再設定を行うか、 [スタイル] の設定を元の状態に戻してください。 

[トリミング] の設定は、1；(下の操作を行うと解除されます。 

- 〈 MENU 〉 ボタンを押して、 [トリミング] の設定を終了する 
-他の画像に [トリミング] の設定をする 
-ダイレクトプ U ントを終了する 
(〈综〉スイッチ 〈 OFF 〉、 シャッターボタン半巧し） 

-卜 U ミング枠を最大サイズよりち大さくする 

[トリミング] はカメラの液晶モニターを見なびら行ってください。ビデオケーブル 
を使用してテレビ（モニター）を見なびら卜 IJ ミングを行うと、卜 U ミング枠び正 
しく表示されないことびあります。 

S 卜 U ミング枠の形状は、 [画面設定]、[フチ] の設定で自動的に決まります。 
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CF カードに記録されている画像の中か5、プリントしたい画像や枚数などを 
あ5かじめカメラで指定することができます。この機能をプリント指定機能 
( DP 日 F ) といいます。 DP 日 F 対応のプリンターなどでプリントするときや、 
ラボプリントサービスに注夕するとさに大変便利な機能です。 


撮影画像のプリント指定/ 

DPOF 


DPOF にごいて 

DP 日 F(Di 呂 ital Print Order Format ) は、デジタルカメラで撮影した画像の中か 
らプ U ントしたい画像や枚数などの指定情報を CF カードなどの記録メディアに記 
録するための規格です。 

DP 日 F 対応のデジタルカメラでプ U ント指定すると、次のようなことびできます。 
• DP 日 F 対応のプ U ンターに CF カードを入れるだけで、指定した通りにプ U ント 
でさます。 

参 ラボプ U ントサービスのお店にプ U ントをを文する際、を文用紙にプ U ントし 
たい画像の指定や枚数などの記入び不要となります。 

• ダイレクトプ U ント対応のプ U ンターから直接、指定した通りにプ U ントでさ 
ます。 



* このカメラのプ U ント指定機能は 、 DPOF Version ].1に準拠しています。 
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撮影画像をプリント指定ずる 

CF カードに記録され ている 画像の中から、プ U ントしたい画像や枚数などをあらかじめカメ 
ラで指定することびできます。 DPOF 対応のプ U ンターなどでプ U ントするときや、ラボプ 
IJ ントサービスにミ主文するときに大変便利な機能です。また、カメラにダイレクトプ U ント 
対応のプ U ンターを接続すれば、 DPOF で指定した内容で直接プ U ントでさます。 



2 プリンターに 
CF カー ドを 
入れるだけで、 
簡単にプリント 



2 ラボプリントサービスのお店で、 
簡単にま文 



DPOF プリント時の ミ 主意 

DP 日 F 対応機器でプ U ントするときは次のことにを意してください。 

♦ 证 sa 形式の画像はプ U ント指定でさません。また、他のカメラで撮影された動画や、 
TIFF 形式の画像もプ U ント指定でさません。 

• 他のカメラでプ U ント指定された CF カードをこのカメラに入れると、液晶モニターに 
[ A ] び表示されることびあります。その状態でプ U ント指定を変更すると、すでに設定 
されている内容びすべて書さ換えられます。 

♦ 他の DPOF 対応機器で設定されたプ U ント指定の内容を、このカメラで変更することはで 
さません。プ U ント指定をした機器で変更してください。 

♦ DPOF 対応機器やラボプ U ントサービスによっては、指定内容び反映されない場合びあり 
ます。お使いの機器の使用説明書、またはラボプ U ントサービスにご確認ください。 


MENU 
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m 撮影画像をプリント指定する 


プリントずる画像の選択 

プ U ントする画像を指定します。プ U ント指定するち法には、画像を]コマずつ指定するち 
法と、全画像を指定するち法の2通りびあります。 


1コ7ず〇指定 

担も巧 X - 夕- 

毎ま 


immm 

前ブ□テクト 

卽回あ 

切 

■ 

II フリント齡 1 1 

才-トフレイ 
才-トバリ-オフ 

け 




メニューか5 [プリント指定]を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈〇〉を回して I ：プリント指定]を選び、〈毎)〉を押し 
ます。 

時 プ U ント指定画面になります。 


わプリント齡 


a スタンダード 

m 

己村 

因 

ファイ M 写 

巧 


[围賊ま]! 


[画像指定]を選ぶ 

♦ 〈〇〉を回して 晒像指定] を選び、〈垣)〉を押しま 
す。 

時 画像指定画面になります 



プリント指定ずる画像を選ぶ 

• 〈€)〉を回して画像を選び、〈@〉を押します。 

— [プリントタイプ](一] 31) で[スタンタード]または 
[両方]を選択しているとさは、画面左上の枚数表 
示び「1」になります。 

時 [プリントタイプ](^]3])で[インデックス]を選択し 
ているときは、画面左上の□の中に 〈 V ^〉 マーク 
びつさます。 

• [インデックス]を選択しているとさは、再度〈赁)〉 
を巧すと〈^〉マークび消え、選択び解除されます。 
• 〈因•み〉ボタンを押すと、3コマ表示での画像指定 


画面となります。〈み〉ボタンを巧すと元の表示に 


戻ります。 

• CE の形式の画像はプ U ント指定でさません。 
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\MSB 撮影画像をプリント指定する 


選んだ画像のプ U ント枚数 
総プ U ント枚数 



4 


プリント枚数を選ぶ 


• 画面左上の枚数表示を見なびら〈©〉を回して枚 
数を選び、〈@)〉を巧します。 

• [プリントタイプ](^]3])で[インデックス]を選択し 
ている場合は、枚数を指定することはでさません。 
♦ 他に枚数指定したい画像びあるとさは、手順 ミ、4 
を繰り返します。 

時 〈 L ^〉 の横に総プ U ント枚数び表示されます。 

• 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと、プ U ント指定画面に戻 


ります。 


ま画像を指定 


CF カード内に記録されているすべての画像（证 S の形式の画像を除く）をプリント指定します。 


おも行}(-夕-毎ま 
immm 切 
酣ブ □ テクト 
国鹏転 


巨ント_担ミ 


才-トブレイ 
才-トバリ-オフ1分 


メニューか5 [プリント指定]を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

• 〈〇〉を回して I ： プリント指定] を選び、〈赁)〉を押し 
ます。 

— プ U ント指定画面になります。 


わプリント巧定 
〇スタンダード 〇货 

B 村 の 

_ファイ心ち写 团 


I 函ちを n 广 g を1「を国 




[全画像]を選ぶ 

• 〈〇〉を回して 拴画像] を選び、〈贷)〉を押します。 
— 全画像指定メニューび表示されます。 



检画像を指定]を選ぶ 

• 〈〇〉を回して [全画像を指定] を選び、〈@〉を押 
します。 

すべての画像び]枚ずっプ U ント指定され、プ U 
ント指定画面に戻ります。 

• 拴指定の解 晩を選ぶと、すでにプ U ント指定され 
ていた画像の指定びすべて解除されます。 

• [キャンセル] を選ぶと、プ U ント指定画面に戻りま 
す。 


0 • 撮影日時のちい画像から順にプ U ントされます。 

• 最大998画像まで指定できます。 
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m 撮影画像をプリント指定する 


プリントの設定 


[設定] の内容は次の通りです。 


プ U ントタイプ 

0 スタンダ-ド 

用紙]枚に1画像をプリントします。 

0 インデックス 

インデックス形式で画像を縮ルしてプ U ントします。 

® ©両方 

スタンダードとインデックスの両方をプ IJ ントします。 

曰付 

切 

曰付を入れずにプ U ントします。 

入 

撮影画像に記録されている日付情報を入れてプ U ントします。 

ファイル番号 

切 

ファイル番号をプ U ントしません。 

入 

ファイル番号を付けてプ U ントします。 


担か削-夕—揉ま 
immm 切 
卽ブ□テク ト 
国嘘お 




メニューか5 [プリント指定]を選ぶ 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

• 〈〇〉を回して I ： プリント指定] を選び、〈©〉を押し 
ます。 

時 プ U ント指定画面になります。 


A フリント拒定 
a スタンダード0巧 

目村 の 

フタイ M 号 巧 


I 投定 I 




隱定]を選ぶ 

♦ 〈©〉を回して [設定] を選び、〈毎)〉を押します。 
— プ U ント設定画面び表示されます。 


わプリント蹤 

お定 

フリント》イプ 



項目を選ぶ 

♦ 〈〇〉を回して [プリントタイプ][日付][ファイル番号] 

のいずれかを選び、〈@)〉を押します。 























\ MSB 撮影画像をプリント指定する 


4 


設定する 

♦〈©〉 を回して希望する設定を選び、〈©〉を押し 
ます。 



プ U ントタイプ 

♦ [スタンダード][インデックス][両方] のいずれかを選びます。 



A フリント揽 


フリント》イプ 

技を 

日巧 

A 

1ファイル君号 

-►田 



曰付 

♦[入] または [切] を選びます。 


ファイル番号 

♦[入] または [切] を選びます。 


5 設定を終了する 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押すとプ U ント指定画面に戻り 


ます。 


参 [プリントタイプ] び [インデックス] の場合、 旧优 と!: ファイル番哥を 同時に [入] に設定す 
ることはでさません。 

• ロリントタイプ] び 丽方] の場合、 旧付] と [ファイル番号] を同時に [入] に設定できま 
すび、インデックスプ U ントには、ファイル番号のみプ U ントされます。 

0 日付は、メニュー機能の 旧付/時刻] で設定した日付表示順序に従ってプリントされます。 
(一1日日） 
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DPOF 指定画像のダイレクトプリント ■ 

DPOF のプ U ント指定内容を、ダイレクトプ U ント対応のプ U ンター(別売）で簡単にプ U ン 
卜することびでさます。 


^ カメラとプリンターを接続ずる（一11 8) 



メニューか5 [プリント指定]を選ぶ 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈〇〉を回して I ： プリント 指赶を選び、〈©〉を押し 
ます。 


[プリント]を選ぶ 


♦〈©〉 を回して [プリント] を選び、〈©〉を押しま 
す。 

参 カメラにプ U ンターを接続していないとさは、 [プ 
リント] は表示されません。 

• プリント指定を行っていないときは、 [プリント] は 
選択でさません。 



プリントスタイルを設定する 

詳しくは『プ IJ ントスタイルの設定』1 23) を参照 
して < ださい。 

力ードフォトプリンター接続時 

♦ 画面ち上でプ U ントスタイルの設定状態を確認す 
ることびでさます。そのままプ U ントするとさは、 
手順 5 に進みます。 

BJ プリンター接続時 

• 必ず [スタイル](一] 23) で [ぺーパー] (用紙）の設定 
を行ってください。 



5 


プ U ントする 

参 画面左上でプ U ント指定内容を確認します。 

参 〈〇〉を回して [0 K ] を選び、〈毎)〉を押します。 

時 プ U ントび開始されます。 

参 液晶 モニターに [中止] び表示されているときは、 
プ U ントを中止することびでさます。 

•正常に 終了すると、手順 ミの 状態に戻ります。 
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DPOF 指定画像のダイレクトプリント 



忡山が表示されている間に〈@〉を押す 

時 プ IJ ントび中止されます。 

時 確認画面び表示されたときは、〈©〉を回して [0 K ] 
を選び、〈©〉を押します。 


® プリント中止について（一 122) 

プリントを再開するとき 

•プ U ントを中止したあとに、残りの画像をプ U ントするときは、プ U ント画面で、 
〈〇〉を回して再亂を選び、〈贷)〉を押します。 

参 次のような場合は、プ U ントの再開はでさません。 

•再開す る前に、プ U ント指定を変更した場合 
• 再開する前に、プ U ント指定した画像を削除した場合 
• プ U ントを中断したとさに、 CF カードの空さ容量び少なかった場合 
•バッ テ IJ 一の容量びなくなって中断した場合は、 AC アダプターキット ACK - E 2 
(別売/一] 70) のご使用をおすすめします。バッテ IJ - ノくックを使用するときは、 
つ、 レ充電されたバッテ IJ 一を使用してください。 

エラーが発生したとき（一 122) 

0 プ U ントタイプび [インデックス] の場合、用紙]枚にプ U ントされる〕マ数は、用紙の 
種類によって異なります。 

-クレジットカードサイズ： 2日コマ 
- L サイズ ： 42コマ 

•ポストカードサイズ ： 63コマ 

目 J プ IJ ンターでプ U ントしたとさの画像数については、 BJ プ U ンターの使用説明書 
でご確認ください。 

参 目 J プ U ンター接続時に色空間を [Adobe RGB ] (-54) に設定して撮影した画像をダ 
イレクトプ U ントすると、低彩度なプ U ント結果になります。 

参 日付をプ U ントする場合は、手順 3 で [設赶 を選び、 旧付] を [入] にします。手順 
4 の [スタイル] では、 旧付] の設定はできません。ただし、 [プリントタイプ] び [インデ 
ッ クス] の場合、 旧付] を [入] に設定しても、日付はプ U ントされません。 

• ロリントタイプ] び 丽ち] の場合、 旧付] と [ファイル番号] を同時に [入] に設定できま 
すび、スタンダードプ U ントには日付のみ、インデックスプ U ントにはファイル番 
号のみプ IJ ントされます。（ただし、目 J プ U ンターでは、インデックスプ U ントに 
は曰付ちファイル番号ちプ U ントされません。） 

• [プリントタイプ] び [スタンタード] の場合、 ロアイル番哥を[入] にしてもファイル番 
号はプ U ントされません。 
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このカメラでは、さまざまなカメラの設定をメニューで行います。このメ 
ニューの中で、特に撮影に関する設定のことをカスタム機能 （ C . Fn ) と呼ん 
でいます。本文中では百面マークを付けて簡単な説明をしています。 
ここでは、メニュー機能の一覧とカスタム機能の活用方法について詳しく 
説明します。メニューの操作方法については、『メニュー機能の操作と設定』 
(一 28) を参照してください。 


メニューによる機能設定 


MENU 


メニユー機能一覧 


撮影系 




拓巧宜巧 
赤目削巧お 


を'; 


区施 


►づ.しを • 1•巧 


WB - 日"腺 
1 子音 

折 

を1畳 


拉巧国巧 
赤目削巧お 



が音 
WVB 芭化 g 折 
刪 


g を国巧 

赤吕削ち i HB 

AEB 齡 
WB- 日 KT 聪 




記録画質 

撮影した画像を CF カードに記録するとさの記録画質を設 
定します。（一 42) 

[Large [Large M ] [Middle M ] [Middle M ] [Small M ] 
皮 mall J ] [证 Sa ] から選びます。 


赤目緩和機能 

スト □ ボ撮影時に赤目緩和ランプを点打させるかどラか 
を設定します。[切][入]から選びます。 (-95) 


AEB 設定 

自動的に露出を変えなびら3コマの画像を撮影でさます。 
標準露出を基準に、1/2段ステップ±2段の範囲で設定し 
ます。（一 86) 


WB - BKT (ホワイトバランスブラケテイング)設定 

1回の撮影で色温度の異なる3コマの画像を記録すること 
びできます。設定しているホワイトバランスモードの標 
準色温度を基準に、 ] 段ステップ±3段の範囲で設定しま 
す。（一已日） 


電子音 

ピントび合ったとさや、セルフタイマー撮影時の作動音 
を鳴らすかどうかを設定します。[入][切]から選びます。 


MWB (マニユア J レホワイトバランス）画像選択 

マニュアルホワイトバランスを設定するとさの画像を選 
択します。（一 48) 
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■の … lU メニュー機能一覧 


撮影系 


AE 跟ミ 

勝日 KT 腺 ■ 

麵子音 
hwffi 国蝴巧 

feag _ ► S の批今_ I 

规/巧)(-夕 - 

mmm 


W-BKT 晩 


g テ音 


羅因 ftl あ 

Mobs 防 B 

觸 

1た。卜！ 

隋がラ X -夕- 

セット 2 

脚度圓 

1たジト 3 

酣プ的クト 

I 揽 


色温度 

市販の色温度計などで測定した色温度を直接設定します。 
[2800 K ] 〜 [10000 K ](1 日日 K ステップ）の範囲で設定で 
さます。（一 49) 


現像 パラメーター 

[標準]設定の現像パラメーターのほかに、任意に設定した 
現像パラメーター (4 項目、各己段階）を比ット 1] 〜比ッ 
卜 3] に登録することびできます。卜已 2) 

[標準]、比ット 1] 〜比ット 3] を選択したときの色空間は 
sRGB になります。また、 [Adobe RGB ] を選択すると、 
色空間を Adobe RGB に変更することびでさます。その 
とさの現像パラメーターは標準設定になります。 


■子音 
画が瞄 
怯 B 巧 

削けが-夕- 



に0感度拡張 

『に〇感度の設定』卜4己）で 、 H (ISO 3200) を選べるよ 
うにするかどうかを設定します。[切][入]から選びます。 


再生系 


WB 宜 ft まあ 


色 S 度 

52 m 

m けう乂-夕- 

毎ホ 1 

ISO 綿納 

巧 

N 困を儿テクト 

宜賺 


ブリント拒ま 


段 §巧 

5200 K 

神けラ) (- 夕- 

お 

王 现脯蝴 

巧 

国 i ブ□テクト 


1盾 ft 雕 1 

プリント臨 


才-トブレイ 



画像プ□テクト 

撮影画像を誤って消去しないよラに、画像にプ□テクト 
(保護）をかけることびできます。 (-112) 


画像回輯 

撮影した画像を時計ち向に9ぴ、270°回転させることび 
でさます。回転を行ラと、回転情報び画像に記録され、次 
の再生時より設定した回転位置で表示されます。 (-110) 
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I の… lU メニュー 機能 一 覧 



プリント指定 

CF カードに記録されている画像の中から、プ U ントした 
い画像や枚数などを、あらかじめ指定することびでさます。 
指定を行うと、 DPOF のプ U ント指定情報び CF カードに 
記録されます。(-127) 

才ートプレイ 

CF カードに記録されている画像を3砂間隔で自動再生しま 
す。(-109) 


セットアップ系 



ブ U ント齡 
才-けレイ 
才-いの-オフ 


脈国&の械 

ド巧 ■ 

商妨•欄時 n 

m 

腳邑曲 ◎結を 

1 S 弦 

誦の巧るご 

1ホ-ルド 


オートパワーオフ 

バッテ U —の消耗を防ぐため、一定時間操作しないと自動 
的に電源び切れる、才ートノのーオフ機能の時間を設定し 
ます。 [1分] [2 分] [4 分] [8 分][1日分] [30 分][切] から選び 
ます。 


撮影画像の確認 

撮影直後に、画像を液晶モニターに表示させるかどうかを 
設定します。 [切][入][入り nfo )] から選びます。（一 38) 
表示時間は、 [撮影画像の確認時 聞で設定します。 


撮影画像の確認時間 

[撮影画像の確認] を [入]、 または [入 （ Info )] にした場合、撮 
影画像び表示する時間を設定でさます。 [2 秒] [4 秒] [8 秒] 
[ホールド] から選びます。卜 39) 
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I , i 口 uu メニュー機能一覧 



トトフレイ 
オート"0—オフ 

巧閲巧の St 霞 
巧を国&の SB 時 n 
輪 旨 動 風な示 ►A 
純欄るご 
日な/ち刻 


縦横自動回輯表示 

撮影画像を CF カードに記録するとさに、撮影したとさの 
カメラの姿勢（縦横）情報を一緒に記録するかどうかを設 
定します。[入][切]から選びます。[入]に設定して縦位置で 
撮影すると、再生時に画像び時計ち向に9日°または 
270°自動回転されて見やすい位置で表示されます。 


(一己 7) 


トトパ。-オフ 

狀国をの械 
i 閲 ft の！!投時巧 
腳輔回ち索お 

を i の*る さ ■ nl I 卜 

日巧細 
ファイル寒号 


EScEaWBHSBM 


旧巧/時刻 

‘の巧2/141む 54 k 

ファイルお 

g し i 写 

稱 

日蛹 


臘即の挪時 R 
觀卽回后表示 
巧宙のぁるさ 



が 

ヒデオホ加ち 


淵吕鹏 损を入 
純の巧るさ ■口 □ 

a 巧/時到 03/02/14 12:55 

フアイ M 写 ii しお 



液晶の明るさ 

液晶モニターの明るさ設定します。〈〇〉を回して己段階 
に調整することびでさます。 


曰付/時刻 

日付と時刻を設定します。また、曰付の表示順序も設定で 
きます。（一]己日） 


ファイル番号 

撮影した画像に自動的に振られる番号の付けちを設定し 
ます。[才ートリセット]随し番哥から選びます。卜己己） 


言語 

メニュー画面に表示する言語を設定します。 


[ English ] 煤語） 

[ Deutsch ]( ドイツ語） 

[ Fran 巧 is ] (フランス語） 
[ Nederlands ] (オランダ語) 
[ Dansk ] (デンマーク語） 
[ Suomi ] (フィンランド語） 


[ Italiano ] (イタ U ァ語） 
[ Norsk ] (ノルウ：]:-語） 
[ Svenska ] (スウェーデン語) 
[ Espanol ] (スペイン語） 

[ミ又语](簡体中国語） 

旧本融 


から選びます。 
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I の … lU メニュー機能一覧 


セットアップ系 


巧 a のちるさ 
日恥劇 
ファイル餐号 

8 邑 


D 棘叫柄: 

帖 "H お" il む 


日巧細 

ファイル鸦 3 
離 E 

-ビデオた力柿 — N 


に F 力-ド欄化 


カスタム aia ：. Fn ) 


03/02/14化55 
3しお 
B 本涅 
NTSC 


■ 


ファイル*号 a しお 

m 曰本垣 

ビデオ出で廊 HTSC 
. CFfl - HWit = _ 





S 涅 B ホ S 

ビデオ閒捕 HTSC 
C 巧-ド靈 
カスタムを巧(巳 Fn ) 

層濯 
ii がの 

ファーム〇1ア化 r .1.0-0 


械 日す坦 

ビデオ出方補 NT 祀 
C 巧-ド ™ t 
カスタム 巧 i (巳 Fn) 



S 结 B ホ涅 

ビデオ拙捕 NT ぶ 
[巧-ド™ t 
カスタムな i (巳 Fn) 


i が子め脯 

r ファームク王ア V が. 1.0-0 


ビデオ出力方式 

ビデオ出力を行う先のテレビち式を設定します。 [ NTSC ] 
[ PAL ] から選びます。 (-1 1 1) 


CF カード初期化 

このカメラにセツトした CF 力ードを初期化します。 
(-115) 


カスタム機能 （ C . Fn ) 

撮影スタイルに応じてカメラの機能を細かく変更できる 
カスタム機能を設定します。卜141、 142) 


設定解除 

[カメラ設定初期化] 

カメラの各機能設定を初期状態にします。 (-31) 

[カスタム機能一括解除] 

設定したカスタム機能をすべて解除（[0]に設定）します。 
(-148) 


撮像素子の清掃 

撮像素テの表面についたゴミなどを清掃するとさに選び 
ます。(-152) 


フアームウエア Ver . X.X.X 

カメラのファームウェアのバージヨン情報です。新しい 
ファームウェアのご提供やアップデートち法につきまし 
ては、弊社ホームページなどにて適時ご案内します。 
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MENU 


カスタム機能の設定方法 

さまざまな撮影スタイルに応じてカメラの機能を細かく変更することびできます。これを力 
スタム機能といいます。メニューから访スタム機能 ( C . Fn )] を選んで変更します。 


ファイル S 号 

m 

a し S 育 

曰本語 


ビデオを加す 
な力ード抽巧化 

NTSC 


11カスタム接をぶ . ドが 1 1 

設规除 
脱がの綱 


- 


メニューか5 [カスタム機能 ( C . Fn )] を選ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

• 〈〇〉を回して[カスタム機能 ( C . Fn )] を選び、 <©> 
を押します。 


カスタム機能番号 


C . Fn , カスタム觀 

m 

トパ-ィンポづめ表示 


0: する 


12 3 4 5 6 7 0 3 の 11 に巧 M 巧化巧 
日 0000 口 日 0 日 了 000 田 DD0 



カスタム機能番号を選ぶ 

• 〈〇〉を回して希望するカスタム機能番号を選び、 
〈@〉を巧します。 



設定変更内容 



C . Fa カスタムお能 


画ク 


じドカードホ爱《時のレリ^ブ 


1;しな U 


/ - - \ 

^^1 2 3 4 5 6 T S 3H) inZ13141516ir\ 
V 1 0 0 2。 7 4 a 1 0 0 3 0 D 1 ゾ 


カスタム機能設定状態一 


設定を変更する 

• 〈〇〉を回して希望する設定変更内容（番号）を選 
び、〈@)〉を押します。 

• 手順 2、3 を繰り返してその他のカスタム機能を設 
定します。 

参 画面下でカスタム機能の設定状態を確認すること 
びでさます。 


A 終了する 

1参 〈 MENU 〉 ボタンを押すとメニューに戻ります。 
♦再度 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと、液晶モニターび消 
えます。 
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MENU 


カスタム機能で変更でをる内容 【 


C . Fn-Ol 撮影時のセツトボタン機能 



撮影準備状態における〈 © 〉の機能の割り当てを変更すること 
びでさます。 

C . Fn -01 -K 2 は〈©〉を巧したあと、表示パネルを見なびら、 
〈©〉で直接設定することびでさます。 

日：通常（なし） 

1:記録画質選択 

記録画質を直接選択でさるようになります。 


2:現像 パラメーター 選択 

現像パラメーターを直接選択でさるようになります。 

[ P 巧- G ] は [標準]、[•口巧- り〜 [ •口巧- 3 ] は [セツトリ〜[セツ 
卜 3] を示します。し日 S -8] を選択すると、色空間び [Adobe 
RGB ] になります。 


3:メニユー表の 

〈 MENU 〉 ボタンと同じになります。 


4: 画像の再生 

〈[日〉ボタンと同じになります。 


C . Fn -02 CF カード未装填時のレリーズ 



日：する 
1:しない 

CF カード未装慎時にレ U —ズ動作を行いませんので、 CF 
カードび入っていない状態で撮影動作に入ることを防止で 
さます。シャッターボタンを押すと、表示パネルとファイ 
ンダー内に「〇〇〔りび点滅します。 


、 V モード時のスト□ボ同調速度 



日：自動設定 
1:1/200秒固定 

絞り優先 AE ( Av ) モードでのスト□ボ撮影で、シャッター 
速度を]/2日日秒に固定します。暗中での撮影時に、シャッ 
ター速度び遅くなり、ス□ーシンク□にならないようにす 
ることびでさます。 


C . Fn -04 み ヤツターボタン/ AE □ツクボタン 



日： AF/AE □ック 
1 : AE □ック /AF 

ピント合わせと露出決定を別々に行いたいとさに有効です。 
〈关〉ボタンで AF 作動、シャッターボタン半押しで AE □ッ 
ク（露出を固定）することびできます。 
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Min カスタム機能で変更でさる内容 


2 : AF/AF □ック （AE □ックなし） 

AI ヴーボ AF 中にカメラと主被写体の間を障害物び横切ると 
さ、障害物にピントび合わないよう〈 * 〉ボタンで AF の作 
動を一時停止させることびでさます。露出は撮影の瞬間に 
決まります。 


3 : AE/AF(AE □ックなし） 

移動/停止を繰り返す動物撮影などに有効です。 AI ヴーボ 
AF を設定しておくと、〈关〉ボタンで AI ヴーボ AF の作動/ 
停止を繰り返すことびでさます。露出は撮影の瞬間に決ま 
ります。ピントと露出を常に最適状態にしてシャッターチ 
ャンスを待つことびでさます。 

41 C . Fn - 日4と C . Fn -17 -日、]、2(一 147) は、共に AF 作 
動/停止と AE □ックの機能を持っていますび、この2つ 
を併用して二重操作を行った場合、後から行ラ操作で有 
効になるのは、 AF スタート後の AFX トップ操作だけで 
す。他の二重操作では、後から行った操作は有効になり 
ません。 


C . Fn -0 曰 AF 補助光の投光/スト□ボの発光 



カメラの AF 補助光、外部スト□ボの AF 補助光の投光を行ラか 
どうか、また内蔵-外部スト□ボの発光を行うかどうかを設定 
することびでさます。 

日：する/する 

AF 補助光を投光します。/スト□ボび発光します。 

1:しない/する 

AF 補助光を投光しません。/スト□ボび発光します。 


2 :外部スト□ボのみする/する 

外部スト□ボ使用時のみ AF 補助光を投光します。/スト □ 
ボび発光します。 


3 :する/しない 

AF 補助光を投光します。/スト□ボは発光しません。 


C . Fn -0 目 露出設定ステップ 



日：1/2段 
1:1/3段 

シャッター速度と絞り数値、および露出補正の設定ステッ 
プを]/3段ステップにすることびでさます。 
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umn カスタム機能で変更でさる内容 


C . Fn -07 AF フレームの 登録 



よく使う AF フレームをあらかじめ登録しておくことで、他の 
AF フレームから、瞬時に登録した AF フレームへ切り換えるこ 
とびでさます。任意の AF フレームだけでなく、自動選択を登録 
することもできます。なお、登録した AF フレームをホームポジ 
シヨン （ HP ) と言います。 


0 


[□didd] (中央) 


4 


(自動選択) 


1: [□□□□□■ (下） 

2 : [□□□■□] (ち中) 

3 : [ DD 前 ■]( ち端) 


已 

6 

7 


[■□目 □□] (左端) 
[□■目 □□!( 左中) 
[□□□□□] (上） 


C . Fn -08 RAW+JPEG 画像記録 



RAW 画像のファイル内に同時記録する JPEG 画像の記録画質を 
選択することびでさます。 

日： RAW+SmalU 
1: RAW + Smal 一 

2 : RAW+Middle J 

3 : RAW+MiddleJ 

4 : RAW+Large J 
已： RAW+LargeJ 


S 1 RAW 画像のファイル内に記録されている JPEG 画像を抽 
出するとさは、専用のソフトウェアを使用します。 


C . Fn -09 ブラケティング順序/自動解除 



シャッター速度、または絞り数値を自動的に変化させる AE 目の 
撮影順序と、ホワイトバランスブラケティング （ W 目-目 KT ) の撮 
影順序を変更することびでさます。 

r 自動解除する」を選択すると、政下の条件でブラケティングび 
解除されます。 

AE 目：〈為〉スイッチ 〈 OFF 〉、 レンズ交換、スト□ボ充電完了、 


バッテ U —交換、 CF カード交換 
WB-BKT :〈综〉スイツチ 〈 OFF 〉 


日： 0 一- ► + /する 


1:日一- ► + /しなし、 

最初の]コマを標準露出（または基準ホワイトバランス）に 
したブラケティング撮影を、何回も繰り返すとさに有効で 
す。 
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mn カスタム機能で変更でさる内容 


2 : - 一 0 一 + /する 

マイナス（または青色寄り）補正から順にブラケティング撮 
影でさます。 


3 : ► 0 — ► + /しない 

マイナス（または青色寄り）補正からのブラケティング撮影 
を、何回ち繰り返すとさに有効です。 


AEB 撮影 

ホワイトバランスブラケティング 

0 

標準露出 

日：基準ホワイトバランス 

- 

マイナス補正 

一：青色寄りに補正 

+ 

プラス補正 

+:赤色寄りに補正 


C . Fn -1 0 スー J K —イジポーズの表汀^ 



日：する 
1:しない 

合焦時にファインダー内の AF フレームの赤色点打表示を行 
いません。点灯びわずらわしいときに設定します。 

ただし、 AF フレーム選択時は点灯します。 


C . Fn -1 1 メニューの表ち位置 



〈 MENU 〉 ボタンを巧したときのメニュー項目の表示位置を設定 
することびでさます。 

日：直前のメニュー（電源切で先頭） 

前回設定したメニュー項目を表示します。 

ただし、〈氨〉スイッチ 〈 OFF 〉、 バッテ IJ - パック交換、 
CF カード交換で、一番初めのメニュー項目 [記録画質] を表示 


します。 


1:直前のメニュ ー 

前回設定したメニュー項目を表示します。 

2:メニューの先頭 

常に一番初めのメニュー項目 [記録画質] を表示します。 


C . Fn -1 2 ミラーアップ撮影 



日：しない 
1:する 

近接撮影や望遠撮影で、ミラー作動によるカメラブレを防 
止するのに有効です。ミラーアップ撮影の方法については、 
9日ページを参照してください。 
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umn カスタム機能で変更でさる内容 


C . Fn -13 アシストボタンの機能 



〈図〉ボタンの機能の割り当てを変更することびできます。 

日：通常 

〈図〉ボタンと〈回〉ボタンの同時押しで、登録した AF フ 
レームへ移動します。 

1: HP に移動 

〈図〉ボタンの単独押しで、登録した AF フレーム（ホームポ 
ジシヨン）へ移動します。 


2 : HP に移動け甲している間） 

〈図〉ボタンを押している間だけ、登録した AF フレーム（ホ 
ームポジション）へ移動します。〈図〉ボタンを離すと、直 
前の AF フレームに戻ります。 


[■ み |] 一 [■□副 □"! 一 [diddd! 3 : Av ± (サブ 電子： AF フレーム 選択） 

I t 〈図〉ボタンに露出補正/手動絞り数値設定の機能を割り当 

[ddddi] [ddddd] てます。〈図〉ボタン対甲しなびら、〈茲〉を回して設定し 

I t ます。そのとさは〈〇〉で直接 AF フレームを選択すること 

[□□冒 ID ] — [□□弓 □□] 一 [□□«□] びでさます。 AF フレームは次のように循環します。 

4 : FE □ック 

〈図〉ボタンで FE □ックを行うことびできます。 C . Fn -04- 
し2、3卜 142) 設定時に FE □ックびできるようになり 
ます。なお、このとさは〈关〉ボタンで FE □ックはでさま 
せん。 


C . Fn -14 日中シンク□•スト□ボ露出自動低減制御 



日：する 

自然な日中シンク□描写びオートで得られます。 

1:しない 

夕曰など強い逆光下での人物撮影で、人物び露出アンダー 
になるのを防ざます。 


卜□ボのシンク□タイミング 



日：先幕シンク □ 

1:後幕シンク □ 

低速シャッター速度設定時に光源の軌跡を写し込むとさに 
有効です。シャッターび閉じる直前にスト □ ボび発光しま 
す。シンク□タイミング切り換え機能びない EX シ U —ズス 
卜□ボで後幕シンク□びできるようになります。切り換え 
機能を内蔵した EX シ U —ズスト□ボでは、スト□ボ側の設 
定び優先します。 
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MH カスタム機能で変更でさる内容 


C . Fn -16 セイフティシフトの設定 


シャッター優先 AE と絞り優先 AE にセイフティシフトを設定す 
ることびでさます。 

日：しない 
1:する 

被写体の明るさび急に変化して、シャッター優先 AE 、 絞り 
優先 AE の設定値び不適切になっても、設定値を自動的に変 
要して適正露出にします。 


レンズ- AFX トップボタンの機能 


日： AF ストップ 
1: AF スタート 

巧している間だけ AF び作動します。巧している間は、カメ 
ラ側操作による AF 作動は行いません。 

2 : AE □ック(タイマー中） 

測光タイマー作動中に押すと AE □ックします。ピント合わ 
せと露出決定を別々に行いたいとさに有効です。 

3 : AF フレーム任意一自動自動一中央 

AF フレーム任意選択時に押すと、押している間だけ AF フレ 
ーム自動選択になります。任意選択から自動選択へ瞬時に 
切り換わるので、 AI ヴーボ AF 作動中に任意選択した AF フレ 
ームで追従でさなくなったとさに有効です。 AF フレーム自 
動選択時に押すと、押している間だけ中央 AF フレームび選 
択されます。 

4 : ONE SHOT 冷 AI SERVO 

ワンショット AF 設定時に押すと、押している間だけ AI ヴー 
ボ AF になり、 AI ヴーボ AF 設定時に押すと、押している間だ 
けワンショット AF になります。移動•停止を繰り返す被写体 
で、ワンショット AF 、 AI ヴーボ AF を交互に切り換えたいと 
さに有効です。 

已：手ブレ補正機能作動 

レンズの手ブレ補正機能スイッチを日 N にしておくと、押し 
ている間だけ手ブレ補正機能び作動します。 

5 AF ストップボタンは、大型の超望遠レンズに装備さ 
れています。 

C . Fn -17-4 設定時に AF ストップボタンを押しても、 
表示パネルの AF モード表示は切り換わりません。 




^ メニユ I による謹設定 
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MENU 


カスタム機能の一巧解除 


すべてのカスタム機能を一括して解除（[0]に設定）することびでさます。 


n 曰本語 

ビデオ出力筑…託 
CF 力-ド棚化 
カスタム巧をに.而〕 




メニューか5 [設定解除]を選ぶ 


参 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈〇〉を回して 戲定解 晩を選び、〈©〉を押しま 
す。 



[カスタム機能一括解除]を選ぶ 

♦ 〈©〉を回して [カスタム機能一括解除] を選び、〈@〉 
を押します。 




一括解除する 

• 〈〇〉を回して [0 K ] を選び、〈@)〉を押します。 
時 カスタム機能び一括解除されます。 

•〈 MENU 〉 ボタンを巧すと液晶モニターび消え、メ 
ニューび終了します。 
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曰付/時刻の設定や、曰付/時計用電池の交換、撮像素子の清掃について説 
明します。 


メンテナンス 
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MENU 


曰付/時刻を設定ずる 

日付や時刻を設定•修正するとさは、次の手順で設定します。曰付/時刻は撮影した画像に 
記録されます。 


巧を宙沒巧 m 

入 

脈ちをの胸揖同2秒 

»货輔回綺示 

A 

液压の巧るで 


1日け/時刻 

'00/01/01 0日; 00し 

ファイルお 

3しお 

謂 

日本語 


メニューか5旧付/時刻]を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

• 〈〇〉を回して 旧付/時刻] を選び、〈©〉を押しま 
す。 

時 曰付/時刻設定画面び表示されます。 



日付と時刻を設定ずる 

• 〈〇〉を回して数字を合わせ、〈毎)〉で設定しま 
す。 

♦設定す ると、次の項目に移動します。 


日付の表示順序を選ぶ 

• 〈〇〉を回して希望する表示順序を選びます。 


年/月/曰 

月/曰/年 

曰/月/年 
_ t 


4 


〈@〉を押す 

曰付/時刻び設定され、メニューに戻ります。 
•〈 MENU 〉 ボタンを巧すと液晶モニターび消え、メ 
ニューび終了します。 


^撮影した画像には撮影した曰付/時刻び一緒に記録されます。曰付/時刻び設定されて 
いないと、撮影した曰付/時刻び正しく記録されませんので、必ず正しく設定してくだ 
さい。 


1已〇 













曰付/時計機能用電池を交換ずる 《 

曰付/時計機能用電池（バックアップ電池）の電池寿命は約己年です。電池残量びなくなると、 
表示パネルに「[ b [」 と表示されます。そのとさは、新しい CR 2 日2己 IJ チウム電池を次の手 
順で交換してください。 

参 バッテ U —パックや DC カプラーを取り付けた状態で交換すると、設定されている日付/ 
時刻などのメニュー機能の設定は保持されます。 


<1 〈爲〉スイッチを 〈 OFF 〉 にずる 



ふたを取り外す 

• コインなどでふたを矢印の方向に4己°回します。 
• 4己° 上回さないでください。 



古い電池を取り出ず 

•電池 室を下にし、電池の端を指で押して取り出し 
ます。 



新しい電池を入れる 

参 （+) 側を上にして入れます。 




ふたを取り付ける 

♦ 曰付/時刻びずれてしまった場合は、再度設定し 
て < ださい。 


<1 


日付/時計機能用電池は、必ず CR 2 日2己 U チウム電池を使用してください。 
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MENU 


撮像素モ ( CMOS ) を清掃ずる 


撮像素テとは、フィルムカメラでいえばフィルムにあたる部分で、撮像素テの表面にゴミや 
ほこりなどび付くと、撮影した画像の同じ部分に黒い点などび写り込むことびあります。こ 
のよラな場合は、次の手順で撮像素テの表面についたゴミなどを清掃してください。ただし、 
撮像素テは非常にデ U ケートな部品ですので、清掃び必要なとさはでさるだけキヤノンヴー 
ビスセンターにお申し付けください。 

清掃を行うときは、 AC アダプターキット ACK-E2 側売/一 17 日）による家庭用電源のご 
使用をおすすめします。バッテ U —を使用する場合は、必ず残量び十分にあるバッテ U — 
を使用してください。清掃を始める前にレンズを取り外してください。 




DC カプラー(一 22) かバツテリーを入れて、 
〈録〉スイッチを 〈 ON 〉 にする 


言留 曰本藝 


ビデオ出力ちす NTSC 


CF 力-ド綱!化 


カスタム没をに神 


設君關 E 


11 赋索テの綱 1 1 

つ ？- ムウ ェア惭 + 1,0,0 

- 


メニューか5 [撮像素子の清掃]を選ぶ 

# 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ 〈〇〉を回して [撮像索 テの 清掃] を選び、〈毎)〉を押 
します。 

時 バッテ IJ 一使用時は、十分な残量びあるとさに手 
順 3 の画面び表示されます。 

•バッ テ IJ 一残量び不足しているとさは、警告画面 
び表示され次の操作には進めません。バッテ IJ 一 
を充電するか、 DC カプラーを使用して、ちう一度 
手順 1 からやり直してください。 


巧賊子の竜活 

ま瞧了凌、乂イ V スイッチを 
のにしてください 

1—.:— を :;.:.-|1[ W ] 


[0 K ] を選ぶ 

• 〈〇〉を回して [0 K ] を選び、〈毎)〉を押します。 
— ミラーび上びり、シャッターび開きます。 

時 表示パネルに「[^_が，-,」び点滅表示されます。 



撮像素子を清掃ずる 

参 ブ□アー（市販品）で慎重に撮像素テ表面のほこり 
を吹き飛ばします。 
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Min 撮像素テ （ CMOS ) を清掃する 


C 清掃を終了する 

^ •〈為〉 スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 

時 カメラの電源び切れ、シャッターび閉じ、ミラー 
び下びります。 

参 〈综〉スイッチを 〈 ON 〉 にすると、通常の撮影準 
備状態になります。 


参 清掃中は絶対に次のことを行わないでください。電源び切れてシャッターび閉じ、 
シャッター幕や撮像素子び損傷するおそれびありまず。 

-〈為〉スイッチ 〈 OFF 〉 

. CF カードス□ットカバーを開く 
-バッテリーを取り出す 

•ブ □アーは、レンズマウント面より内側に入れないでください。バッテ U —切れや 
停電などにより電源び切れると、シャッターび閉じ、シャッター幕や撮像素テび損 
傷する原因となります。 

参ブ □アーは、ブラシの付いていないちのを使用してください。ブラシび撮像素テに 
触れると、表面に傷び付くことびあります。 

参 高圧のエアーやガスを吹さ付けて清掃しないでください。圧力により、撮像素テび 
破損したり、吹さ付けたガスび凍結することで撮像素テの表面に傷び付くことびあ 
ります。 

•バッ テ IJ 一残量び少なくなると、電子音び鳴り、表示パみレの〈 c 〉び点滅しま 
す。〈综〉スイッチを 〈 OFF 〉 にして、残量び十分にあるバッテ U - に交換し、初 
めからやり直して < ださい。 
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カメラを快適に使っていただくために、この『資料』を設けました。撮影の 
参考になるカメラの機能情報、システムアクセサリーの紹介などを行いま 
す。 


資料 


デジタルカメラ • 写真の基本用語解説 

AE 

Auto Exposure (オートエクスポージャー)の略でカメラび自動的に露出を調節する機能です。 
カメラに内蔵された露出計で自動的に最適な露出（シャッター速度と絞り数値の組み合わせ） 
びみまります。 

AF 

Auto Focus けートフオーカス）の略でカメラび自動的に焦点（ピント）を合わせる機能です。 

CF (コンパクトフラッシュ）力ード 

ル型のフラッシュメモ U —カードです。このカメラでは、撮影画像を記録するのに使用しま 
す。 

DCF (ディーシーエ *7) 規格 

DCF は、 Design rule for Camera File system (デヴィンルールフオーカメラファイルシ 
ステム）の略です。 

デジタルカメラなどで撮影した画像ファイルなどをメーカーの異なるデジタルカメラや関連 
機器間で手軽に利用しあえる環境を整えることを目的に、（社)電子情報技術産業協会 ( JEITA ) 
によって標準化された規格です。本カメラは DCF 規格 （Adobe RGB 設定時を除く）に準拠し 
ています。 

旧0(イソ）感度 

フィルムの光に対する感光度憾啟の強さを示すものです。通常 「 ISO 1日日」のように表記し 
ます。 ISO 感度は数値び大さくなるほど光に対する感光度び強くなります。デジタルカメラ 
でも、フイルムに準じてに0感度び使われます。 

JPEG (ジェイペグ） 

Joint Photographic Experts Group (ジョイントフオトグラフィックエキスパートグルー 
プ）形式の略です。 

カラー画像を圧縮して保存するためのファイル形式です。圧縮率び選択でさますび、圧縮率 
び高くなるほど伸張（画像の復元）したとさの画像は劣化します。 

RAW (□ク ） 

撮像素テの生 （ RAW ) データを保をする、コンピューター画像処理を前提としたファイル形式 
です。 

画像劣化のないち式で圧縮-保存-解凍されますので、専用ソフトウェアの画像処理機能に 
よって、使用目的に最適な画像を創ることびできます。 

sRG 巨 

Microsoft 社と Hewle け- Packard 社び共同開発したカラーマッチングに関する規格で、この 
規格に準拠したカメラ、モニター、アプ U ケーション、プ U ンター間での、同一色再現を実 
現するちのです （ S は Standard の略です）。 
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デジタルカメラ-写真の基本用語解説 


赤目現象 

目の瞳孔び開いているような暗い部屋でスト□ボ撮影すると、瞳孔を通して網膜に反射した 
光で瞳孔びホく写る現象のことを言います。レンズの光軸とスト□ボの距離び短い場合、特 
に多く発生します。赤目現象を起こりにくくするには次のようにします。 

① 赤目緩和機能を[入]にして撮影する（撮影前に赤目緩和ランプを点灯させ、瞳孔をルさく 
することで赤目現象を緩和する） 

② EX シ U —ズスピードライトを使って撮影する（瞳孔から反射してきた光とレンズの光軸を 
ずらして赤目現象を緩和する） 

③ できるだけ近づいて撮影する（③と同じ） 

絞り数値 

レンズに組み込まれている絞りは開□部を開けたり開じた 
りして、撮像素テに当たる光の量を調整します。この開 □ 

部の大ささを表した数宇（焦点距離-開□径）を絞り数値と 
いいます。このカメラの表示パネルやファインダー内に表 
示される絞り数値は、カメラに取り付けたレンズの種類に 
よって異なりますび、 「 iO 」 〜「3《」となっています。 


シャッター速度 

カメラ本体に組み込まれているシャッターは撮像素テに当たる光の量をシャッターび開いて 
いる時間の長さで調整します。このシャッターの開いている時間の長さをシャッター速度と 
いいます。 



初期化 

CF カードの初期化とは、 CF カードの内部を画像データの書き込みびできるように整えること 
です。初期化を行うと CF カードに記録されているすべてのデータび消去されるので、初期化 
を行ラ際は十分を意してください。 


ファイル番号とフオルダについて 

撮影した画像は、自動的に 日日日 1〜9999までのファイル番 
号び付けられて、ひとつのフオルダに最大] 日日コマず つ保 
をされます。各フオルダには] 日日〜 999までの番号び付け 
られ、 CF 力ードに記録されます。 

」 PEG 形式で撮影した画像のファイル名は riMG _ 」、拡張テ 
は r .」 PG 」 となり、 RAW 形式で撮影した画像のファイル名 
は 「 CRW _」、 扳:張テは r . CRW 」 となります。 r . THM 」 のお 
張テび付いた画像は、インデックス表示用のサムネイル画像 
ファイルです。 例） IMGJD 日日 1 .JPG 

■n -1- r- 

ファイル名 I 拡張テ 

ファイル番号 


ご 

□ 

□- 


□ 

100 

0001 

0002 

0099 

0100 

〇 

□ 

□- 


□ 

0101 

0102 

0199 

0200 

ご 

□ 

□- 



199 

9901 

9902 

9999 


n 

200 

□ 

0001 

□- 

0002 

0099 

□ 

0100 


ファームウェア 

ファームウェアとは、機器を制御するために組み込まれたソフトウェアのことで、 EOS ] 日 D 
では、このファームウェアによって撮影、画像処理などび行われます。 
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デジタルカメラ-写真の基本用語解説 


被写界深度 

ピントを合わせた被写体を中必にして前後にもピントび合っている範囲びあります。この範 
囲のことを被写界深度といい、絞り数値を大さくする（絞りを閉じる/ル□径絞り）ほどピン 
卜の合っている範囲び前後に広くなります。これを被写界深度び深くなるといいます。逆に 
絞り数値をルさくする（絞りを開く/大口径絞り）とピントび合う範囲び狭くなります。これ 
を被写界深度び浅くなるといいます。 

被写界深度には次のよラな性質があります。 

①絞り数値び大さくなるほど被写界深度は深くなる。 

•••絞り込むほど被写界深度は深くなる。 

③同じ絞り数値ならレンズの焦点距離び短いレンズほど被写界深度は深くなる。 

-••望遠レンズよりも広角レンズのほうび被写界深度は深くなる。 

③ 同じ絞り数値なら遠方の被写体にピントを合わせるほど被写界深度は深<なる。 

④ 被写界深度はピントを合わせたところを中/ La にして手前側に浅く奥側に深い。ピントの合 
う範囲は一般的に手前側1に対して奥側び2になる。（下図参照） 




絞り数値； F 2 絞り数値； F 22 


露出 

撮影するために撮像素テに光を当てることを露出（または露光）といいます。また、に日感度 
に応じた適切な光を当てることを適正露出といいます。適正露出は、「シャッター」と「絞り」 
の組み合わせで調整します。 
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撮影機能の組みをわせ一質 


♦:自動設定〇:選択可能 


モードダイヤル 

□ 

9 


化 


因 

区) 

P 

Tv 

Av 

M 

A-DEP 

言己 

JPEG 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

質 

RAW 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

に0 

感 

度 

才ート 













手動設定 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ホ 

ワバ 

イラ 

トン 

才ート W 目 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

プリセット W 日 -MW 目 

色温度- WB-BKT 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

現像パラメーター 

♦標準 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


ワンショット 


• 

• 

• 


♦ 


〇 

〇 

〇 

〇 

• 


AI ヴーボ 





• 



〇 

〇 

〇 

〇 

— 

AF 

AI フ オー カス 

♦ 






• 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 


AF 

フレーム 

選択 

自動 








〇 

〇 

〇 

〇 

• 


任意 








〇 

〇 

〇 

〇 


測 

評価測光 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

光 

方 

部分測光 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

式 

中央部重点平均測光 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ど 

1 コマ 撮影 

参 


参 

参 


• 

参 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

イ 

ブ 

連続撮影 


参 



参 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

内 

蔵 

自動発光 

• 

参 


参 


• 







ス 

卜 

手動発光 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

□ 

ボ 

ホ目緩和 

〇 

〇 


〇 


〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

カスタム機能に. Fn) 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


AF モー ドとドライブ モー ドの関係- 


ドライブモード 

ワンシヨ ッ ト AF 

AI ヴーボ AF 

AI フ オー カス AF 

1コマ撮影 

ピント合わせび終わるまでは 
撮影でさません。ピントび合 
うと同時にピントを固定しま 
す。評価測光の場合は、露出 
を固定します。（撮影前に露 
出を記憶） 

被写体の動さに合わせてピン 
卜合わせを続けます。露出は 
撮影する瞬間にミ夫まります。 

被写体の状態によって 
ワンシヨット AF から AI 
ヴーボ AF に自動的に切 
り換わります。 

連続撮景ミ 

上と同じ条件で連続撮影とな 
ります。 

(1 秒間に約3コマ、最大約9 
コマまで） 

上と同じ条件で連続撮影とな 
ります。ピント合わせは連続 
撮影中わ作動します。 

(1 砂間に約3コマ、最大約9コ 
マまで） 
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露出警告表お一覧 


撮影モード 

表示警告例（点滅） 

意味 

対応 

P 

\ 1 / 

;• 日ぃ一 

/い 

1 

— 二に 1— 

1 

被写体び暗すざます。 

1 ) に日感度を上げてください。 

2) スト□ボを使用してくださ 
い。 

\ 1 / 

•イ日日 G - 
/ 1 \ 

\| 

つん 二し 
/| 

被写体び明るすざま 
す。 

1) に0感度を下げてください。 

2) 減光用の ND フィルターを使 
用して < ださい。 

Tv 

に‘弓 

\ 1 / 
—コ.コ— 

1 

露出アンダーになり 
ます。 

1 ) 〈£ SO を回してシャッター 
速度を遅くしてください。 

2) IS 日感度を上げてください。 

}^5 

1 

が一 

1 

露出オーバーになり 
ます。 

1) 〈£^〉を回してシャッター 
速度を速くしてください。 

2) に日感度を下げてください。 

Av 

\ 1 / 

— ;•日 •' 一 
/ 1 \ 

5.6 

露出アンダーになり 
ます。 

1) 〈む^〉を回して絞り数値を 
ルさくしてください。 

2) に日感度を上げてください。 

\ 1 / 
WG 00- 
/ 1 \ 

5 .S 

露出才ーバーになり 
ます。 

1) 〈む^〉を回して絞り数値を 
大さくしてください。 

2) IS 日感度を下げてください。 


60 

, J ^ 

っご •?一 

1 

希望する被写界深度 
び得られません。 

1) 被写体からでさるだけ離れ 
て再度操作してください。 

2) ズームレンズを使用してい 
る場合は、広角側にセット 
して < ださい。 

A-DEP 

\ 1 / 

— 5 '日,'一 
/ 1 \ 

\ 1 / 
—コ .二 1— 

1 

被写体び暗すざます。 

1) IS 日感度を上げてください。 

2) スト□ボを使用してくださ 
し、撮影結果は 〈 P 〉 によるス 
卜□ボ撮影と同じです。 


\ 1 / 
•-1000- 
/ 1 \ 

\ 1 / 

3 卜 

1 

被写体び明るすざま 
す。 

1) ISO 感度を下げてください。 
S ) 減光用の ND フィルターを使 
用して < ださい。 


S1 警告表示例は、使用するレンズの最ル絞り数値び F 3 .己、最大絞り数値び F 22 のとさの 
表示例です。使用するレンズによって、最小絞り数値、最大絞り数値び異なります。 


160 















図の左端と上端に目盛られている被写体輝度 （ EV 数値）の変化に対し、プ□グラム AE で自動 
的に決まるシャッター速度と絞り数値の組み合わせび色の線で示されています。 

例： EF 己日 mm F 1.4 USM のレンズを使用したとき、被写体輝度び EV ]] .己の場合は、上端 
の11.己の点からち下4己°のち向にのばした線とプ□グラム線図の交点を見るとシャッタ 
一速度1/2己日、絞り数値 F 3 .己び自動的に設定されることびわかります。 

左上の斜めに弓め^れた矢印び示す範囲は、 ISO 感度に対する測光輝度範囲です。 


AE □ックの効ま 


(撮影モードび応用撮影ゾーンのとさ) 


プ□グラム線図 


< P > (プ□グラム AE ) に設定したときのプ□グラム線図を示します。 



EF50mm F1.4 USM 

5-4.5 USM : WIDE24mm 
5-4.5 USM : TELE85mm 


EF24-85mm F3. 
EF24-85mm F3. 
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シャツター速度一 


図の見かた 

図の横軸はシャッター速度、縦軸は絞り数値を表しています。 


AF フレームの 選択 
測光方式 \ 

自動選択 

任意選択 

評価測光 

ピントを合わせた AF フレームを中 
/こ\にした露出値で AED ックする。 

選択されている AF フレームを中む 
にした露出値で AEn ックする。 

部分測光 

中央の AF フレームを中必にした露出値で AED ックする。 

中央部重点平均測光 


t 絞り数値 
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シャツタ—速度と絞り数値の 表お^ 

シャツター速度の表巧 

シャツター速度は1/2段ステツプで変わります。「 VCCC 」から r V 」までは分数の分母を表して 
います。例えばい的」は1/12己砂を表しています。また「口 "3」は日.3秒、「冶"」は]己秒を 
表しています。 

絞り数値の表示 

絞り数値は]/2段ステツプで変わります。数宇び大さくなるほどレンズの絞り径は小さくな 
ります。表示される絞り数値の範囲はレンズによって異なります。 


1/2段ステップ 

1/3段ステップ 

シャツター速度 

絞り数値 

シャツター速度 

絞り数値 

1 

•ィ日日日！ •三り' 
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I.IJ 1 弓 1 

り日日日 
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ぶ i ?日 
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に‘ i 
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ら 

に‘ ！ £^‘5 

1500 1 £•' 
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みコ日日 
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W !巧 
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IBIJIJ 
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S •イ己 
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180 1 

•が 1 

SCO 
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み弓 1 5 つ 

巧 i 

5 .B ； 

しに'己 

r 

が S •ィ 

弓 G 1 

B .1 1 

zl^lJ 

門 

15 1 つ合 

S 己! 

8.0 ! 

巧己 

'りぶ 

H 0 ! 8 1 

しろ 

3.5 i 

SGG 

三り‘ 

•が 弓'‘ 

JIJ 1 

II 1 

IB 0 
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50 
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10 1 
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38 i 

30 

けい 
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シャッター速度と絞り数値の設定を]/3段ステップに変更することびでさます。 
( C . Fn - 日 6-1 一] 43) 
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メッセージー質 


液晶モニターに表示されるメッセージにはじ(下のちのびあります。 


表示メッセージ 

詳細内容 

処理中… 

カメラびデータを処理している、または撮影した画像を CF カードに 
記録しています。しばらくお待ちください。 

画像読み込み中... 

CF カードに記録されている画像を読み込んでいます。しばらくお待 
ち < ださい。 

CF カードびありません 

CF 力ードび入っていません。指定の CF カードを入れてください 

CF カードび異常です 

CF カードに何らかの問題びあります。 CF カードを交換してくださ 
い。 

CF カードがいっぱいです 

CF カードの容量いっぱいに画像び記録されていて、これ！;(上画像を 
記録でさません。またはこれ！;(上プ U ント指定を保をでさません。 

画像がありません 

表示でさる記録画像び CF カードに入っていません。撮影して画像を 
記録するか、画像び記録された CF カードに交換してください。 

画像び大きすざます 

4064 X 27 日4画素を超えるサイズの画像のため、再生できません。 

互換性のない JPEG です 

互換性のない JPEG 画像のため、再生でさません。 

データび壊れています 

画像データび壊れているため、再生でさません。 

回転できない画像です 

別のカメラや異なるフォーマットで撮影された画像、またはコンピ 
ューターで加工した画像のため、回転でさません。 

認識でをない画像です 

特殊なフォーマット（他社のカメラ特有の記録フォーマットなど）で 
撮影された画像のため、再生でさません。 

プ□テクトされています 

画像びプ□テクトされているため、消去でさません。消去する場合 
は、プ□テクトを外してから再度消去してください。 

指定できない画像です 

」 PEG 形式！;(外の画像をプ U ント指定しようとしました。プ U ント 
指定でさません。 

別のカメラで撮影された画像、またはコンピューターで加工した画 
像を MWB 画像選択で指定しようとしました。ホワイトバランスデ 
一夕を取り込むことびでさません。 

指定び多すざます 

プ U ント指定び多すざます。これ上プ U ント指定でさません。 

指定完了でをませんでした 

プ U ント指定の内容を保をでさませんでした。 

拡大でさない画像です 

別のカメラや異なるフォーマットで撮影された画像、またはコンピ 
ューターで加工した画像のため、拡大でさません。 

バッテリーを交換して 
<ださい 

バッテ U —の残量び少ないため、撮影や再生びでさません。バッテ 

U —を交換してください。 

CCDRAW 

他機種で撮影された CCDRAW 画像のため、再生でさません。 
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メッセージー覽 


表示メッセージ 

詳細内容 

日付/時刻を設定して 
<ださい 

曰付/時刻び設定されていません。そのまま撮影すると、撮影した 
曰付/時刻び正しく記録されません。 

清掃終了後、メインスイッ 
チをオフにして<ださい 

撮像素テの清掃を行ったあとは、いったん〈综〉スイッチを 〈 OFF 〉 
にしてください。 

バッテリーの残量び不足し 
ています。撮像索テの清掃 
はでをません 

バッテ U —の残量び少ないため、清掃中にシャッターび閉じ、シャ 
ッター幕や撮像素テを破損する恐れびあります。フル充電したバッ 
テ U —に交換するか、家庭用電源を使用して清掃を行ってください。 

フォルダ番号が 
いっぱいです 

新しい CF カードを準備してください。 999 Cariori フォルダび作成 
されたため、もラすぐ画像の記録びできなくなります。 

( IMG _9999 び作成されると、び」になります。） 

ダイレクトプ U ント対応のカードフォトプ U ンターを接続しているときに、カメラの液晶モ 
ニターにじ(下のメッセージび表示されることびあります。 

表示メッセージ 

詳細内容 

ペーパーびありません 

ペーパー（用紙）カセツトび正しく入っていないか、カセツト内に用 
紙びありません。または給紙動作び正しく行われていません。 

インクびありません 

インクカセツトび入っていません。またはインクカセツトのインク 
びありません。 

指定がのぺーパーです 

プ U ントでさないサイズのペーパー（用紙）びプ U ンターに取り付け 
られています。 

指定がのインクです 

プ U ントでさないインクカセツトびプ U ンターに取り付けられてい 
ます。 

インクカセットび異常です 

インクカセツトに異常びあります。 

ペーパーとインクが 
不一致です 

ペーパー（用紙）とインクの組み合わせび正しくありません。 

ペーパーび詰まりました 

プ U ント中にぺーパー佣紙）び詰まりました。 

ぺーパーび変更されて 
います 

プ U ントを開始するまでの間にペーパー（用紙）サイズび変わりまし 
た。 

プリンターバッテリー 
切れです 

プ U ンターの電池残量びありません。 

通信エラー 

通信中にエラーび発生しました。 

トリミングの再設定び 
^:屡です 

卜 U ミング設定時と異なるスタイルでプ U ントしようとしました。 
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メッセージー覧 


表示メッセージ 

詳細内容 

プリントできない画像です 

別のカメラや異なるフオーマツトで撮影された画像、またはコンピュー 
ターに取り込んで加工した画像をプ U ントしよラとしました。 

プリントでをない画像び** 
枚ありました 

別のカメラで撮影した画像、またはコンピューターに取り込んで加 
エした画像を、 ** 枚 DPOF 設定でプ U ントしようとしました。 

** 枚残つています 

DPOF 設定でプ U ント中にプ U ントび中断されたため、まだ**枚プ 
IJ ントでさていません。 

トリミングでをない 
画像です 

別のカメラや異なるフオーマツトで撮影された画像、またはコンピュー 
ターに取り込んで加工した画像を卜 U ミングしようとしました。 

バッテリーの残量び 
不足しています 

ダイレクトプ U ントをしようとしましたび、カメラのバツテ U —残量び 
少ないためプ U ントでさません。 


ダイレクトプ U ント対応の BJ プ U ンターを接続しているときに、カメラの液晶モニターにじ ( 
下のメッセージび表示されることびあります。なお、のメッセージび表示されたときは、 
BJ プ U ンターの操作パネルに表示されているエラー番号を確認し、 BJ プ U ンターの使用説明 
書をあわせて参照してください。 


表示メッセージ 

詳細内容 

ぺ 一 J く一がありません 

ペーパー（用紙）び正しく入っていないか、用紙びありません。また 
は給紙動作び正しく行われていません。 

インクがありません 

インクタンクび入っていません。またはインクタンクのインクびあ 
りません。 

ペーパーび詰まりました 

プ U ント中にぺーパー佣紙）び詰まりました。 

プリンターは使用中です 

コンピューター、またはプ U ンターに差し込まれたメモ U —カード 
からプ U ントしています。プ U ントび終了すると、自動的にカメラ 
内の CF カードに記録されている画像のプ U ントを開始します。 

プリンターは準備中です 

プ U ンターを準備しています。準備び終了すると、自動的にプ U ン 
卜を開始します 

プリントヘッド未装着 

プ U ントへッドび取り付けられていません。 

プリンターカバーが 
開いています 

プ U ンターのフ□ントカバーを閉じてください。 

ペーパーの種類び違います 

プ U ンターで使用でさないペーパー（用紙）を選択しています。カメ 
ラのダイレクトプ U ント画面の [スタイル] で使用でさる用紙を選択し 
て < ださい。 

紙間レバー位置が不正です 

紙間選択レノ く一位置を正しい位置にしてください。 
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メッセージー覽 




表示 メ ッ セージ 

詳細内容 

インクび残りわずかです 

そろそろインクタンクの交換時期です。新しいインクタンクを準備し 
てください。エラー画面で [続行] を選ぶとプリントを再開します。 

廃インクタンクび満杯です 

巨 J プリンターの U セツトボタンを押すと、プリントを再開しますび、 
お早めにお買い上げの販売店または修理窓 □ ( BJ プ U ンターに付属の 
一覧を参照）に廃インクタンクの交換を依頼してください。 

プリンタートラブル発生 

プリンターの電源を入れなおしてください。それでちエラーび表示さ 
れるとさは、巨 J プ U ンターの使用説明書に記載されている最寄りのヴ 
ービスセンターにご相談ください。 

通信エラー 

通信中にエラーび発生しました。目 J プ U ンターの電源をいったん切っ 
てから再度プリントしてください。 

トリミングの再設定び 
必要です 

卜 IJ ミング設定時と異なるスタイルでプ U ントしようとしました。 

プリントでをない画像です 

別のカメラや異なるフオーマツトで撮影された画像、またはコンピ 
ューターに取り込んで加工した画像をプ U ントしようとしました。 

プリントでをない画像が** 
枚ありました 

別のカメラで撮影した画像、またはコンピューターに取り込んで加 
エした画像を、 ** 枚 DP 日 F 設定でプ U ントしようとしました。 

** 枚残つています 

DPOF 設定でプ U ント中にプ U ントび中断されたため、まだ**枚プ 
IJ ントでさていません。 

トリミングでをない 
画像です 

別のカメラや異なるフオーマツトで撮影された画像、またはコンピュー 
ターに取り込んで加工した画像を卜 U ミングしようとしました。 

バッテリーの残量び 
不足しています 

ダイレクトプ U ントをしようとしましたび、カメラのバツテ U —残量び 
少ないためプ U ントでさません。 
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エラーコード 表巧 

カメラに 異常び発生すると、表示パネルに 「ら-广 XX 」 び表示されます。 エラー〕ー ドに応じ 
て、下の対応を行ってください。 

頻繁にこのエラーコードび表示されるとさは、故障ですので rxx 」 の数値を控えて最寄りのキ 
ヤノンサービスセンター（別紙）にお持ちください。 

また、撮影直後にこのエラーコードび表示されたとさは、撮影されていない場合びあります 
ので、〈 [3 〉ボタンを押して画像の確認をしてください。 


エラー 

コード 

対応 

Err 

日 1 

レンズの接点を清掃してください。（一 7) 

Err 


CF カードに問題びあります。次のいずれかの対応を行ってください。 
CF カードの抜さ差しを行ラ。 CF カードをフォーマットする。別の 
CF カードに交換する。 

trr 

日し! 

CF カードの容量びいっぱいです。不要な画像を消去するか、十分な 
空さ容量のある CF カードに交換してください。 

Err 

05 

内蔵スト□ボの自動ポップアップを阻害しました。 

〈绿〉スイッチ 〈 OFF 〉 一 〈 ON 〉 を行ってください。 

Err 


上記じ(外のエラーび発生しました。 

バッテ U —パックの抜さ差しを行ってください。 
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巧障かな？とお考えになる前に — 

「カメラび故障したのかな？」と考える前に、この表を参考にしてカメラをチェックしてくだ 
さい。 


電源 


バッテ IJ 一び充電 
でさない 

専用のバッテ U —を使用していますか？ 

バッテリーパック BP - 己]]、目 P - 已] 2を使用してください。（一 3) 

チャージャーに正しくセットしましたか？ 

時 バッテ U - パックを正しくセットしてください。卜 18) 

〈為〉スイッチを 
〈 ON 〉 にしてち力 
メラび作動しない 

バッテ U —パックび消耗していませんか？ 

—バッ テ IJ ーパックを充電してください。（一 18) 

パッテリーを正しく入れましたか？ 

■バッ テ IJ 一を正しく入れてください。 (-20) 

バッテリー室ふたび開いていませんか？ 

—バッ テ U -室ふたをしっかりと閉じてください。 (-20) 

CF カードス□ットカバーび開いていませんか？ 

- CF カード取り出しボタンび飛び出すまでしっかりと差し込み、 CF 
力ードス□ットカバーをしっかりと閉じてください。卜 24) 

〈绿〉スイッチを 
〈 OFF 〉 にしてもア 
クセスランプび点 
滅する 

撮影後、すぐに〈综〉スイッチを 〈 OFF 〉 にしても、 CF 力ードへの画 
像記録を行うため、数秒間はアクセスランプび点滅します。 

—CF カードへの画像記録び終了すれば、アクセスランプは消え、自 
動的に電源び切れます。 

バッテ U —の消耗 
び早い 

バッテ U —ノ（ックび十分に充電されていますか？ 

時 十分に充電してください。（一 18) 

バッテリーパックの寿命ではありませんか？ 

■新しい バッテ U - パックをお買い巧めください。卜17日） 

電源び勝手に切れる 

オートノ くワーオフ機能び働いていませんかっ 

- もう一度〈為〉スイッチを 〈 ON 〉 にするか、才ートパワーオフ機能 
を[切]にしてください。（一 138) 

表示パネルに 
〈亡つ〉のみび点滅 
している 

バッテ U —パックの容量び極端にかなくなっています。 

時バッ テ U —パックを充電してください。（一 18) 

何らかの理由でカメラび誤動作していると考えられます。 

— シャッターボタンを半押しして、カメラび撮影準備状態に戻れば、 
正常に撮影でさます。（一 26) 

* 〈亡つ〉表示びそのままの場合はカメラの故障です。カメラを最寄 
りのキヤノンサービスセンターにお持ちください。（一別紙） 
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故障かな？とお考えになる前に 


撮影 


撮影-記録びでさ 
ない 

CF カードび正しくセットされていますか？ 

— CF 力ードを正しく入れてください。 (-24) 

CF カードびいっぱいになっていませんか？ 

■新しい CF カードに入れ換えるか、不要な画像を消去してください。 
(-24. 11 3) 

バッテ U —び消耗していませんか？ 

バッテ U —パックを充電してください。（一 18) 

ピントは合っていますか？（ファインダー内の合焦マーク〈♦〉び点滅 
していませんか？） 

- もう一度シャッターボタンを半押しして、ピントを合わせなおして 
ください。それでもピントび合わないとさは、手動でピントを合わ 
せてください。（一26、 67) 

液晶モニターの表 
示-画像び不鮮明 
になる 

ゴミやほこりびついていませんか？ 

— 眼鏡ふさややわらかい布などでふいてください。 

液晶び消耗していませんか？ 

畴 お買い上げの販売店またはキヤノンサービスセンターにご相談くだ 
さい。（^別紙） 

画像びボケて写つ 
ている 

レンズのフオーカスモードスイッチび 〈 MF 〉 （または 〈 M 〉） になってい 
ませんか？ 

— レンズのフオーカスモードスイッチを 〈 AF 〉 にしてください。卜 23) 

シャッターボタンを巧すとさに手ブレを起こしていませんか？ 

•手ブ レを起こさないようにシャッターボタンを静かに押してくださ 
し、。（一26、 32) 

CF カードび使えな 
い 

CF カードのデータび壊れていませんかっ 
- CF 力ードを初期化してください。（一11己） 

■指定され た CF カードを使用してください。（一2、 171) 

表示パネルに 

IT らご」び表示さ 
れる 

曰付/時計機能用電池び消耗していませんか？ 

— 新しい日付/時計機能用電池に交換してください。卜1己 1) 


撮影画像の確認-操作 


画像を消去でさな 
い 

画像にプ□テクトをかけていませんか？ 

—プ □テクトを解除してください。 (-112) 

撮影年月曰/時刻び 
正し<表示されない 

曰付/時刻び正しく設定されていますか？ 

•日付/時刻を 正しく設定してください。卜1已日） 

テレビに画像び表示 
されない 

ビデオケーブルのプラグを根元まで差し込んでいますかつ 
— ビデオケーブルのプラグを、根元までしっかりと差し込んでくださ 
し、(-111) 

ビデオ出力ち式 ( NTSC / PAL ) び正しく設定されていますか？ 

接続する機器と同じビデオ出力ち式に設定ください。卜14日） 



資 
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主なアクセサリー(別売） 

バッテリーパック巨 P - 日11 

EOS 1日 D の強力な U チウムイオンニ次電池パックです。電 
源の定格は 7.4V。 充電はバッテ U- チャージャー C 目-日 L で 
行います。フル充電で約已日日コマ偶温•スト□ボ已日％使用） 
の撮影びでさます。充電所要時間は約9日分です。 




AC アダプター夺ット ACK - E 2 

EOS 1 0D 用の家庭用電源キット （AC アダプター、 DC カプラ 
一、 電源コード）です。 AC アダプターの定格入力は AC] 日日 
〜24日V、定格出力は DC7.8V。DC カプラーをカメラのバ 
ッテ U —室に入れて使用します。 



コンパクトパワーアダプター 
CA - PS 400 

バッテ IJ- パック目 P- 己1]、日 P- 己12用の急速充電器です。 
1パックの充電所用時間は約9日分、一度に2パックの取り付 
けなくでさます。また、 CA-PS40 日に DC カプラー DR- 400 
(別売）を接続することもできます。電源は AC] 0日〜24日V 
にそのまま対応します 



バッテリーグリップ BG - ED 3 

バッテ U —パック目 P- 己]1を2本取り付け可能なバッテ U — 
グ U ップで、縦位置用シャッターボタン、電子ダイヤル、 AE 
□ック /FED ックボタン、 AF フレーム選択ボタンび装備さ 
れています。なお、電源に DC カプラーを使用することをでさ 
ます。バッテ U- パック目 P- 己12は使用できません。 



視度補正レンズ E 

内蔵の視度調整機能との組み合わせでさらに調整範囲び広 
びる視度補正レンズ E び1日種類卜 4cl が〜 + 3clpt) 用意さ 
れています。 



クリップオンタイプスト□ボ 

アクセサ U —シューに取り付けて使用する、ク U ップオンタ 
イプスト□ボとして、 EX シ U —ズスピードライトびあります。 
通常の AE 撮影と同じ操作感覚で、 E-TTL 自動調光、八イスピ 
ードシンク □ (FP 発光）、 FE □ック撮影などのスト□ボ撮影 
を行うことびでさます。なお、已已日 EX では、簡単な操作で、 
E-TTL 自動調光対応のワイヤレス多打撮影びでさます。 
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主なアクセサリー（別売) 



マク□スト□ボ 

近接撮影用スト□ボとして、 EX シリーズマク□スト□ボびあ 
ります。片側発光から、光量比制御まで、高度なライティン 
グを E - TTL 自動調光で簡単に行うことびできます。また、八 
イスピードシンク □ ( FP 発光）、 FE □ック撮影のほか、 
已已日 EX 、 42日 EX をスレーブにしたワイヤレス増灯機能など、 
多様なマク□スト□ボ撮影に対応しています。 


U モートスイッチ RS -80 N 3 

超望遠撮影、マク□撮影、長時間露光（バルブ）撮影などにお 
けるカメラブレ防止に有効な U モートスイッチです。コード 
長は8日 cm 。 スイッチはシャッターボタン半巧し、全押しと 
同じ機能、およびレ IJ ーズ□ック機能を備えています。ワン 
タッチ □ ック式接続プラグを EOS ] 日 D の U モコン端テに接 
続して使用します。 




タイマー U モー トコント □ーラー 

TC -80 N 3 

①セルフタイマー②インターバルタイマー③長時間露光夕 
イマー④撮影回数設定機能を内蔵した、コード長 80 cm の U 
モートスイッチです。時間は、 ] 秒から99時間已9分已9秒ま 
で1秒単位で設定でさます。ワンタッチ□ック式接続プラグ 
を EOS ] 日 D の IJ モコン端テに接続して使用します。 



CF 力ード 

撮影した画像を記録するためのメモリーカードです。 

CF カードは、キヤノン製 CF カードのご使用をおすすめしま 
す。 



システム 7 ップ 
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システムマップ 
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主な仕様 


■型式 

型式 . スト□ボ内蔵、デジタルー眼レフレックス AF • AE カメラ 

記録媒体 . CF カード （ Type し n 準拠） 

撮像画面サイズ .22.7 X 1 已 .1 mm 

使用レンズ . キヤノン EF レンズ群 

(有効撮影画角は、表記焦点距離の約].6倍に相当） 

レンズマウント . キヤノン EF マウント 

■撮像素子 

形式 . 高感度-高解像度大型単板 CMOS センサー 

画素数 . カメラ部有効画素：約63日万画素 （3 日 88 X 2 日已 6) 

mmm :約6己〇万画素 （3 ] 己2 x 206 8) 

アスペクト比 . 3:2 

カラーフィルターち 式 . RGB 原色 フィルター 

□ーパスフィルター . 固定式、撮像素テ前面に配置 

■記録お式 

記録フォーマツト形式 . DCF : JPEG (Adobe RG 目設定時を除く）、および RAW 


記録画像形式 ..... 
ファイルサイズ. 


.JPEG、RAW り 2bit) 

..(] )La「 呂 e/ 円 ne 

(2) La「 呂 e/Normal 

(3) Middle/Fine 

(4) Miclclle/Normal 
(己) Small/ 円 ne 

(6) Small/Normal 

(7) RAW (3 日 72 X 2048 画素） 


約 2.4MB (3072 X 2048 画素） 
約] .2MB (3072 X 2048 画素） 
約 1.3MB に日 48X136 日画素） 
約日. 7M 巨 (2048X1 36 日画素） 
約日. 8MB り己 36X ] 日 24 画素） 
約日. 4MB り己 36X ] 日 24 画素） 


- RAW + Small/Normal :約6.日 MB 
- RAW + Small/Fine :約 6.4 MB 

- RAW + Middle/Normal :約 6.2 MB 
- RAW + Middle/Fine :約 6.8 M 目 

- RAW+Lar 呂 e / No「mal :約 6.7 M 目 
- RAW + Lar 呂目/円 ne :約8.日 MB 

* ファイルサイズは、被写体条件、に日感度などにより異なる 

ファイル番号 . 通し番号、オート U セット 

色空間 . sRG 目 、 Adobe RGB 

現像パラメーター . 標準のほか、任意設定した現像パラメーター （4 項目各己段階 

設定）を3セット登録可能 
インターフェース . USB (専用ケーブル使用） 

■ホワイトバランス 

種類 . オート、太陽光、日陰、くもり、電球、堂光好、スト□ボ、 

マニュアル、色温度指定 

オートホワイトバランス . 撮像素テを用いたオートホワイトバランス 

色温度補正 . ホワイトバランスブラケティング： ] 段ステップ±3段 

■ファイン ター 

方式 . ペンタプ U ズム使用、アイレベル式 

視野率 . 上下/左ちとを9已％ (対有効画素-視野率） 
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主な仕様 


倍率 . 日.88倍（己日 mm レンズ • 〇〇 •-1 dpt ) 

アイポイン h .20 mm 

視度調整範囲 .-3 .日〜+1.日 dpt 

フオーカシングスク U —ン ........ 固定式、全面ニューレーヴーマットスク U —ン 

ミラー . クイック U ターン式全面八ーフミラー 

(透過：反射=4日： 6日、ミラー切れ： 600 mm F 4 までなし) 
ファインダー情報 . AF 情報 （ AF フレーム、合焦マーク）、露出情報（シャツター速 


度、絞り数値、マニュアル露出、 AE □ック、露出補正量、 

AE 目レベル、部分測光範囲)、スト□ボ情報所電完了、赤目 
緩和ランプ点打、八イスピードシンク□、 FE □ック、調光補 
正量)、警告表示（露出警告、 FE □ック時の連動範囲外警告、 
CF フル警告、 CF エラー警告、 CF 未装慎警告、データ処理中)、 
連続撮影時の最大撮影可能コマ数、撮影可能コマ数 


被写界深度確認 . 絞り込みボタンによる 

■オートフォーカス 

方式 . CM 日 S センサーによる TTL - CT - S 旧ち式 

( TTL 二な結像位相差検出ち式） 

測圧日ち . 7ち 

測距輝度範囲 . EV 日.己〜] 8 (常温•に日]日日相当） 

フォーカスモード . ワンショット AF 、 AI ヴーボ AF 、 AI フォーカス AF 、 手動 （ MF ) 

AF フレーム選択 . 自動選択、任意選択、ホームポジション 

AF フレーム選択表示 . ファインダー内スーノ（ーインポーズと表示ノ くネルによる 

AF 補助光 . スト□ボ間欠発光ち式 

有効距離：中央部約 4 m / 周辺部約3.己 m 

■露出制御 

測光ち式 . 3己分割 TTL 開放測光 

-評価測光（すべての AF フレームに連動） 

-部分測光（中央部-ファインダー画面の約9%) 

-中央部重点平均測光 

測光範囲 . EV 1 〜2日（常温-已日 mm F 1.4 使用-に日]日日相当） 

露出制御ち式 . プ□グラム AE (全自動、ポートレート、風景、ク□ーズアッ 

プ、スポーツ、夜景ポートレート、スト□ボ発光禁止、プロ 
グラム)、シャッター優先 AE 、 絞り優先 AE 、 自動深度優先 
AE 、 マニュアル露出、 E - TTL スト□ボ AE 

に日感度 . 簡単撮影ゾーン：自動設定 

応用撮影ゾーン： ISO 100, 200, 400, 800,1600相当、 
およびに日32日日相当の感度扳:張び可能 

露出補正 . AEB :1/2,1/3段ステップ±2段 

手動：1/2,1/3段ステップ±2段 （ AE 目併用可能） 

AE □ック . 自動：ワンショツト AF • 評価測光時、合焦と同時に AE □ック 

手動： AE □ックボタン巧しによる 

■シャッター 

形式 . 電子制御式フォーカルプレーンシャッター 

シャツター速度 . 1/4日日日〜3日秒（1/2、1/3段ステップ)、バルブ、 

X =]/ S 日日秒 
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主な仕様 


レ U —ズ方式 . ソフトタッチ電磁レ U —ズ 

セルフタイマー .] 日秒後撮影 

IJ モコン . N 3タイプ端テ U モコン対応 

■内蔵スト□ボ 

形式 . U トラクタブル式、 E - TTL 自動調光オートポップアップスト 

□ボ 

ガイドナンバー . 13 (ISO ] 日日相当 • m ) 

充電時間 . 約3砂 

充電完了表示 . ファインダー内スト□ボ充電完了マーク点灯 

照射角 . レンズ表記焦点距離1 8 mm 相当の画角に対応 

調光ち式 . E - TTL 自動調光（すべての AF フレームに連動） 

スト□ボ調光補正 . 1/2、]/3段ステップ±2段 

■外部スト□ボ 

E 日 S 専用スト□ボ . スピードライト EX シ IJ ーズ使用時、 E - TTL 自動調光 

シンク□端テ . あり 

■ドライブ関係 

ドライブモード .] コマ撮影、連続撮影、セルフタイマー 

連続撮影速度 . 約3コマ/秒 （ 1/2已日秒！;(上） 

連続撮影時の最大撮影巧能コマ数：9コマ 

■液晶モニター 

形式 . TFT 式カラー液晶モニター 

画面サイズ .1.8 型 

画素数 . 約]].8万画素 

視野率 . 約]日日％ (対有効画素-視野率） 

輝度調整 . 己段階 

■再生機能 

画像表示形式 . ] コマ、 ] コマ ( Info )、 拡大（約].己倍〜約]日倍- ] 己段階、扳: 

大コマ送り可能)、9コマインデックス、オートプレイ、およ 
び画像回転、ジャンプ 

八イライト表示 . 画像表示形式]コマ、 ] コマ （ Info ) のとき、画像情報のない 

八イライト部分を点滅表示 

■記録画像のプ□テクト/消去 

プ□テクト .] コマ単位でプ□テクト、解除 

消去 . 1コマ、またはカード内全画像の単位で消去（プ□テクト画像 

を除 <) 

■カメラダイレクトプリント機旨 g 

対応プ U ンター . キヤノン製カードフォトプ U ンタ ー、 およびカメラダイレク 

トプ U ント対応 B 」 プ U ンター 
プ U ント対応画像 . JPEG 画像 

設定項目 . プ IJ ント枚数、スタイル（画面設定、用紙、 つチ、 日付)、卜 

U ミング 
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主な仕様 


■メニユ—機能 

メニュー内容 . 撮影系：ホ、再生系：青、セットアップ系：黄 

液晶モニター表示言語 . 12言語対応（英語、ドイツ語、フランス語、オランダ語、デ 

ンマーク語、フィンランド語、イタ U ア語、ノルウェー語、 
スウェーデン語、スペイン語、中国語[簡体字]、日本語） 


ファームウェアアップデート....ユーヴー対応にて可能 

■カスタマイズ機能 

カスタム機能 . 17種 6] 項目 


バッテ U - パック BP - 己] ]/ 巨 P - 已12、 T 個使用 
* DC カプラー使用により AC 駆動巧能 


[コマ] 


温度 

撮影条件 

スト□ボ撮影なし 

已日％スト□ボ撮影 

常温 （+2 日む） 

6已〇 

已〇〇 

低温ので） 

已〇〇 

400 


* フル充電のバッテ IJ ーパック巨 P - 己11 / BP -51 2使用時 


* フル充電のバッテ IJ ーパック巨 P - 己11 / BP -51 2使用時 
バッテ U —チェック . 自動 

節電機能 . あり、設定時間 （ 172/4/8/1已/3日分）経過で電源日 FF 

曰付/時計機能用電池 . CR 2 日2已 U チウム電池、]個使用 

■大きさ-質量 

大きさ . 149.7 (幅） X ]日7.己（高さ ）X 7己日（奥行） mm 

質量 . 79日 g (本体のみ） 

■動作環境 

使用可能温度 . 日で〜+4び C 

使用可能湿度 . 8已％!；(下 

■バッテリーチャージャー CB -5 L 

対応ノくッテリー . ノくッテ U —ノくック BP - 己]] / BP - 己] 2 

バッテ U —取り付け部 .] 箇所 

電源コード長 . 約 1.8 m 

充電時間 . 約9日分 

定格入力 . AC 1 00〜24 0 V (己 0/60 HZ ) 

定格出力 . DC 8.4 V 

使用可能温度 . 日で〜+4び C 

使用可能湿度 . 8日％！;(下 

大ささ . 91.日（幅 ）X 32. 3 (高さ ）X 67.日（奥行） mm 

質量 .] 日 5 g (電源コードなし） 


■電源 

使用電池 . 

撮影可能コマ数 


参 記載データはすべて当社試験基準によります。 

• 製品の仕様および外観の一部を予告なく変更することびあります。 
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索引 


英数字 


1コマ消去 . 

1コマ表示 . 

1コマ撮影 . 

AC アダプターキット… 

A-DEP. 

Adobe RGB. 

AE. 

AEB. 

AE □ック . 

AF. 

AF フレーム . 

AF フレームの登録 . 

AF 補助光 . 

A 巧ード . 

AI ヴーボ AF. 

AI フオーカス AF. 

Av. 

BJ プ U ンター . 

C.Fn. 

CF 力ード . 

CMOS. 

DCF. 

DC カプラー . 

DPOF. 

E-TTL 自動調光 . 

FEB. 

FE □ック . 

FP 発光 . 

HP(Home Position) 

INFO. 

ISO 感度 . 

IS 日感度拡張 . 

JPEG. 

M (Manual). 

MF. 

MW 巨 . 

NTSC. 

P (Program). 

PAL. 

RAW. 

RAW+JPEG. 

sRG 巨 . 

Tv. 

WB-BKT. 


.113 

.104 

. 72 

. 1 己， 22 

.84 

. 54 

. 156 

. 86 

. 88.161 

. 156 

. 63 

.65 

.35 

.60 

.62 

.62 

.80 

. 120 

.142 

.7, 24，1 1 己， 1 己6，171 

.152 

. 156 

. 1 己， 22 

. 127 

. 91 

. 100 

. 96，101 

. 100 

. 65 

. 己8，10己 

. 45,156 

. 137 

. 43，1己目 

. 82 

. 23, 67 

. 48 

. 111，140 

. 76 

. 111 ， 140 

. 42，1己目 

. 44 

. 曰4，1己目 

. 78 

. 50 



アイ ピースカバー . 74 


アイ ピースカバー . 74 

赤目緩和機能 . 95 

赤目現象 . 157 


アクセサリー . 170 

圧縮率 . 43 

イメージゾーン . 14 

色温度 . 49 

色空間 . 己4 

インターフェースケーブル . 3 

インデックス . 131 

インデックス表示 . 106 

液晶の明るさ . 139 

液晶 モニター . 目、 31 

エラーコード表示 . 167 

オートパワーオフ . 26.138 

オートプレイ . 109 

オート U セット . 已已 

化\用撮景ミソーン . 14 



力ードフオトプ U ンター . 118 


力ードフォトプ U ンター . 118 

回転表示 . 110 

拡大表示 . 107 

各部の名称 . 10 

カスタム機能 . 142 

カスタム機能一括解除 . 148 

画像情報表示 . 10已 

家庭用電源 . 22 

構え方 . 32 

カメラ設定初期化 . 31 

カメラ設定内容表示 . 己8 

カメラダイレクトプリント . 117，133 

簡単撮影ゾーン . 14 

記録画質 . 42 

ク□ーズアップ . 36 

言語 . 139 

現像処理 . 43 

現像パラメーター . 己2 

ら焦マーク . い 



撮影画像の確認 . 38 


撮影画像の確認 . 38 

撮影画像の確認時間 . 39 

撮影可能コマ数 . 43 

撮影機能の組み合わせ一覧 . 159 

撮影コマ数 . 21 

J 取景ミモード . 14 

撮像素子の清掃 . 1已2 

サブ電子ダイヤル . 16, 27 

システムマップ . 172 

自動再生 . 109 

自動選択 . 64 

視度調整 . 32 

絞0数値 . 1己7，162 
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索引 


シャッター速度 . 157.162 

シャッターボタン . 26 

ジャンプ表示 . 108 

充電 . 18 

手動ピントを合わせ . 67 

仕様 . 174 

消去 . 113 

初期化 . 115.157 

初期設定 . 30 

シンク□端子 . 102 

スタンダード . 131 

ストラップの取り付け方 . 17 

スト□ボ調光補正 . 97，101 

スト□ボ発光禁止 . 37 

スピードライト . 98 

スポーツ . 37 

セルフタイマー . 73 

全押し . 26 

全コマ消去 . 114 

全自動 . 34 

測光モード . 70 



タイマー機能 . 

ダイレクトプリント 
縦横自動回転表示.... 
中央部重点平均測光 

長時間露光 . 

電池の交換 . 


ビデオ出力 . 

評価測光 . 

表示パネル . 

表示パネル照明……… 

ファームウエア . 

ファイルま号 . 

ファインダー . 

風景 . 

フオーカス□ック ..... 

フオルダ . 

部分測光 . 

プ U ント指定 . 

プ U ントスタイル ..... 

プ IJ ントタイプ . 

プ U ントの設定 ......... 

プ U ント範囲の設定. 

プ U ント枚数 . 

プ□グラム AE. 

プ□グラムシフト ..... 

プ□グラム線図 ......... 

プ□テクト . 

ルートレート . 

ホワイトバランス ..... 

ホワイトバランスブラケテイング 


同時記録 . 44 

通し番号 . 日日 

ドライブモード . 72 

卜 U 三ング . 12曰 

内蔵スト□ボ . 92 

任意選択 . 64 

八イスピードシンク □. 100 
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Canon 

キヤノン株式会社 http :// canon . jp / 
キヤノン販売株式会社カメラ販売事業部 


お客様相談窓 □ 


製品の取り扱いち法、修理サービスのご相談は、機種名をご確認のラえ、お買い上げの販売 
店または、別紙のサービス窓□にご相談ください。 


アフターサービスについて 


1. 保証期間経過後の修理は原則として有料となります。なお、運賃諸掛かりはお客様にてご 
負担願います。 

2. 本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために不可欠な部品）は、日本国内におい 
て、製造打ち切り後7年間を目安に保有しています。したびって期間中は原則として修理 
をお受けいたします。なお、故障の原因や内容によっては、期間中でち修理び困難な場合 
と期間後でも修理び巧能な場合びありますので、その判定につさましてはお買い上げ店ま 
たは、別紙のサービス窓□にお問い合わせください。 

3. 修理品をご送付の場合は、見本の撮影データやプ U ントを添付するなど、修理箇所を明確 
にご指示のうえ、十分な捆包でお送りください。 


キヤノンデジタルカメラホームページのご案内 


キヤノンデジタルカメラのホームページを開設しています。インターネットをご利用のちは、 
お気軽にお立ち寄りください。 

キヤノン株式会社/キヤノン販売株式会社 
http://cweb.canon.jp/camera/ 


この使用説明書は、2日日3年2月に作成したをのです。それ！;(降に発売された製品との組 
み合わせにつさましては、別紙のサービス窓□にお問い合わせください。 


CT1-5147-000 


© CANON INC. 2003 
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